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岡山大学教育学部地域研究会第 15集報告朝として,｢変貌する山村芳M J-(岡山県)-
-き地から=特地域-- ｣を公刊するQ
調査対象地は岡山県後月郡芳井町である｡芳井町比 ,後月郡内の他町村がことごとく井原市に
合併された後も,｢-き地｣の故をもってこれに加わらず.一郎-町の町としてその儀みを続け
てきたQところが.その後福山･笠岡両市を中心に.救鉄とその関連=業の大規換展開が緒につ
き.備後工婿地域の指定があるに及んで ,この一郎一町の町もこれにふくめられ ,=特地域の一
角をにをうこととなった｡
われわれは ,音備高原の南の端を占めて ,高原上とその中央を北から南に貨流する小田川の河
堤段丘上に触藩を残し.第一次産典を主たる産薬として嫉んできたこの町が ,かつていかなる歴
史を秘めて今日にいたD.新たな時代にいかに対応しつつあるかを明らかにしたいと願ったQ
調査は ,昭和40年7月25日から5日間を本胴衣とし,社会科教官7名がこれを指辞し,辛
菜生有志の応援をえて,教室所属5年択草生全員がとれ忙当たった｡調査不十分の面は ,その後
秋から冬にかけて補足のための調査を行なったd
調査に当たっては ,芳井町当局とくに花川弘町長 ･,J､谷鉄雌助役 ･篠原国夫教育長 ･三宅重男
社会教育主IJiからは格別のど配慮をえ.町内の関係各位からも有難いE.'協力をいただいたO
ことに記して心から感謝する次第である｡
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1 地 形
芳井町は岡山県西都に位置し,東経 155021'40■-155029■44",北緯 54056J24日～ 540
441261-の間LKある｡東部は小田部美星町に,北部は川上郡川上町に,南部は井原市に,西部は広島
県深安祁加茂町に接している｡面横は性ほ 80･8KqlZである｡以上は行政上の位置であるが,地形的位
置からみると,吉備高原中両部に位思する｡図 1I 1- 1に芳井町の地形的位燈を示すC地形分類は
経済企画庁の地形分類図によった｡そしてとの書僻高原~面を堀9こんで小田川が北西から南東に横切
っている｡
＼
図 11 1- 1 中Exj地方地形地域区分図 (経済企画庁 :地形分類図による)
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芳井町の地形は大きく分けて,高度 500- 5007nの高原面と小田川か上-ぴその支流により開析
された狭V'谷底面と,谷と高原面とを境する急斜面の谷壁面の 5つに分けられる｡ここで性,まず吉
備高原の-蝦的特色を述べ,それから芳井町内の吉備高原面と, この地域の特色ある地形につV,て記
し.最後に小田川の河谷について述べることとするO
(い 吉備高原の一般的特色
吉騰高原は北東部を津山盆地.北部を中国山地,北西部から西部にかけては三次盆地 .壬生盆地 ･
西条盆地に,また南部は束から日生丘陵地 ･岡山平野 ･笠岡丘陵地 ･福山平野 ･尾道丘陵地とそれぞ
れVEかこそれた,南北'D暗 40 蔵匿 500- 6007nに遷する高原である｡中生代の山
脈が,その後の長い地層時代に侵蝕され.中生代末期ごろまでに平坦地 (埠平原)となった｡そして
その後第三紀末の日本海や瀬戸内海の陥没(･T伴 う断層迎勅で.中国山地の高位埠平原面と比津山盆地
な隔てて離れ.その後に隆起して隆起準平原となった｡そして隆起にともなって若返った各河川の藤
んを侵蝕作用もまだもとの準平原まで開析するVCはV,たってV,ない｡そのため狭いl姉 や,急流のあ
る谷底から高原LrCのぼると.急VC高所VCみごとな平坦面がひらけ.なだらかを起伏の波浪状の地形を
見せている｡そしてここに典啓が発達し,耕地がひらかれてV'る｡この高原上には,ところどころに
ぽつんぽつんと ドー ム状に盛りあがった玄武岩上れなる孤立峰がそびえている｡成羽町の吹屡西方の
天神山,川上郡高山市の弥高山などはこの玄武岩鐘の代表的な例である｡ 一応これらの玄武岩銀枚.
準平原上のモナ ドノックと考えられてい.るが. この玄武岩鐘は.V'わゆる山砂利届をぬいているとこ
ろがあり,また山砂利屑に軋 この玄武岩の鍵を合せなV,ともいわれ,埠平源面形成上玄武岩の噴出
との牌係につClて紘検討を箪するO
高原をきざんで流れるのは吉井川 .旭川 .高梁川 ･芦田川 .沼田川およびそれらの支流である｡こ
れらの河川の本流は,いずれも北西から南東への流路をとり,吉備高原の中に峡谷をつくって横断し
ている｡その流路がみごとなはめこみ蛇行をしていることや,両岸のところところに河岸段丘が残っ
っていることなどで.一度準平原把まで
侵蝕がすすみ,ふたたび,隆起した上う
すが推察される｡本流の河川の侵蝕枚L^ I
たるところに峡谷女作っているが,水菜
の少い支流の谷頭侵蝕はま7tJ高原面に連
していたい｡支流の谷を登るといせまで
急旅をなしてレ､た川が,平坦面にでる前
に急にその傾斜をゆるめる速急点にぶつ
かることが多い.平坦面上で托川は広vl
谷を持つが,これは旧嶺廻の谷である.
したがって,平坦面の保存がまだ良好を
わけである｡
また吉備高原には阿哲台や帝釈台など
｢『
写実 1-1-1
弥高山よb南の吉陶高原面と千峰の谷を皇む｡
中央の涙い谷が千峰の谷,谷のつきあたDの山
が銅山｡
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の石灰岩台地が見られ.石灰岩地形特有の地形を形作っている｡
(2) 芳井町内の苦慮高原面につV'て
芳井町内の吉備高原面は,高度 400- 500mで.波浪状の隆を準平原の型をよく示しているo
Jt西部の弥高山より展望すると,うちつづく山稜が平坦を面のようfrつながり,侵蝕前の準平原を思
いかこさせてくるのである｡花滝 ･種 ･佐屋 ･村八･高山市などはその中でも特に広V,･平坦面をもつ｡
図 1- 1- 2 切 峯 面 図
(方眼法化よる. 5万分の 1地形図で1Knの方眼をかけた｡)
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図 1- 1- 5 水 系 図
南原面はflat であるがその福原面を切D込んでいる/J＼EB川や.その支流の鴨川など吐.比め込み
蛇行を示し,河川の若返り連動のため,峡谷の深さは500,1をこえる所も奉るほどで,谷の側面は
急傾斜である｡このように高い波浪状地形面と,若い深い谷とは,吉備高原面の一般的特色で述べた
ように.地域の地盤隆起に伴って形成されたものであるo
この平坦面上に玄武岩鐘の弥福山 (655.6'71- 写真 1-1-2)や鍋LLl(4857,i)をどがそびえ
でV,る｡この辺Dから北部丁帯妊かけて図 1I 1- 4に示すようEI,. 20数個の玄武岩鐘が見られる0
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写寅 1- 11 2 高山市J:b弥高山を望む
玄武岩鐘は地形図で見ると (図 1-1-5参照).山瀬を中心
とした同心円の等高線で表わされる｡銅山という山名はその形
状VE上b名づけられたものであろう｡まるで鍋をふせたような
形で玄武岩鐘の性格をよく表わしている｡
吉備高原面VEは大小の断層が刻まれているO芳井町も例外で
はなく,特に北部から西部にかけて大小の断層谷が発適 し (図
1-2- 1参照),またその断層による特異な地形を生みだし
ている｡ここではその断層の中でも特に大きく,また有名であ
る千峰の断層谷と.黒滝断層分離丘列について述べる｡
(3) 千峰断層谷
???
? ? ?
? ??
?
??
?
?
? ??
? ?
?
?? ? ??? ? ?
? ? ? ?
? ?
?
? ? ? ? ? ? ?
?? ? ? ? ?
?? ? ??? ? ?‥
図 1- 1- 4
備中西部玄武岩鐘の分布状態
(宗田克巳による)
千峰の･谷は目指の共和中学校の所から北北東にすっとのぴてV'る断層谷 (寄弟 l- 1-1は北エb
みたもの)で,かつては高山市-の交通路として利用されていた｡この付近の地形図を見ると (図 1
- 1-5),谷の西側は特に等高線が密VE分布し,銘岩の記号までつV'ていて, 1007n余の垂直に
近い断崖も見られてV'るO実際に谷から西側の斜面を見1げると,いせにもくずれ落ちてきそうなほ
ど息であ9,まるで谷の上におおV,かぶきってくるような圧迫感を感じる｡また谷の東側も,大島山
のあたDでは急にをってV,る.このように谷壁が急斜 しているのti,このあたDの地質が古生層のチ
-Y一 ･ト･砂岩等で,侵蝕に対する抵抗力が強いために,断層に上る破砕部だけが侵蝕されてこの谷が
できたためであろう｡この谷を共和中学校のほうから北にたどっていくと,飯ノ越で吉備高原の平坦
面にあがってしまう｡飯ノ越あたりは第三紀層の砂岩で.この地層の上に弥高山がそびえてV,るので,
断層が一時中断ILている形になるO弥高山の北方でせたこの谷の続きと思われる谷が,少し浅 くはを
るが北の方にのびているOこれは坂本川の谷を通り抜けて,さらに新見の北のほうにまでのぴるもの
と思われる｡せたこの谷を南にたどると.銅山VCぶつかってこれまた一度は消えるが,再び帝把のひ
ていき.広島戚側にまでたどることができるO弥高山 ･銅山は前に述べた玄武岩盛であるが,このよ
うに玄武岩が地顔の割れ目である断層と牌係してふいた形跡があるのは,注目すべき串実である0
- 5-
図 1- 1- 5 千昧断層谷と黒滝断層谷
千時断層谷は目指より北北東方向にのぴる谷｡
黒滝断層谷は古市の北より三原Ijeむかう北東方向の鵡川の
谷｡
(4) 黒滝断腐分離丘列
愚滝の断層舟板丘列につV'て
は現地を観察できなかったので,
以下は『岡山県の地形図』より
引用する｡｢県滝の断を抹 チ -Y
- トからなる 1007n余の断層
崖で,鴨川はこてつふもとをやや
蛇行しながら共和のほうVCくfと
ってゆく｡ この断層と前述の千
峰断層の間の山地は.完全を断
層プロ,クで.両側K断層塵の
みごとにみられる珍しvlブロッ
クである｡ とのプロ･'クを仔細
にみると.さらに面白vl断層地
形の発達しているのなみるとと
ができる｡それは北方の飯ノ越
から南方高原台忙通ずる道にか
ぎられて.西の方に南北に7tら
ぷvlくつかの分級丘陵である｡
すなわち∫北方では≡原の′ト学
校の北VEあるもの,南方では
58 1'Lの三角点をはじめとし
て.そのすじ忙同様の地形をみ
るととができる｡このような丘
陵があるために.東側の山地と
の間に適当を通路がもうけられ
てV,る｡ これがvlせいった仮ノ
越 ･高原を結ぶものである｡たが
これの分級丘陵と東方の山地の
聞けつねに鞍部をつくっている
ので,この道仕との敬部にさまたけられて,つねに-上-下しなければならなV,0｣
(5) 芳井町内の石灰岩地形
芳井町内にも石沢岩が分布し.石沢岩地形をなしている｡ この石灰岩は日南石灰岩屑と呼ばれるも
のであって,鴨川把より石尊台と高原台VC分けられているが.どちらも銅管工業による石灰岩の採掘
が行なわれているo高原台には ドリー ネ･カレ/7ェルトなどがみられ,′J＼規模をカルスト地形を見
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せてV,るOこのカルスト地形En:つV,では.第 5節で述べることにする｡
石灰岩地形の特色とLて石灰洞があげられるが,この石沢洞は高原台に2ヶ所はとあるほかに,鴨
川をはさんで高原台の対岸に天然記念物に指定されてV､る蛇の穴がある｡後月郡誌によれば,｢共和
村鴨川の右岸山腹l･であT.')｡穴は鐘乳円に成す｡竹林遠道恰も乱蛇の巣窟に似たり,由bてこの名あD
と云ふ,田口狭′｣＼なりと難も,漸く進む(′〔従ひ広大Lib,且つ低下す,溌さ約百聞,I;1内数個の房
垂状たIhL,領地′ト鼠 石等小鼠 三角′ト鼠 地紋穴等の称あ9,就中電地′｣､屋比其の上部平円にし
て盆を窃-せしか如く,肩部 勺九尺,両横凡二十五坪.このF!の薗処に垂れは,繊然として頭上に鳴
動の音あるを開く,これ患LF桐 の漸く低下して鴨川の河鹿に遺 し,慣洞の上を経るる鴨川の水軌
中に伝はるによるなD｡本部の一番闇たり｡｣と記され かなDの規模であったもののようである
が,現在我々が観察した時点にかいて虹 奥行 きは約 14･5Tnであb.入口より1･57nほど下るぐら
いのものであった｡たた洞内は非常に低湿で,午後 1時 50分 (昭和 45年 7月 24日)に外気漁 5
1℃の時.入口から4mの位置において18℃, 14,n40cmの位置におV,ては9･5℃しか75:かったO
tまた鍾乳石,石有事は見られなかった｡
その他石灰洞は石等把かV,て石沢岩採掘現
場エb発見され,鍾乳石,石盾等の見られる
かなり大規模のものであるとV,う話であった
が,危険防止のため入洞寮止 となっているの
で,確実な容はわからなvlo
また蛇の穴付近の鴨川で伏流が見られたO
これは石灰岩に上るもので奉る｡蛇の穴上流
約50m付近で鴨川の水が消えてV,る｡大き
な岩の下忙カルストト/ネルの入口が見られ
(写実 1- 11 5),そこから水は吸V,込ま
れて,県道側 (北側)に伏流しているようで
写真 1-1-5 鴨川のカルストトノネル入口
(昭和 45年 7月)
ある｡土地の人の話ではよほどの大雨で7kいかぎわ,河床上を流れないということであった｡しかし
昭和45年 8月の大雨で,カルス トトンネルの入口も見え7kく怒ったようであるC
(6)′J､田川の河谷
吉備高原面に対して,これを′｣＼旺川lが開析 して形成した谷底面がある｡′｣､EflJll比油木の高原に満を
発し,東南にWLれて吉備郡真備町内で高梁川に合流する｡芳井町内におV,ては.下川原から飯名まで
南部女果,yL一流れ る｡これに合流する鴨川 ･辛戸川その他の支流は,北東または南西から直角に合流
している｡これは芳井町内の断層の方向忙ほぼ一致している｡′｣､馴 旧井原市から上流で軌 托め込
み蛇行の流路女と9.その攻鞍斜面壮急襲をなし.せせV,階走斜面に仏 向町 ･飯名 .梶江 ･毘敵側,
与井などの典落がのっている｡佐原から北で吐谷原はせばまれ 谷底平野らしいもの托みられなくな
b,その韓忙沿って河岸段丘がみられるO
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(7) 河岸段丘
河岸段丘は相対的VC侵蝕基準面の低下に上
り形成された地形で.ここでは･吉備高原面
の隆起が考えられる｡天神峡では河床より約
10,nの高さのところ!,C段丘畔が見られるo
この段丘比さらtn=上純まで続き,宇内塚や戸
漆でけその櫛比か去り広 くな9.集落は段丘
上に乗っている｡さらtnI上流にたどると･殿
川内や福原ではいっそう明瞭を段丘地形教皇
するエうになる｡この鴨川と′ト馴 lの合流す
る川相部落の段丘は規模の小さなものであり,
二段の段丘VC分けられる｡ここでは便宜的に
高位段丘と低位段丘
と呼ぶことにする.
これら高位段丘 と低
位の各々の面の良く
保有されている地域
の分布は図 1- 1-
6のとうDである｡
川相より上流の鴫川
流域に比河津段丘は
観察することはでき
ないが,′｣､田川の流
域tでは.川相より上
写其 1-1-4 川相付近の河岸段丘
手前が字内攻の高位段丘と低位段丘 向うが
川相の典落なのせている高位段丘と低位段丘
qLKも断片的に観察 園11118 川相付近の河岸段丘 (狩野哲に上る)
することができる M :宮等 F:福原 K:川相 U:亭内項 T:天神
すなわち,鴨川に甘 ×印紘段丘瞭屑の見られるところ
いても土地の隆起は行なわれたが,鴨川hi幼年谷で側方侵蝕よりも,下刻作用が主で隆超前作かいて
は谷底平野の形成がなされず,したがって土地が隆起 しても段丘比形成されなかったのであるoとこ
ろが,川相打かいては.隆起前L･rすでVC谷底平野を形成するだけの側方侵蝕力を持った′畑 川に鴨川
か加わってより侵蝕力たiL,,蛇行 しながら平坦面を形成したものと考えられるo川相の河箆段丘地
域の地質払 古生層の千枚岩即 占硬岩であるが,かなり風化されて赤茶色の板状をなしてもろくなっ
たところもある｡
a 高位段丘
海抜高度姓 100m前後で.低位段丘面とは 157n内外のほとんど垂直な段丘崖で接しているo小
一 8-
規模をもので.戸飯の段丘で長い部分で約占00れ,鴫谷の段丘では長V,部分で約 27Dlnである｡
福原 ･宮草の段丘を除いて比段丘の平坦面はほとんど開析されておらず.山荘より小田川に向って,
約10前後で緩傾斜している｡これら~高位段丘を形成している段丘崖にはいずれも27TL前後の厚さで碑
が水平に層を成しているのが観奈される｡この高位段丘は砂寮膚の厚さから見ると岩石投丘である｡
集落は主として高位投丘上VEのっている｡これ比洪水の心配もなV,こと.また地下水が浅いために飲
料水が容易に求められるためであろう｡
t) 低位段丘
L 低位段丘は海抜 80m前後で,河床との比高は約378でるるCとの低位段丘壮図 トー1- 6よbわ
かるように.小BjJlの油走斜面に発達している｡地質杖沖成層に属し,したがって低位艮丘はとく最
近になって形成されたもので奉る｡低位段丘比水利の俵が艮V,ことから早 くから水田が開かれてvlた.
(8)環流丘陵 (鶴谷丘陵)と穿入曲流谷
図 1- 1- 7 青井付近の続谷丘陵と穿入曲流谷
吉井の南の高さ約 2107nの峰をもつ丘陵が大仙山鵜谷丘陵
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小田川のように平野や準平原上を経流していた曲流河川の流域に侵蝕が復活した時にqi.曲流河川
の河底吐平野面より探いために.もとの流路･k保ちつつ下方侵蝕を営み易V,｡そして利 伸L屈曲する
谷中を流れるようになる｡このような状態の谷が穿入曲流谷で,その中を流れる河川の流れ方が算入
曲流である｡穿入曲流谷の故の基部が切断される時は,決は谷中に孤立する丘陵として或る｡これが
環流丘陵 (凝谷丘陵)である｡/相 川は吉井のあた9で特に広い氾濃原をもっているoこの氾濫原は
現在水田VE利用されているが.しかしその中に大仙山を吐じめとして, 2- 5個の′ト丘が,周陶の山
と孤立してそびえている (図 1I 1-7)｡ これらの′｣､丘が塀統丘陵と呼ばれるもので-小田川1)流
路変遷を物語っている｡ここでは大仙山環流丘陵について述べる.現在佐原た流れている小EB川LVt･
かっては沢岡から西吉井をとおって与井の方向に流れていたものである｡ところが/｣､田川が屈曲を増
すrL-したがって.側方侵蝕も増し,大仙山の基部の攻'&料率がどんどん侵蝕されて･ついVCは大仙山
女切b離し現在の流路をとるようになったものであるb
(河 田 精 一)
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2 地 賓
表 1-2- 1は中国地方の地質系統衷 (′｣＼林貞一に上る)であり,図 11 2- 1吐芳井町の地質図
(岡山県地旬図を改締)である｡ 乙の表と図をもとに芳井町の地質を地史的に概観してみよう0
古生代後期には中国地方は,アジア大陸の東部の比較的洩V,海底 (秩父地向斜)に位促してV,た｡
そこには大陸から遇ばれた土砂等が堆債した｡これが非変成古生屑 (♯父古生層)である｡中国地方
の非変成古生層吐.山口層群と秋吉層群に分けられる｡山口層群は石択岩が少 く,秋吉層群は石灰岩
vc雷んでV,ることを特徴とする｡秋吉層群は石沢岩を特徴とする地層なので,石沢岩を図 11 2- 1
の非変成古生層の中に特別に記入した｡秋吉層群は皐とで述べるが秩父地向斜の堆頗物である山口層
群上に碑被せてきた外乗物で,純秋吉層群と準秋吉層群の2つVC分けられる｡純秋吉層群は秋吉台の
ようにほとんど全部が石灰岩からなっているのに対し,準秋吉層群は石灰岩層と砂岩 ･頁岩 ･角岩な
どからなる地層が交互してV,るO
図 1-2-1に示されるように芳井町のほほ中央エD南と,芳井町北部 ･日南 .三原 ･高山市付近
K非変成古生屈がみられ.その占める割合比大きV,｡南部q)非変成古生膚は粘板岩 ･輝禄聯灰岩を主
とする地層であるo北部は石灰岩がみられ,これと砂岩 ･貰岩 .角岩等を主とする地層で,準秋吉層
群にあたるO表 1-2- 1VE示されるようVE下位から日南石次岩 ･大獄角岩層 ･三原砂岩頁岩 .高山
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表 11 21 1 地茶系統表 (小林貞一に上る)
注 ) 絶体年代は湊 ･井尻寺 ｢El.本夕岨 J第二版(岩汲 )に上るo
地 質 時 代 句 作 区 分 火 成 活 動 地 殻 変 動
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1. 叶 .､層 7･ _(雪空警)鵬
a 三郡変成岩頼
9. 第 4紀火山岩塀
10. 中生代後期一新生代棚 火山巻炉
11. 古生代後期～中生代火山岩炉
2.洪 積 層
i 第 三 紀層
4. 白 亜 紀膚
5. 三 畳 紀膚
L 非変成古生属
石脚 と区- ているo石- から止すノブの化石 ･- の化石が産出する｡また脚 南の石綿女脈 蛸力頓裾し- の日本脈 まで運んでいるo=_群が齢古生屑が抑変成女うけたもので･-町の-央上り北-られるoA色鮒岩.緑色-岩･砂岩斬岩-軟岩が主なるものであるOこの三群変成卿その占める
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割合が非変成古生層についで広 く,この2つの古生界で芳井町の大部分が占められる｡
古生代後期から中生代初期にかけて併入した変放れV,岩が芳井町南部にわずかみられる｡
山口県の秋吉台を中心として中生代三畳紀中後期を頂点把造山運動がかこったっこの連動紘今日の
ヨー ロッノJのアルプスの造山運動と比救されるほど大規模をもので.秋書造山連動とエばれる｡この
運動に上って秩父地向斜は陸上に姿をあらわしたO
秋吉造山運動によb陸化 した地層は削則され.海中に没し海成層が堆横した｡ ･jlラ紀末期から白
亜記TD頭に秋吉造山運動とならんで械慮上玉饗毛並山蕗地がかこったOとの造山適地托大食造山運動
とよばれ,この造山運動と火山活動に上り再び陸上に姿をあらわした｡蘇部で比変動を.凍所で化秋
吉造山帯が二次的D変形を謡D.その上D被覆層群は帯曲したCその上iAr非変成古生Jjの獲秋割山野
が押被せてきた｡この水平移動女大賀の押硬せ (大TEデフケン)とvIV,,芳井町北部の日商付近上b
川上郡VCかけてみられる｡前述の芳井町北部の非変成古生層のみられる場所であるOこの大賀ヂノケ
ン壮阿哲台やアルプスデッケンに佐敷する.地絹代下部より時代厭にならんでいるのかふつうだが.
ここではこのような神韻せ把よって同が逆転し,下旋L･C中生JdかあD,上に古生屈がのってV,る｡ま
たとの押被せの産物でかうう根無し号塊 (クリッベ)と呼は11る石灰岩が陸地 ･高蘭にみられるn
･｣､林貞一老 『E]本地方地負託中国地方』によれば｢大賀台の率秋吉層群中には小帯曲 ･小凄乱吐ある
としても全体としては北J/E博幸,東谷 ･天王 ･高山を軸として向斜女形成してV,る｡この韓秋吉層群
は成羽統上-.そして一部で吐直接その下の千枚宕頚上に砺上しているOこの大賀押壊せ休の価上妨
紘,自画から北廉約 20杵の軒汲江把のぴているO日南の取方千蜂谷で比断層によって飾上額が 1粁
余出ヒにとD,その東では日南石灰岩帖佐かVE大汝角者の下krレノメ状 をなして荘われてV,るVCすぎ
ないO衝上額の殻はさらVC大敗角岩と三原砂岩粘板岩を斜打切9.神野から息に高山石灰岩が突き出
している｡｣ と述べている｡秋吉造山過勤末期把堆放した●と思われる三畳紀膚が,日南･南部と北束
邪推みられるが.芳井町にかける三畳紀屈の占める割合比少か(O
中生代末期 ･新生代薦三紀に火成活軸があった｡中国地方壮当時の火成岩が最も広く分布してV,る
ところだが,芳井町では日南の西部の県境付近と,高山市付近に流紋岩男砕屑篭頬がみられるだけで
ある｡このような火成活動に伴って銅鉱 ･批鉱その他の鉱床ができたO岡山鵜地異図によれば,高山
市付近に銅鉱,現在採掘が行なわれていないものとして吐下鴨.佐屋と高瀬の中聞部に硫化鉄臥 堀
江付近VC枇鉱が冠耕されてV'るOまた佐原北方に鋼鉢が.陸地付近に無燈炭がてると開いたが散 た々
るもののようである｡
新生代第三紀中新枕が村入日.近と銅山 ･弥高山のふもとに分布している｡砂岩 ･頁岩 ･確岩上9な
9,動物,植物化石および央炭層を含んでいる.鍋山と弥高山比これら第三紀層をぬいた玄武岩鐘で
r 参る.第三紀鮮新世から弟四紀蘇原世忙かけて日本海が陣没したOそのため長い間侵蝕され平坦化さ
れてV'た中国山地 ･吉備高原は隆起し,蔵やかに流れていた小EB川,成羽川等の河川が若返D飲め込
み蛇行な始めたOまた間畝的な隆起に伴い小EB川に低位河岸良丘がみられる｡洪碗統VC属するいわゆ
る山砂利は高瀬と井山付近にみられ,押凍層吐小田川に泊って河谷底VC分布するにすぎをvl.
斬膚などの地質稗造線の方向は南西一北東方向のものが多V,(図 1- 2- 1)｡河谷はこの構造万
一 13-
向に支配されているものが多い｡
参 考 文 献
(1) ′ト林貞一 (1950) :日本地方地Ifq誌 中国地方
(2) 稲 見悦治 (1951) :岡山頻新誌
(3) 岡山頻 (19占5) :岡山県地質図
3 高原台の カルス ト地形
(I)高原台の概観
(稲 山 政 史)
写真 1-5-1 陰地の簸落上れ宅原台を望む｡裸出した崖比石灰岩の採石場 (昭和46年5月)
高原台は芳井町の北西部に位僅する,小田川の支流鴨川が,黒滝を南!,-L'下って上嶋地区で東流する
あたりの左岸に望まれる台地であるO地層は中生屑の上把のbあげた.日南石灰岩層エb構成され.
有名な大賀デッケンの南端にあたる｡高原部落の乗っている台地なので,高原台と呼ぶこと灯するO
高度は 590- 4207花で,平均高匿は約 4 057花,
東西約 8･407n,南北約 490mで,西から南は鴨
川の著しV,下刻に上る息崖に臨み,東は千峰の断層 500rn
谷で,北東も千峰の谷の支谷で深 く切られた石灰岩
の平坦を台地であるo鴨川の谷から台地面までの比
高紘約 200mである｡高原台の周囲の谷壁は急斜
面であb, ことに南側は目もくらむ急崖となる.こ
の南西の急塵の石灰岩を崩して採石場がある｡高原
へ登る道はV,ずれもか夜Dの急坂であるc 0
高原部落は昔より,｢-布乱 二神野,三高原,
四り高山｣という言葉に数えあげられるほど,経済
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図 1-5-1 高原から銅山にいたる地形
断面図
的に豊かであったとV,われるo石田 兄は｢地域研究第 4報 ･高原の村 ｣の中でそのV,われLn=つい
て次のように記述している｡
① 昔栄えて今はさびれた所｡
② 石灰岩質のこえた土項で畑作物のよくできる所｡
③ 野呂方は家がバラJ(ラ忙あるが,この 4ヶ所だけ紘比故的かたまってvlるので,乞食が物貰
いL{歩くの把好都合だとV,う｡
ここでもあげられているようi'E石灰岩Piのこえた土壌というのが,高原台の大きな特色の 1つと
V,うことになるC
高原台は石沢岩の台地なので小規模ながら石灰岩地域特有のカルス ト地形がみられる｡台面上に
は残禎土の赤色土が地表を啓っておD,小数の ドリー ネと小規模をカレンフェルトを有する幼年期
のカルスト地形である｡高原台の地形図と,諸種のカJレスト地形の分布とは図 1- 5- 1に示 したC
以下に個 の々 カJL,ス ト地形Vrついて述べようo
奉 ; ∴ ''i I:I ;I,-: 三 :鼻∑ :
同 1- 5-2 高原台のカルス ト地形分布
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カレy7 1 ･^ト # 井 戸 △ 帖 細 *dL
(2) ドリー ネ
高原台の平坦面上にけ 4ヶ所の凹地がある｡平坦面の中央VEあるものと,神社の西側のものは漏斗
状.平坦面の西側にあるものけ西南に,東側にあるものけ東南の方向tで開く半漏斗状である｡直径け
80- 100mでちb,深さはいずれも浅い｡
寮される｡
中央の ドリー ネは一番浅いものであり.
中央の低みで吸V,込み穴を捜 したが.けっ
きDとしたものけなく,土地の人の静VCよ
ると,昔から雨が降ると,水がす ぐたまっ
て池の エう把をるが.どこからともなく消
えていくそうであるo数年前に中心部に小
陥没があったという話であったが,たばこ
畑と75っているために,現在その穴け認め
られなかった｡
神社の西側の ドリー ネ (写央 1-5-2)
これらの凹地打,その地形的特徴から, ドリー ネと推 ■
写共 1-5-2 高原台の神社司の ドリー ネ
付,直径は前述のものよb'｣､さV,が,他よ
bけいくらか深さがあり,高原台の ドリー ネの中て吸い込み穴らしさものが見られた唯一のものであ
る｡吸い込み穴を中心に四方に十字形のコンク1)-トで排水鞘を取bつけてあD (写衣 115-5).
中央の穴け梶で埋まってお力,棒を押 し込
んでみたが,どこまでももぐD.深さはど
の くらいのものか見当がつかない｡数年前
まで打,雨が降ってもこの穴からす ぐ排水
されていたが,一度肥料の ビニール袋がつ
まってから打,排水がスムーズにいかなく
なったそうである｡また吸い込み穴の周囲
VCは,赤色土が堆舶してか9,乾燥時には
他甲型のひびわれがみられた｡
他の 2つの ドリー ネ打,どちらも平坦面
の周辺に位置するもので.酌記の2つより
も型が不完全であD,谷の方に･口を開いて
写其 1-5-5 高原台の神社菌の rl)-ネの吸
い込み穴
V'る (写実 ト 514)｡ドリ-ネの形成後.谷の方からの位蝕にり 破壊され,半漏斗状になったも
のと推察される｡
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写兵 1-5-4 高原台の西の ドリー ネOとの ド
リー ネは西 (右手)にむかって開いているO
写真 115-5 高原台のカレン
写美 1-5-8 カレ/フェル ト
雑木林から下の斜面にカV_ンが点在 してV,る｡
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(3) カレ/ (ラビェ,溶蝕岩柱)
石灰岩の表面を流れる水は一様に流
れないので,溶蝕の進む所とおくれる
所ができ.傾斜方向の帝yCをる所,稜
把なる所ができるO石灰岩の岩男によ
ってとの差があらわれる所 もあるが,
節理やその他の割れ目があるとそれに
そって鞘ができやすい｡これが進むと
石灰岩の岩塊や宕柱が或るように在る｡
これがカレンである｡そしてカレノが
多数存在する地域をカレノフェル トと
呼んでいるoカレンけその形態によっ
てV,ろV,ろを型に分類されているが,
高原台の カレ/け尖頂塾であり.秋吉
台や阿哲台など他の石灰岩地域のもの
と同様石灰岩が撤密で純度が高いため
である｡ (結晶質石灰岩の平尾台のも
のけ円頂型である)いずれも落水線の
方向に並ぶ丸底の溶蝕帝と鋭い畝にか
かわれてV,る｡
カレ/フェルト(一応 カレフェルト
と呼ぶがそのように大規模なものでは
なく,多くても25個,少ないものけ
2- 5個のカレンが塊せってV,る把す
ぎなV,)の分布はV,ずれも谷K向かう
斜面上であり,平坦面の端に多く位僅
している｡特に妙福寺のカレノフコンレト
を自然のまま利用 した磨け乱歩であるO
いずれも緩斜面上であるが,平坦面の
東商端にある高原台への豊9道の途中
にあるものけ.かなbの急斜面にあら
われていた｡平坦面上打赤色士虹感わ
れているので,カレ/打はとんと地表
には現われていなかった｡また ドリー
ネの周辺部の凄斜面上把も,小さをも
のが少数見られた｡
(4) 石 灰 洞
石灰洞は.石灰岩地域の地下水系の幹線を表すものであれ 石灰岩地域には しばしば見られるもの
である.神社の南に′｣､さを洞穴があるO奥行87n,幅 7m,高さが低いところで 1･5m,高いところ
で 2- 2.57n性どある｡′ト規模のものではあるが,洞穴の壁面は溶蝕によるものと観察されるので.
一応石灰洞と思われるDせた高原台の商圏面の絶壁に｢コウモリ穴 ｣と呼ばれる石灰洞があるそ うだ
那,入口が 見つからず,どのくらいのものであるか結はっきりとはわからない｡
(5) ′J､ 丘 陵
平坦面の中央を東西に4つの小丘陵がある.これらはいずれも赤色#択盟のものであり,石灰岩の
上に来 っているものと思われるdこれ比石灰岩をかかっていた赤色聯灰岩が,侵蝕され残ったもので
あろう｡赤色葬灰岩と石灰岩との接触面に姓,好灰岩が石灰岩を取り込んでできたものと思われる梅
花石が見られる｡梅花石はかなりの硬度をもち.-/マ-を用いても容易に割るととができをかった.
(6)高原台の用水
Tiた高原は昔 より水の不便な所であっ
たO この ことは石沢岩地域での共通な悩
みであっただろう｡高原では昔からの共
同井戸として5ヶ所,個人所有のもの 1
ヶ所,また最近掘られたものらしい井戸
1ヶ所を観察した｡これ らの井戸の分布
をみると,平坦面の北にあるものを除い
て,いずれも赤色凍灰岩の′｣､丘陵の中腹
か,あるい比その裾にあったCこれは降
雨後.石灰岩の所では水持ちが悪 く,チ
ぐ浸透 してしまうが.赤色凍灰岩はいく
ぶん保水力が参り,それが少しずつ赤色
伊沢石と石灰岩 との境から流れ出てくる
ためであろうと思われるO
以析高原台比.水止非常に虫重なもの
であD,前帯のわずかの井戸水しかなか
ったそ うであるO｢雀が麦をついはんで
も追わぬが.水を飲めば追う｡｣とh5
ほど,わずかの水でも大切に利用 してい
た｡宗田克巳氏の故によれば,これ吐民
家の構造にも影轡を与えていて ,下水な
どは托さずに貯めておき,これを畑をど
写其 1-517 高原台の井戸 (NA2)
写真 1-5-8 高原台の井戸 (Nub)
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の抑瀧に利用する｡そのために高原台の民家は僻に康博を大きくしていたということであるoLかし
この水不足も,昭和5年の天水の利用技術 ･施設の導入.そして10年酌の簡易水道の設倍で.現在
水紘あまり不自由吐していない｡しかし飲用水だけの帝であD.曲菜用水壮昔と変わらず,i,(,地Bi
との関係もあ9,現在も盛典は畑作だけである.
(河 田 相 - )
(7) 高原台の地下水
石沢岩の高原台で吐,雨水は皐まりとど7tることなくドリー 鼻の底からその基底にもぐって伏流水
となD,台地の塵端で下の中生屈から沸きだナことに在る｡したがって福原台では地下水が得にくく,
崖斜面の目指や日南では,石灰岩をくぐDぬけた地下水が得られるoこれらの地下水の性格はどのよ
うをものであろうか.そこで台地面の高原の井戸と崖斜面の目指 ･日南の井戸 ･鞠水および石灰岩の
全く存在しない陰地の水について,硬度 ･P打 (水楽イオ/指数)を測定した｡硬度およびP月の軌
定法は,次の方法を用いた｡
硬度 :水中に存在するカルシウムイオ/かよひマグネ-/ウムイオノの合計丑を,これらrL対応する炭
酸カルシウムCaC03 のppm(mg/I)で表示したものである｡あらかじめ検水のPEIを10に
調節したのち,エリオクロムプラグクT (Rt)T)を指示薬とし.エテレノジアミノ四酢俊二
ナトリウム (EDTA) で滴定して,カルシウムイオyとマグネシウムイオンの和を求めこれ
をCaC03 に換EFした訪島で,坪庭は次式に上か耳出した｡
旋鹿 (CaCO｡pplrl)-bX雪 ㌢ x l･001XF
ただしa:滴定に用いた検水の加数 (今回a-10)
b:満定に要した0･01MEDTAのme軌
F:aOIMEDTAの7 7 ククー (今回F- 1.051)
pH :溶液中の水素イオノの濃度春水窯イオン敦盛とhh 1Lの溶液中に存在する水菜イオノのグ
ラム数の値で表わす｡その逆数の常用対数は,水乗イオン拍車とエばれ,これがP月である｡
pES7.0が中性ITPBが 7.0より大きくなるLCつれて7ルカリ性がつよくなD.反対にPn
が7.0よb'J､さくなるにつれて酸性がつエく在る｡PETの湘j定法は,試験耗法 ･比色管法 ･ガ
ラス喝橿法などがあるが,とこでは比色管法を用いた｡
表 1-5-2枚その測定値である｡図1-512に向原忙おける測定地点を示してある｡各地域の
硬度 IPRの単純平均をだしたのが表1-5-5である｡
この測定値をみると,石灰岩の影響をうけている南野 ･日精 ･日南の地下水と,石灰岩にまったく
関係しない陰地の地下水では敵度 ･Pfiともに極めて対肘的である｡高原 ･目指 ･B南の地下水の密
度が. 141-312pplB(平均 227p叩 )に対して.陸地の水蛙, 10- 55ppm であり･ P片
結高原 ･目指･日南の弱7ル171)に対して陰地は弱酸性を量する｡
以上のこと払 高原 .目指 ･日南の地下水が石択岩忙<8線にかかわったものであることを示すQTZ
た天水の硬度 (雨水の硬度とほぼ同じとみて上かろう.)からみてもそのことが轟付けられようoた
だし天水のP月は,雨水を集めるときの有機質の旅人 ･貯水槽内での有擬贋の発生が影響しているも
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表 1-5-2 高原 ･目指 ･日南 ･陰地の地下水の硬度とPfI
測定日 昭和 45年 7月25日- 7月27日
帆走地点 地下水の分類 硬 度 PfT 採水時の地下水面の深さ 備 考
福原 仙 1 井 戸 220ppm 7.4 1.77n I
2 井 戸 161 7.7 0.8
5 井 戸 155 7.8 0.7
4 井 戸 251 7.4 5.5
5 井 戸 207 7.4 0.a
6 井 戸 158 7.6 0.6
7 井 戸 187 7.6 1.5
8 簡易水道 254 - -
9 天 水 55 7.4 -
10 天 水 62 8.4以上 -
目指 11 井 戸 512 7.0 -
12 湧 水 208 ◆7.6 -
15 - 172 8,0 -
14 - 2dO 8.0 -
15 - 180 7.4 -
日南 18 井 戸 160 7.8 -
17 湧 水 141 7_8 -
陰地 18 湧 水 55 6.8 -
19 簡易水道 10 a.8 -
表 1-5-5 高原 ･目指 ･日南 ･陰地の地下水の平均硬度 ･平均pH
平 均 硬 度 平 #) pn
高 原 19占7)pm 7.i
目 指 226 7.占
日 南 150 7.8
餌 (i)表 1よb平均硬度 ･平均PHを計丑した｡
h) NA8のPH Nu9, NnlOの硬度,Pfは 除いて計慾 した0
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のであろう｡
台地面 (高原)の井戸水と崖斜面 (目指 ･日南)の湧水の硬度を戟べてみると,崖斜面の水の方が
硬度の.,'ラツキが大きい｡Nullの512ppm 絃台地面の井戸水のいずれよbもかな9高いし.Na
15姓台地面のNQ,2 ･Na5lNadとほほ同程度である｡これは石灰岩の中を通って帝き出した硬度の
商い水と.地表近くの石灰岩の影辞の少をい水,あるいはこの水と石灰岩の中を通ってきた水が混じ
ったものとの差であろう｡
襲 1- 3-2に高原台の地下水の採水時にかける地下水面の深さをあげてある.Na4は 5,tを越し
た井戸であるが,他の井戸は 1m前後で伐かったO
(常 山 政 史 )
4 気 候
岡山地方気象台より芳井町佐屋VEおける気象データを得た｡他に芳井町の気象データで確実をもの
は入手することができなかった｡そこで吉備屯原上と,′ト田川の省間と,瀬戸内海沿岸との5地域の
気候tA=ついて,佐屋.′｣､田川に治って,芳井町のやや下狩に位思する矢掛,芽井町の南の笠岡を例と
して比戟し.それぞれの特色を述べることにする｡参考として岡山のデータも付記するO
各観測点の位倍
佐屋 北揺 54041■ 東経 155027' 高度 59071 ､
矢蛾 u 54057● 0 153057● 〝 18,i
笠間 0 34050■ 〝 153051● 〝 20,A
岡山 u 540411 〝 155055' r 5Tn
中国地方の気候は.和達滑夫監修
｢日本の気候｣によって図 1- 4- 1
に示すように, 5気候区に分類されて
いる｡この分類によれば,佐屋比山陽
気侯区に.失乱 立岡技瀬戸内気侯区
に属するo
山酔気候区の気候の特色吐.書僻高
原を除き.一般に温暖で降水丑は,梅
雨畑 ･台風期を除き,｢緑に少ない｡
瀬戸内気候区の気候の特色比,温暖
で,降水丑は年間を通じてきわめて少
園 1-4-1 中国地方の気辰区
(和適材夫監修 :｢日本の気鞄より)
食い｡
(‖ 気 温
昭和 40- 44年の岡山地方気象台縮｢岡山虎気象月報｣によって･月別平均気温と,月別最高 ･最
低気温とを襲 1- 4- 1,図 1- 4- 2,図 1- 4-5に,月別目敏差を表 1-4- 2に,また 5年
間の港南 ･最低気温を表 1- 4-5に襲わしでみた｡
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表 1-4-1 昭和 40- 44年の 5年間の月別平均気温.最高気温,最低気温
月 別 1 2 5 4 5 占 7 8 9 1D ll 12 年
千 佐 屋 1.28 1.86 5.42 ll.50 16ー08 19.60 2172 25ー58 20.50 15.90 884 ま50 12ー62
均 矢 掛 104 5.84 7.02 12.94 17.74 21.50 25.9827.58 22.dd 15.94 10.58 5.10 14.52
気 笠 岡 4.24 4.56 7.58 15,02 17.64 21.24 25.72 27.66 25.16 17.00 ll.76 i.44 15.00
温 岡 山 140 4.20 a.0815,24 18,02 21.94 26.06 27.72 25.08 18,50 ll,06 5.58 14.84
娘 佐 屋 5.54 a.46 10.86 1d.90 22.10 24.70 27.66 50.06 24.90 18.90 15_80 7.50 17.44
高 矢 掛 8.54 9.5d 15.58 l?.40 24,62 27.42 50.42 52.90 27.?8 22.48 16.82 10.66 20.54
気 笠 岡 8.80 9.12 12.占817.90 22.94 25.80 29.4452.10 27,56 22.26 16,86 10.98 19.72
温 岡 山 8.54 9.44 15,02 1884 25.98 26.8占 29.92 52.58 27.74 22.12 16.82 10.70 20.02
最 佐 屋 -5.04-2.80 0 5,62 9,96 14.5d 20.44 20.60 15,94 8.96 5.80-0.98 7.68
低 矢 掛 -2_52-1.92 0.80 i.40 10.84 15.74 21.40 22.12 17.30 ?.40 4.28-0.5ム 8.58
気 笠 岡 -0.56 D 2.50 aOd 12.52 16,88 21.96 25.20 18.70 ll.占8 a.58 1.82 10,28
表 1-4-2 昭和 40- 44年の 5年間の月別平均目敏差
1 2 5 4 5 A 7 8 9 10 ll 12 計
佐 屋 8.58 ?.26 18.86 ll,28 12,14 10.14 7.22 9.4占 8.96 9.94 10,00 8.48 9.76
矢 掛 ll.06 ll.48 12.78 1100 15_58 11ーム8 ?.D2 10.78 10.88 15.08 12.54 ll.22 ll.98
笠 岡 9.1占 9_12 10.18 9.84 10.82 a.92 7.48 9.90 8.86 10.58 10.28 9.16 9.44
表 114-5 昭和 40- 44年の 5年間の環高 ･最低気温
佐 屋 矢 掛 笠 岡 岡 山
最高気温 54.4 (S42.a24) 56.2 (S42.&24) 55,a(S40.a 5) 55.9 (S42.&2占)
年平均気温は,佐屋は 12･占2`℃で.矢掛の 14･52･C,笠岡の 15･0℃と比較して2℃から2.5
℃ほど低いのが目立つojた月平均気温は図 1- 4- 2よb見ると.≡地域とも同じ型をと9 . 1月
が一番低く･8月が最高となっているoLかし佐屋のグラフは,各月とも下の位置をとっている｡笠
岡は矢掛よりも南に位置しているが, 占月から8月にかけて矢掛よbも平均気温が低く.また穀高気
温も･矢掛よb高い月は 1月と11月, 12月だけである｡ これは笠岡が瀬戸内海に面していること
と･矢掛が山地によって瀬戸内海の影酌 ▲らさえき.られた小田川の河谷に位促して.やや内陸性であ
ることに起因しているのであろう｡このことは.年救差や目敏差に明瞭に表わされている｡年間の最
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2 与 5 ▲ 7 一 lO け -
図ト 4-2月別平均気温(昭和40-44年平均)
9 1■ l 12月
唖月の平均気温と慮寒月の平均気温の差が気湿の
年敏美で,夏冬の温度差のはげしさを示す丑であ
る｡気温の年故蓮は一般に醇蜂で小さく,内陸に
入るほど年改善仕増し,山岳部で長も大きくなる｡
佐屋の般懐月は8月で平均気温は2558℃.殺
寒月は 1月で平均気温代 1.28℃で,埴駿月と長
藤月の蓮は24･1℃であるO矢掛の最暖月は 8月,
蚤殊月払 1月で,平均気温はそれぞれ2758℃
と5･08℃であb,その差吐 245CであるO笠
間も舷硬月8月,罷寒月1月で,平均女も侃壮それ
ぞれ 27,6dCと424℃でその差は 25.42℃
となっている｡これは前記の年較差の一般性と比
軟して一致している｡
日歓喜と吐日壕高気温と日放低気温の差であっ
て気温の目変化のはげしさを示す.日較差は海岸
で小さく.内陸で大きい.僻に内陸の盆地は大き
く,山岳はかえって′トさい｡表 214- 2による
と.日較差の大きいのは矢掛であb . 4月, 5月,
8月は 15℃を越える｡また反対に小さいのは笠
岡であって,大きい月でも11℃を越えることは
ない｡日歓喜も年較差と同じく前記の一般性に従
う｡
昭和 40- 44年の月平均気温,月平均降水蕊
をもとにしてクライモクラフを作D,図 1- 4-
4に示した｡
これによると,佐屋 ･矢掛 ･笠岡ともだいたい
同じ型を示すが,佐屋は気温が低く.降水丑が多
いので,他のグラフよ9-やや下右方に位憧する｡
iた佐屋は7月と8月, 8月と9月の降水丑の差
が大きく,帯咋 9月の降水地が多いことが,他の
グラフ上り少し興った型にしてVlる.また佐屋,
矢掛のグテ7忙比べて笠岡のグラフはやや偏平で
ある｡
昭和40-44年の5年間の点高気温と最低気
温は衷 1- 5- 5のとうりである｡
図ト4-5月別位高最低気温(昭和40-44年平均) _25_
100 200 500Tnnt 100 200 5DO柄Tn
図 1-4-4 佐屋,矢掛,笠岡,岡山のクライモグラフ (昭和 40- 44年平均)
(2) 降 水 立
昭和 40- 44年の｢岡山県気象月報 ｣により,月別平均降水丑を表 1-4-4と図 1-415に表
わした｡
表 1-4-4 昭和 40- 44年の 5年間の月別平均降水丑 (単位mm)
1 2 さ 4 5 A 7 8 9 10 ll 12 計
佐 屋 54.a 47.2 105,0 125.0 181.4 208.0 514.占 70.4 264.0 71.0 70.0 40,4 1551.8
矢 掛 45.8 4占,8 87.4 109.A 155.8 20占,a 270,占 55.a 200.2 42.2 85.8 29.4 1555.8
笠 岡 45_占 45.a 86.4 112.8 156.a 189.8 247.8 41.8 17aO 56.8 dad 5D.4 1258.8
岡 山 42.0 45.8 91.0 ll4.8 165.i 184.a 252.8 55.6 195.2 75.8 57.8 28.0 1502.dI
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図 1-4-5 月別平均降水丑
(昭和 40- 44年平均)
これによると年間降水丑は,佐屋が 1,500
糊を越え一番多く,笠岡では 1.50 0加l以下で
あるO佐屋は 1551･dnZDTではあっても.｢理
科年表 ｣の 1951年から19占0年までの統
計による鳥取の2.05占仰.広島の1,59dpza
などと比べると,同じ中国地方であっても少な
い｡ 12月から2月までを見ると,佐屋以外は
5DuにもたっしなVl｡これを図 1- 4- 5で
みると,三地域とも最も降水丑の多V}のは 7月
で,ついで9月, 占月となっているo d月と7
月とに多いのは梅雨によるものであb,9月に
多いのは台風によるものであるO佐屋と矢掛.
笠岡では特に7月と9月に降水丑の救差が大き
くなっている.｢また佐屋のみ冬期の降水蒙れ
5I)爪舟を越えているのは降雪のためであろう｡
各地域の降水日数は表 1- 4- 5の通りである.
矢掛の降雨日数が 154.占日で佐屋の 152.2
日よりもやや多いにもかかわらず,年降水丑が
2DOmLaZも少L^のは,佐屋の方が降水宜≧ 1hZm.
≧ 10qzm,≧50mmのどの日教も多いことで説明できるであろう｡つまり佐屋の方那, 1度の降水丑
が多いのである｡
表 1-4-5 昭和 40- 45年の4年間の平均年間現象日数
佐 屋 矢 掛 笠 岡 岡 山
快 晴 115.25 106td 12ま0 116.25
負 121.5 1da25 144.75 188.0
雨 152,2 154.占 120.2 15占.4
質 57.4 1&8 ll.2 19.占
あ ら れ 2.8 0.8 0.2 5.2
ひ 上 う 0.4 0 0 ロ,2
a 15.8 72.2 ll.2 21.0
稲 占2.25 7aO 57.25 82.5
雷 電 14,5 18.CI 4,75 1825
gd' 柱 占7.5 54_75 1.25 2.0
結 氷 77.0 76.25 41,5 84.8
降 水丑 ≧ 1 nzm 111,4 7012 188.4 101.占
n ≧ 18 1m 4占.2 40.8 59.8 41.占
〝 ≧ 5 0 仰 15.i ll.8 ll.4 ll.2
機 雷 丑 ≧ 1 De砕 0.8 0 0 8
〝 ≧ 2 0cn 0.2 8 0 0
〝 ≧ 5 0 cn 0 ロ 0 0
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r3) 風
昭和 48- 45年の各月の最多風向は表 1- 4l dの通 Dである｡
表 1-4-6 昭和 40- 45年の4年間の月別壊多風向
1 2 5 4 5 る 7 8 9 10 ll ｢ 12
昭和 佐 屋 SW W SW E 冗 氏 SW SE W N N N矢 掛 W NW W NfC FJ E W 〟 W W W
40年 笠 岡 N SW SW W SW W SW SE SW NFJ NW W
岡 山 W W E NE FJ E SW E 冗 E W W
昭和 佐 屋 N N N E SE NW E E a ド N NW矢 掛 W W W SE NW E SW SE Nf己 W
41午 笠 岡 SW N甘.NW N SW NE S SW SW N SW N W
岡 山 W W W S E 冗 E FJ E E W W
昭 佐 屋 W W W W FJ NW W W W W W NW
和 矢 掛 W W SE SE SE SE E NE NE NE Nfi: NW
42年 笠 岡 N N SV/ N N N N N SW N SE.SW ド
岡 山 W W E 冒 E E E W 冗 W E W
昭 佐 屋 W W W.NW W N W E E W NW N W
和 矢 掛 W NW W NE E 冗 NE SW NE: NE W NW
45年 笠 岡 ド NE NE NE NE SW NE SW SE: NE S王: ド
これによると.全体的に見て冬に北西の風が多く.夏は南東の風が多 くなっている｡また風力≧ 6
の日数は年平均にすると,各地域とも5日以下と少なho風力6とは.風速 10,8- 118mAで,陸
上では大枚が動き.電債が鳴 れ かさはさしにくくなるo海上では大 きな政ができはじめ,いたると
ころに白波ができ､しぶきが生じる程鮭のものであるO
また芳井町においては.顕著を局地風は見られないが,吉備高原と小田川の谷との間の急斜面には,
山臥 谷風がみられる｡ 日中は風が山側や谷に沿って吹き上げ,夜間は山側や谷に沿って吹き下ろし
早朝までつづ く｡前者を谷胤 後者を山風と呼び.温度差の日変化によって起るものである｡
(4) 降 雪
降雪は≡地域の中では,佐屋が降雪日数に しても,
降雪丑にしても一番多い｡ これは佐屋の高度に関係
するであろうO表 2- 4- 7に示 してある昭和 40
-44年の最大俄雪丑にかいても55C茄と群を抜い
ている.
しかし多いとはいっても,この三地域の比較にわ
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表 1-4-7 昭和 40- 44年の 5年間の最
大頒雪畳
;佐 屋 55 (S45, 2.15)
矢 掛 5 (S45. 2.21)
笠 岡 5 (s三三 …: :≡)
岡 山 4 (s:i.乙 …ヲ)
いてであり,全体的に見れば降雪は少なho
(5) 霧 ･箱 ･雷電
表 114-5に示してあるように,諺は矢掛に多い｡甥の成因は,夜間の冷えこみがさびし_く,也
面が冷えているために発生する放射盛と呼ばれるものと.川や湖宿の水面の温度が,接している空気
の温度よDも高いために多生の水蒸気を発生し,これがJ=の空気と混合し,冷却凝固して発生する蒸
気務との二つの要因があるためと解釈される｡つまb,矢封において房が多いのは,先に述べたよう
に気温のE]較差の大きいことと,′｣､田川の川沿いに位世するとととが原因であろう｡
稲はだいたい同じ程度の降霜日数を示し.特記することはないが,矢掛がやや多いのは,これも一
般に凹地,盆地などに霜が降bやすいといわれている上)に,地形によるためであろう｡
雷電日数をみると,佐屋 14･5日.矢掛 18･0日で.笠岡の4175日よb多くなっていて,L山間部
ほど多いようである.
荘)以上の資料となった各気象の測定方法比次のようである (岡山地方気象台)0
平均気温 :巳平均気湿 (5.6.9.12.15.1&21.24時8回の平均)を0.1℃単位で示した.
最高気温 :当日0時から24時までの日最高気塩を a1℃単位で示した｡
猿低気温 :当日0時から24時までの日食低気温を0･1℃単位で示した.
降 水 丑 :当日0時から2 4時までの日の降水丑をOL5飛花単位で示した｡
最多風向 :9時に笥刺 した風向のうち月中の各見向回教のうちが痩多のものを記入した｡風向
は8万位｡
快晴 ･典天 :9時に同刺した全葺丑が,0.1,2の場合を快柵,a?･10の場合を丑天として求め
た月中の日数を記入した｡ (9時の等丑からきめたもので,雨J=gの日もふくずれて
いるo)
現象日数 (雨,管,ひ1う,あられ,#,留屯,1臥 霜柱,結氷,風力≧6)
.･該当大気現象のかこった月中の日数を記入した｡ (雨,質,ひrう,あられ比丘に
関係なく ,軍旗を認めた日数)
○その他の地域
平均気温 :下記の日長高気温と自殺低気温との平均値を日平均気温とし, 011℃単位で示し,
旬月の欄に.壮それぞれの平均値を示したO
堪高気温 :当日9時から翌日9時-1での日長高気温を0･1℃単位で示したO
母低気湿 :前日9時から当日9時までの日長低気温を011℃単位で示した｡
降 水 丑 :当日9時から盈日9時までの日降水量を 1p2及単位で示した｡
債 雪 深 :9時における硬雪の深さを 1cm単位で示したO
他は岡山地方気象台と同じである｡
参 考 文 献
(1) 岡山地方気象台編 (19占5- 1969) :岡山県気魚月報
(2) 和遵滑夫監修 (1958):『日本の気象』
(3)『理科年表』
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(河 田 精 一 )
第 2章 人 口 と過 疎 化 集落
1 人 口
(1) 世帯および人口の推移
(イ)芳井町の世帯および人口の推移
表 2-1- 1 芳井町の人口の変動(1)
総 数 輿 女 世 帯 数 人 口増加率人 口 1920;100人 口 1920=100人 口 1920と=100 戸 数 1920亡=100
1920 12,454 100.0 i.157 100.0 占.277 108.0 2.480 100.0
1925 12.088 97.4 6,007 97,4 6.081 96.9 2592 97.2 - 2.8
1958 ll.904 95.7 5.890 95_7 占.014 95.8 2.352 94.8 - 1.5
1955 ll.554 92.8 5,758 9ま2 5,798 92.4 2.500 95.5 - 5.1
1940 ll,158 89.7 5580 90.i 5.570 8&7 2.214 90.0 - 5.2
1945 15.526 108.8 a,559 105.5 7.167 114.2 2.505 101.7 20.i
1950 15,188 105.9 a.502 105.i 6,666 106.2 2,485 100.9 - 2.9
1955 12.556 99.4 a.074 98.7 i.282 10m1 2.597 97.4 - a.2
1960 ll,574 i 95.1 5,占50 91.8 5.924 94.4 2.341 95.2 - &5
1965 1い.018 80.8 4.858 789 5,1占0 82.2 2.224 90.4 -15.4
1970 8,724 69.9 4.205 占9.9 4.519 72.0 2.151 8占.a -12.9
注 国勢調査結果よb作成
ただし1945年は岡山県統計年報
明治55年 (1902)の芳井町の人口は 15,529人であった｡それ以降人口は大正5年 (19
1a)まで多少の年を除いて増加していった｡この増加傾向は大正 5年の14,254人をt:･-クとし
て減少に転じた｡大正 12, 15年 (1925,24)に一時的に増加したが大正 14年 (1925)
から再び滅少していった｡ここで性悪すべきことは人口が減少方向に転じた時期は 第一次世界大戦
後の日本の経済発展期に相当してV,るということであるo 1)ヨー ロッ-･の経済が軌争で打蜂を受けて
いたとき日本はアメリカと共に ヨー ロッパ諸国のアジ了の市場を独占した｡また連合国からの軍需品
の大出注文も加わって,日本の柴本主義経済が急敵に発展した｡この経済の発展壮必然的に曲村から
都市へ労働力を移動させたoこの形動 ミ芳井町の人口に反映しているものと思われる｡この減少傾向
は国勢調査の結果から判断すると第 2次世界大概まで続いた｡大戦直後芳井町の人口は急激に増加し
たoすをわ-ち1945年の人口は 1940年の人口の2016序も増加している. これは戦争によって
多くの都市が破壊され･日本の経済が壊滅的打撃を受けたために食料や住宅などを求めて都市の人口
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が島村に流入したためであろう｡ しかしこの人口増加も一時的なものにすぎなかった.日本の経済が
復鍬するにつれて人口は再び鋭少しはじめた｡この淑少怖向は今日まで継続しているoこの吸複の人
口滅少率は戦前のそれをはるかに上Iiもっている｡敬前の 1920年から1940年までの 20年間
に人口は 10･5帝減少した｡これに対して戦後の 1950年から1970年までの20年間には55.
7蕗も滅少している｡ この息瀞な人口の減少のため芳井町比過疎地域に指定された｡ 2)昭和 45年度
春の国会で｢過疎地域対策緊急括怒法 ｣が成立した｡この法律の適用を受ける要件は｢昭和55年と
40年の国勢調査人口を比べて5年間の人口淑少率が 10多以上で,過去 5年間 (昭和 41- 45年
皮)の平均財政力指数が 0･4末溝 (平均基準財政力収入が財政深安の 40多忙満たない)市町村 ｣で
ある｡芳井町はこの5年間の人口蚊少率は 15･4虜であD平均財政力指数も0.4以下であったのでこ
の法律の適用を受けることになったO
哀 2-1-2 芳井町人口の変動 (2)
単位 (人)
西 暦 人 口 西 暦 人 口 西 暦 人 口 西 暦 人 口
1901 - 1921 15.090 1941 - 1981 12,100
1902 15,529 1922 - 1942 - 1962 ll.852
1905 - 1925 15,495 1945 - 1965 ll,550
1904 - 1924 15,509 1944 19d4 ll.104
1905 - 1925 15,554･ 2.088 1945 ･15,526 19占5 ･10.818
1906 - 1926 - 1946 1948 10,545
1907 15,626 1927 - 1947 15,52 9 1 1967 10,067
1908 15.762 1928 - lP48 15.247 1968 9.ム89
1909 - 1929 - 1949 1969 9.411
1910 15,ム99 1950 ･12.558 1950 ●15,188 1970 '8,724
1911 - 1951 - 1951 -
1912 15,896 1952 - 1952 12,975
1915 - 1955 - l955 -
1914 15,979 1954 - 1954 -
1915 14,174 1955 ･11.574 1955 ･12,556
1916 14,254 1956 - 1956 -
1917 14.119 1957 - 1?57 12.5占0
1918 15,559 1958 - 1958 12.454
1919 15,401 1959 - 1959 12.484
1920 15,055I . 2.4 4 1940 ･11.150 19dD ll,574･12457
【冒 05;I .1;言岩 男措 琵 妄報
･ 虚 -は毘 冶調査の数字
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図 2-1-1 芳井町と県全体の人口増渡
の比戟
国勢的杢結果
岡山県統計年報
より作成
Kのべた峨前と戦後の人口淑少の大きさの差が
よくわかる｡また戦後の人口就少率が 195 0
年と 1960年ごろを塊としてより大きくなっ
ていることがわかるOとくに 1940年以降の
減少率の増大ht.著 しい｡これはわが国のいわゆ
る高庇経済成長の進展の影響と思われる｡
(ロ)大字別人口増奴
図 2- 1- 2と図 2- 1-5枚それぞれ昭和
55年 (1960) 11月1EIから昭和 40年
(19占5) 10月 1日までの大字別人口減少
率,昭和 40年 10月1日から昭和 45年ム月
5 1日までの大字別人口淑少峯を示したもので
ある｡図 2をみると昭和 55年から昭和 40年
にかけて人口が増加したのは明治地区の片壌だ
けである｡その他の大字の人口は芳井地区の梶
江の 2･5藤を最底,三原地区の東三原の 25,A
蕗を堤高として滅少 したっほとんどの大字が 1
0再以上減少している｡淑少率が 10妬以下の
大字は 18の大字のうち芳井,明治地区のそれ
ぞれ 2つの大字すなわち4つの大字にすぎないO
そして芳井町全域にわたっている｡しかし.15
弟以上の成少を示す大字になると北部の三原.
図 2- 1- 1吐岡山県の人口変動と芳井町の人
口変動を国勢調査の結果で比敬 したものであるC
岡山県の人口は 1920年から1955年まで増
加を続け, 1960年, 1965年と淑少し19
70年に壮再び増加している｡これに対して芳井
町の人口比. 19 40年まで滅少 し, 19 45年
に増加し, 195 5年から再び渡少に転じ現在に
至っている｡岡山県の人口比この50年間に40-
2秀増加 した｡ これに対 して芳井町の人口は 29･
8帝狭少 した｡ この図と衷 21 1- 1をみると前
表 2-1-5 大字別人口推移
大 字 1940.ll.119d5,10.11970ld一51
梶 江 447 458 415
集 瀬 481 432 591
与 井 624 565 494
辛 戸 川 750 644 542
吉 井 2,221 1.949 1.892
川 相 957 857 714
天 神 山 255 201 165
吉井地区計 5,ム75 5.061 4.ム15
花 穐 757 648 575
孤 709 628 549
佐 屋 22占 208 155
池 谷 580 557 264
井 山 452 558 271
片 壕 429 459 564
明治地区計 2.955 2,818 2.17d
山 村 685 545 459
下 鴨 89占 745 645
上 嶋 773 601 479
共和地区軒 2.554 1,889 1.565
東 三 原 760 615 4d8
西 三 原 411 514 280
三原地区計 1.171 929 748
注:住民登録大字及男女別集計表1力作成
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図2-1-2 大字別人口汲少率
(19占0･11･1- 19占5,10.1)
図2-1-5 大字別人口観少率
(19占5110･1- 1970･占151)
共和両地区に集中している｡この二地区で比すべての大字が 15解以上汲少してVlるOこれに対して.
南部の芳井.明治両地区で15帝以上狭少したのは明治地区の井山だけであったG次に図2ll-5
を見ると,昭和40年から昭和45年にかけて人口の増加した大字は-うもない｡すべての大字が芳
井地区の吉井の2･9車を見直とし.明治地区の佐屋の25-5庫を農高として波少したo減少率が 10
多以下であるのは芳井地区の5つの大字だけであった｡また淑少峯が 15飾以上ある大字は55年～
40年の間の占つから9つに増加している｡それ比三原.共和地区で 1つずつ減少したが.明治地区
では 1つから4つに増加し.まったくなかった芳井地区に 2つできた｡この結果.北部の三原,共和
地区の渡少峯は少し低下し.明治地区のそれはかな9高くなった｡ これに対して算井地区は8つの大
字のうち占つまで減少率が高 くなったにもかかわらず.最大の^口をもつ吉井の減少率の大幅夜低下
のために全体としては滅少率は低下したo全体的拝見で,淑少率 15飾以上の大字が南部に多くなっ
たのが目立つ｡
(2)人口構成とその変動
イ 男女別人口構成とその変動
表2- 1-4をみると男女別人口相成の変動がわかるb大正 9年 (1920)には男性 100に付
女性 101.9と女性の方が多かった.その後男女とも人口が或少していった｡ 1920年と1940
年の問の男性の渡少数比577人,叔少率比 9.4好であった｡これに対して女性の凍少数は 707人.
滅少率 11.5序と男性よb多く滅少した｡その結果 1940年には男性100に什女性9918となっ
たO的(,t述べた1うに第二次世界大戦直後にははげしい人口増加があった｡ 1940年から1945
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表 2-1-4 男女別人口榊成と増加率
男100対女 人口増加数(人) 人口増加率(確)
1920 101.9 男 女 罪 女
1925 lO1,2 -1FO -19占 △ 2.4∠ゝ 1,9 .iゝ 5.1∠ 150 102.1 17 占7
1955 10一.1 -164 -21ム △ 2.6 ∠ゝ 5.6
9ー40 99.8 -TS占 -228 ∠ゝ 2.7140 △ 5.91 5 1127 十779 + 1.597 287
1950 102.5 +145 -501 2.2 △ 7.0
l 1955 105.4 -428 -584 △ 占,占 ∠ゝ 5.8
19占0 104.8 -424 -558 △ 7.0 △ 5.7
1985 10占.2 -7?2 -764 △14.0 ∠ゝ 12.9
1970 107.5 -占55 -占41 ∠ゝ 15.4 △ 12.4
荏 )o国勢調査結果より作成
oただし1945年は岡山県統計年報
年までの間の男性と女性の増
加数はそれぞれ 779人と1,
597人であ9,その増加率
はそれぞれ 14.0帝と28.7
庫であったOとの結果,男女
の構成比は一挙に逆転 し男性
100に対し女性 112･7と
女性が圧倒的に多くなったo
Lかし,この戦争の結果生じ
た異常な男女の差は, 194
5年から1950年の間に男
性が 145人 (2,2飾)増加
して,女性が 501人 (7,8
飾)淑少したので.男性100
作付女性 102.5となりかな
b少75く在ったOところが,次の5年間 (1950- 1955)に男性が 428人 (6.6蕗).女性が
584人 (5･8多)と男性の減少故が女性のそれをしのいだ｡ これ以降男女の教の差は再び開きはじ
めた.そしてこの傾向は今日 (1970)まで続いている｡その盾果. 1970年の国勢調査の舷果
ては男女の梯成は弟性 100に付女性 1D7.5とたっている｡
ロ 年齢別人口棉成とその変動
(禦 完 , ) (浩 ?,冒, (莞 鑑 仁)
図 2- 11 4 年齢別人口柵成 (国勢調査結果よi)作成 )
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表 2-1-5 年齢別人口の変動
西 暦 1 4歳以下 1 5- 5 9歳 dO歳以J_
人 口 人 口 人 口
1920 4.555 100.0 ム484 100.0 1,597 100.0
1950 4.682 101.1 5,98占 91.1 1.59占 999
1955 4.565 100,2 5.541 85.5 1.450 102,4
1950 4.70占 105_4 7.OO各 108_1 1.456 104.2
1955 4,554 95.a i.497 100.2 1,505 107.7
19dO 5.874 85.1 占.004 92_占 1,占96 121.4
19ム5 2.868 占5.0 5.593 85.2 1.757 125.8
国勢調査結束よb作成
芳井町の人口を年齢に上って,幼年人口 (14歳以下),生産人口 (15- 59歳),老年人口
(i0歳以上)と三つに分けて,それぞれの人口数の変動とそれらの構成を表わしたのが図2- 1-
4と襲 2- 1-5である｡まず表 2- 1- 5をPt.る｡城前には幼年人口と老年人口にはたいした変化
比をかった｡それに対して生産人口比 1920- 1955年の 15年間に 14･5多も淑少した｡戦前
の芳井町の人口渡少は主に生産人口の狭少であることがわかる.第二次大概後の 1950年には戦前
にくらべて三者とも大幡に増加している｡しかし.日本握済が御 するにつれて幼年人口と生産^口
は蔽少してきた｡そして昭和 25年から昭和 48年の 15年間に幼年人口と生産^ロはそれぞれ 59･
1飾, 25.0多も減少した. これLR:対して老年人口比蛸前からの増加女帝けた｡そして同じ期間に 2
0.8宙も増加しているOこの原因として,都市の産勤 王多くの若い人々を必要としていること,医学
の進歩,衛生施設.禰生思想の普及などに1る死亡率の低下によって平均寿命が延長してきたこと,
若者の流出に伴う出生数の淑少などが考えられる.この括果. 19i5年の幼年,生産,老年^口数
はそれぞれ 1920年のそれのdiO帝. 8i2飾, 1258番になっている｡次に以上のような各
年齢人口の変動によって人口構成がどのエ)に変化してきたかを見る｡図 2- 1-4を見ると1920
年の構成は幼年人口5占,占頚.生産人口52･1序.老年人口11･5帝であった｡これと1950年,
1955年の構成を比較してその変化をみると幼年人口と老年人口の割合が増加しているの忙対して,
生産人口の割合は淑少している｡幼年人口は 1955年紅は 1920年より0･2車多くなっているだ
けであるがその榊成比は48.0帝に75りiO車も増大している｡ これは生産人口の桝成比が人口の 1
4.5車という大幅を滅少のために低下したので相対的に増加したのである｡老年人口の柵成比はその
人口数の増加と生産人口耕成比の低下によって 1･1弟itrbPした｡ 1950年の構成と1955年のそ
れを比較すると生産人口の構成比が5･2多増加しているのが目立つ｡ この 1955年と1950年の
間に結幼年,生息 老年人口のすべてが増加 した.しかし生産人口の増加が他の増加を圧倒したため
に生産人口の構成比たけが増加し,幼年.老年人口の撫成比結それぞれ519多,ll5蕗低下したO次
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に 1950年から1965年までの耕成の変化をみる｡この間の生産人口は 2510啓と大桶に淑少し
た｡そのためその構成比は 1955年, 19占0年と減少した. しかし19占5年にはその柄成比は
55.8%と匡121 1-4の中では壌大になっている｡これは生産人口の滅少に伴 う出生数の減少と.
全国的を出生率の低下のために幼年人口がこの 15年間に 591蕗,とくに 19占0年か ら1965
年の間に 2a.0多も渡少したため相対的に増加 したのである.幼年人口の構成比はこの減少によっで
28.6序に或少した｡ これは 1920年の捕成比が 36･8蕗であったことか ら考えるとかなりの波少
である｡また老年人口の構成比はその絶対数の増加に伴って 1950へ 1955年の間に再び増加し
紘 じめた｡それ性増加をつづけ 1965年に壮 17,6車を占める忙至っている｡また老年人口は もち
ろんのこと生産人口においても女性の比率が増加していることがわかる.
- 蓬莱別人口構成とその変遷
芳井町の成典人口を筋 1次,第 2次,第
5次産業就兼人口と5つに分けてその耕成
の変動を示したのが図 2- 1- 5,それぞ
れの人口の変遷を表わしたのが表 2- 1-
6である｡芳井町の就薬人口は表 2- 1I
6と表 2- 1- 1.図 2- 1- 1,黄 2-
1- 5などから判断して 19 20年か ら第
2次世界大槻とろまでおおむね淑少を続け
たと思われる｡そして第2次世界大枚とろ
の総人口の増加に伴って一時的に増加 し,
?? ? ?…??
?
?
(ホIは ■ tt恭^C)) Er2次先兵)(gF与れJL3t)
図 2-1-5 産業別洗薬人口構成とその変速
(鼠券調査蘇巣 より作成)
軟後の日本の経済の復興に伴って再 び渡少しはじめて 1950年に至ったと思われる｡ 1950年か
ら1955年までの 5年間は滅少を掛 ナ7t｡ところが次の 1955年から1960年までの5年間に
比総人口比裸少を横けたにもかかわらず就業人口は増加した｡ ところが次の 19a0年から1985
年までの 5年間には総人口の減少率 15･4車を上まわる15.8労とレ､う減少率を示 した｡ この凍少奉
は 1950年- = 55年の増加峯 9･2帝,戦前の 192ロ年- 1950年の 10年間の渡少畢 lム.
3魂に比べてきわめて大きをものであることがわかる｡このような就業人口の変動に上って産業別人
口構成がどのように変化 してきたか告示しているのが表 7である｡ 1920年から1930年にかけ
ての凍少のときに軌 図 2- 1- 5よbもっと詳 しい統計を見ても農薬だけでなく全壷井において就
英人ロが減少している｡表 2- 1- 6をみると窮 5次産業就農人口の減少にくらべて,第 1次,第 2
次藍藻就菜人口の減少が著 しい｡その結果構成は表 7のように変化した｡ 19 50年の構成をみると
戦前のそれにくらべてたい した変化はみとめ られ別 0^ 1950年か ら1955年の就菜人口の減少
は窮 1次と第 2次就農人口の減少である｡この間に那 次蓮井就業人口は 26,4虜も増加 したので第
3次産業就業人口の練成比は 211帝増加 したOまた第 1次産業人口の榊成比は 214庫叔少 した｡第 2
-54-
表 2-ltd
産 業 就 業 人 口 第 1次産 業就業 人 口
総 数 刀 女 総 数 罪 女
1920 7.057 10Q.0 5.727 5.558 5.788 一oo.0 2.870 乙910
1950 5.906 83.7 5.571 2.555 4.825 8i5 2.占45 2.180
1950 6,674 94.6 5.占59 1055 5,3Li4 92.5 2.484 2,460
1955 占.057 85.8 5,285 2.774 4,708 81.5 2.576 乙552
9ー60 6.540 8?.8 5.189 1151 I.占17 79.9 乙10〔】 2.517
19d5 5,559 75.7 2,881 2.558 i158 54.占 1,499J 1.659
第 2次産業就薬人 口 第 5次蓉兼就美 人 ロ
総 数 罪 女 倍 数 男 衣
1920 845 100.0 4 5ー 250T H 2 10QTO 442 †ワo
1950 457 70.9 BOD 5ー7 占24 987 426 198
1950 541 85.9 418 l125 789 124.8 557 252
1955 505 78.5 555 152 844 155.5 554 29〔)
1980 854 101.4 454 220 1,089 6ー9.1 855 414
国勢訴査結果より作成
次亀業就業人口は淑少したにもかかわらず.第1次藍兵庇薬人口の大幅を淑少によってその棉成比吐
0.5飾増加した｡次の 1955年から196O年にかけての増加期に増加したのは第2次.第3次産
業就業人口であり.第 1次産業就業人口は減少を続けた｡その結果第2次.第5次在英就業人口の樺
成比はそれぞれ 19妬,5.0啓耕加したOこの時朋に吐特に女性の産業への進出が苦しくなった｡第
2次.窮5次重美において女子はそれぞれ50･9弟,27.5帝増加した｡さらに就業人口の減少した
第1次産業にかいても女子の就業人口は7･9飾増加した｡次の 19i0年から1965年にかけての
就少期に減少したのは第 1次直美就業^口だけであったがその減少率は51･d帝という高いものであ
った｡そして今度比女子の耽美人口も大将に淑少した｡ これに対して第2次,第3次産業就業人口比
増加した.しかし.その増加率は第2次産業就菜人口が4 0･1好,窮 5次産業就業人口が 1･9庫とか
なDの差があった｡この結果,第 1次産業就集人口の件成比は 15･d帝減少して59･2序に,第2次
産業人口練成比は 10.1妬増加して 1960年の約2倍,すなわち20･4序に,第3次産業人口構成
比は5.5庫して20,4庫になった｡
(3) 人口推移
表 2- 1- 7と表2- 1-8は芳井町の転出入音数の転出先または前任地を示したものである｡ま
ず県内の他地域からの転入者の前任地を見ると主賓な地域は煉南の市町村,特に井原市を中心とする
芳井町の周辺の市町村と岡山 ･倉敷のこ大都市を中心とする地域に集中している｡一番多いのは芳井
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表 2-1-7 転出入者の転出先 ･前任地 (県内)
転 出 先前 任 地 転 入 者 数昭和42年度 昭和45年産 昭和44年度
井 原 市 5占 51 75
岡 山 市 15 22 16
倉 敷 市 12 15 19
笠 岡 市 A 6 12
.総 社 市 4 2
高 梁 市 2 2 7
新 見 市 1 1
津 山 市 1 2
西 大寺 市 1
玉 野 市 1
市 部 計 95 101 129
川 上 部 15 7 4
′J､ 田 郡 9 9 1
浅 口 郡 2 5 2
和 気 郡 2 1
御 津 郡 1 2
都 窪 郡 1 1
吉 備 郡 1 1
真 庭 郡 1
邑 久 郡 2
赤 磐 郡 1
阿 哲 郡 1
上 道 郡 1
児 島 郡 2
久 米 郡 1
郡 部 計 52 29 10
岡山県人口の動き上b作成
町の南隣の井原市からの転
入者である｡それは県内か
らの転入者の 40- 50秀
を占めて他町村を大きくひ
さはなしている｡これに次
ぐのが岡山と倉敷である｡
さらにこれに次ぐのが芳井
町の北隣の川上郡と東隣の
′ト田郡の町村と井原市の南
の笠岡市である｡次に昭和
42年度における芳井町の
転出者の転出先を見る｡こ
の主要を地域は転入者の前
任地と大体一致しているo
すなわち,一番多いのは井
原市であ9.県内への転出
者の約 50%を占めているo
これに次ぐのが岡山,倉敷
でそれぞれ県内への転出者
の 15,8多, ?.占啓であるo
さらにこれに次ぐのが芳井
町周辺の市町村であった｡
次に県外からの転入者の前
任地を見る.一番多いのは
芳井町の西の境に接してい
る広島腺である｡昭和 42,
45, 44年度の県外への
転出者のうち広島の占める
割合はそれぞれ約 28飾,約40多,約 45啓であった｡これに次ぐの吐距離的に近い中国.四国の
諸煉ではなく大阪,兵庫を中心とする近哉措県であったOさらにこれにつく●のは束京を中心とする関
東地方であったQ次に媒外の転出先を見ると県内の場合と同様に転入者の前任地の畷虻と大体一致し
ているoすなわち広島が 40- 50虜を占め他を圧倒 している｡これに次ぐのが大軌 兵風 京都を
中心とする近敢諸県,さらにこれに次ぐのが東京を中心とする掬庶諸妹で奉るO全休的にみれば転入
者の前臣地と転出者の転出先壮広軌 大阪 ･兵風 史京を5つの核として太平洋ベルト地帯に塊中し
ている｡
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表 2-1- 8 転出入者の転出先 ･前任地 (県外)
転 入 者 数
昭和42年度 昭和45年度 昭和44年度
北 海 道茨 城栃 木群 馬埼 玉 5I 412 1
千 葉 2 5
東 京 1 15
神 奈 川山 梨静 岡 41 2】 5 1/_愛 知
岐 阜長 野新 潟古 山石 川韮滋 賀 54 15 51
京 都 2 550奈 良 558
和 歌 山 1
大 阪 57
兵 庫鳥 取島 根 194 1861I 181
広 島山 口徳香 川愛 媛 44 84
高 知 1
福 岡 1
長 崎 1
宮 崎 4
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昭和42年壁 昭和45年産 昭和44年度
! 一 t5 リ 1i 15
l l d 1- 2
15 ●ト 22 16
｣ 152.. 21 51ム 5
4tl 1 14 1
1 4 5
ム 7I 8
2 LtI. 5
5 6 2
85 69 55
58 52127 29
1152 415514
占1 5 1
1
2 2 7
岡山県人口の勅きよb作成
参 考
三原
地区
19 50
19占0
1950
19ム5
1950
19占5
1958
19d5
第 1次産業 第2次第 5次
一
図 2-l-占 産業別就業人口構成比
14才以下 15-59才 占0狙上
540 10.7
52.1 1.4
1950
共和
地区 19ム5
1950
三原
地区 19AS
図2-1-7 年齢別人口柵成比
表2-119 産其別就業人口
総数 (人)第1次磯 第2次蛮菓 第5次轟菓
2,891 1.971 428 l492
2.589 1.150 7" l 69ム
L
[ 1.占80 1.552 l18 110
1.2dd 1.015 105 148
1.425 1.208 87 l50
956 585 190 165
ム78 615 8 57
襲2-1-18 年 齢 別 人 口
総 数 14才以下 15-59才 60才～
l
5.549 2,195 5.55占 670
4.04(〕 1.285a 2,755 854
2.924 1,0占7 1,522 555
2.467 785 1,250 454
2.787 982 1,414 511
1,819 554 940 525
1,254 45占 658 140
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2 過疎化集落 =上嶋草陰地-
=)陰地の現状
吉井から小田川に泊って上流へのほb.川相付近Iftがり小田川の支流の鴨川に祈って上ってゆく｡
くねくねと曲った道を進んでゆくと.南北方向に流れていた川が息に大きく曲がb東西方向に流れて
いる所に出る｡鴨川はこの付近で幼年の深い谷を刻んでいる｡その谷の北側.すなわち高原の台地の
南斜面に日南,谷の南胤 すなわち銅山の北斜面に陸地が参る｡この2つの地名は日照時間の毒を示
しているものである｡陰地は大部分樹木に覆われて卦5.その間に畑と家が散在している｡そして川
沿いのわずかな低地にEEIがみられた｡また所 に々あった孝家陳村のために見捨てられてあれていた家
が印象的であった｡陰地の総戸数吐 17戸 し19 占 5他界鹿林業センサス)である｡そのうち専業敢
家が5戸.第1種耽美段家が 10戸.窮 2概兆英独家が 5戸である｡兼業法家が多いのは日本全体の
櫛向と同じであるが,範 1椎柴莱鹿家が第2櫛北港在家より多いのは興ってLTlるO総人uは 75人
(19占5年)であるO 15歳から59歳までの生1'^ 口結その うち29人であるが 10代と20代
のものはあわせて5人 しかおらず若者の転出が苦しい｡総擢営耕地両顔 (畑,臥 樹鹿地)は9町9
度 7畝 (1965年)であるOそのうち畑が 5町9反 1軌.田が 2町8反 6畝,樹親地が 1町r戊で
あるoこのように畑作中心であり, 1戸当少平均経営耕地両横は約 5反9畝で,日本の平均約 1町 7
臥 岡山頻の平均約 7反8畝に比べでかなり小さい｡主賓桐おは畑作物のこんにゃく, トマト,果菜.
ぶどうとEI作物のイネである｡そして田はほとんど一毛作田である｡ときどきイノシシが出てきて芋,
ゆりれ そして特にイネ奇どが禎客を受けることがある.唱気はついているが上水道はなho陰地の
人は水を濁水を′:イブで典めて利用している｡陰地と上嶋にある他の部落を結びつけるものとして7
月25日と11月25日托高原の八幡様の大まつbかあるBこれは上嶋の9つの部落が毎年当番をか
えてやっている｡また陰地の人々を結びつけるものとして小まつDが行われている｡壕後KL.交通につ
いてみると,<スが 1日に 7- 8往復しているのみで.しかも井原まで 50分もかかるというととだっ
た｡
(2) 戸数と人口の推移
陰地の戸数は職前50戸であった.それが畔後 19占0年までに尊家離村で 2戸滅少して 28戸に
怒った｡これが 1985年には17戸に.すなわちこの5年間昨約59帝も減少したO聴取によると
陰地の挙家轍村は昭和 5占年 (1961)を境としてed･.敵にはげしく売ったということだった｡また
との同じ5年間に人口は 159人から75人へと大体半淡した.表 21 21 1と図 2- 2- 1はそれ
ぞれこの5年間における年齢別人口とその横成の変化を示したものである｡これを見るとほとんどす
べての年齢層にわたって人口が滅少しているoところで人口を幼年,生産,老年人口と分けてみると,
その滅少の仕方に多少の差が欝められる0-番狭少の放しし八の放生直人ロであり,その中でも一番激
しく滅少しているのは20-40歳代の勧きざかbの年齢層であるOこのため老年,幼年人口比大幅
忙減少したにもかかわらずそれらの構成比は増加したdなお衰 2I2- 21ま1戸当り人員別農家数を
示したものであるO これを見ると1960年と19占5年の5年rBLjに 2- 5人の家は 1戸ずつ増加し
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たの忙対して4-8人の家は 1- 4戸減少 している｡ これは若者の転出の結果であると思う｡
看て212-1 年齢別人口
1960 1985 増渡
年 齢 計 男 女 計 男 T3 計
14才以下 53 52 25 51 191 12-24
15-19 7 5 2 5 2 1- 4
20-29 16 7 9 2 02-14
50.-59 15 5 8 占 5 5- 7
48.-49 17 7 10 9 5 a-ll
50.-59 9 7 2 9 占 5 0
60.-64 9 4 5 1 01- 8
占5以上 15 7 6 12 7 5- 1
世界魚林業セノサスより作成
表 2-2-2 1戸当り人員別典家数
62人 22人
'i･I_-"
51 29 15人
幼年人口 生産人口 老年人口
阿 2-2-1 年齢別人口構成 (陰地)
(世界曲林業 センサスより作成)
人 員 1960 1965 1965- 1960
1人 1 1 0
2人 5 4 1
5^ 5 4 1
4人 5 1 - 4
5人 5 1 - 4
占人 5 2 - 1
7人 4 5 - 1
8人 4 0 - 4
9人 0 0 0
10人 0 1 1
世界放林業センサスよb作成
(3) 戸数変化と経営耕地面積
表 212-5 経営耕地別農家数
5反未満 5- 5反 5- 7反 7反- 1町 1町以上 計
1960 10 a 9 5 0 28
1965 2 ー 4 7 5 1 17
世界Et林業セノサスより作成
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衰 212-5は 19占0年と19占5年の5年間忙おける軽骨耕地両横別姓家軟の変化を示したも
のであるC前にも述べた上うに陸地の戸数はこの5年間に28戸から17戸へと11戸淑少したO表
14を見ると一番零細を5反未満の層の汲少が著しく5年間に 1D戸が2戸に減少.すなわち80庫
もの瀕少峯を示した｡ 5- 5反の膚はム戸が 4戸に (叔少率55飾),5- 7反の屑は9戸が 7戸に
(減少率 22多)滅少したOこれに対して7反- 1町の膚の戸数には変化がなく, 1町以上のJi吐 1
9 ム0年にはみられなかったが 19 ム5年に吐 1つみられるO以上からわかることは戸敏の減少奉は
横嘗桝地面横が小さい膚から大きな層になるVCつれて戟少しているということ.すなわち経営耕地面
鎌が小さいほど尊家離村するものが多いとL71うことである｡これ紘.観後の日本の経済頓興,特に昭
和 50年代のいわゆる高度経済成長によってつくb出された第 2次,第3次産業の第 1次産業からの
人口吸収力と,第2次.第5次蓮巣にくらべて生産性の伸びの低い第 1次を菜の就業者の相対的窮乏
化に耐えることができなかった零細夜食家の触村が艶しかったことを示している｡1た 1町以上の良
家が新しくでき, 7- 1町の屑の集家政が変化していないとL^うことは大きを堤家への土地集中が行
われているととを示している.聴取に上っても革家離村した農家の中には土地を売却していない農家
もあるが大きな農家へ売却した例がかなbあった.売却する場合全部まとめて売却するとレL9よb,
一部売却または一部のこして大部分売却といった方法をとったものが多かった｡また小作地をもって
いた人の中には小作相を放棄して出てhID7t人もいた｡
(4) 過疎化の原田
以上述べたことから陰地において過疎化がかこった原因を考えてみる｡しかし,ここでせず考えな
ければならないことは｢過疎化｣とはいかなる現象であるかということである｡わたしは｢過疎｣と
は｢人口液少のために一定の生活水準を維持することが田軽になった吠軌 たとえば防災･教育 ･保
健などの地域社会の基故的条件の維勧 ;蹄 と75って.地蟻の生産故能が苦しく低下すること｣と理
解し壊すOだから｢過酎 ヒ｣と壮その上うな状態-うつってい(ことであると理解しますCつぎに陸
地においてみられた過疎現象の例をあげる｡第-に生を人口の涙少に伴う未利用耕地の増大があげら
れるo拳家離村をした家の中には全部または一部の耕地を他の家の人に売らず忙出ていっているもの
がかなbある｡そのため,利用されない耕
地が増加してきた｡つき`忙若者特に学卒者
の転出に上る生産人口の老齢化および老人
の割合の増大に伴う諸問題があげられるO
最近の学卒者は:ほとんどすべてが転出して
いる｡その終発.働き手が淑少すると同時
にそれの老齢化が進んでいるDまたひとり
香しの老^,老犬娩だけの家が存在してい
るように老人の割合の増加に伴う詩間座も
あるC最後に,これは芳井町全体忙鵬係し
ているものであるが.学校横合が検討され 寄集 2-111 陰 地
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ているということがあげ られる｡これは人口減少のために教育という地域社会の基礎的条件の維持が
困難になったことを示している｡それてはこのような現象をひさかこしている要因壮何てあろうか｡
第-にあげるべき,そしてもっとも盈琴を原因はすで灯 3)において述べている｡すなわちそれは戦後
のわが国の経済成長に伴 ってかこった第2次.第3次産業よりも生産性の伸びの低い第 1次産業に従
事するものの相対的窮乏化と発展 している第2次,第3次産業の第 1次産業部門からの人口吸収力と
であるo陰地には零細を経営の鹿家が多かったので,それだけこの相対的窮乏化と人口吸収力に耐え
られない農家が多かったのである｡第二に転業,煎薬ができるような条件が よくない｡すなわち,近
くには第 1次産業以外VCはこれといった蓮華がないし.井原,笠岡などへ通勤するにも交通が不便である｡
〔参 考〕
表 2-2-4 陰地の世帯数 (戸)
総 戸 数 陰 地 上 陰 地 下
衰 212-5 陰地の革家稚村At家教 戸 (戦後)
総 戸 数 陰 地 上 陰 地 下
昭和 56年以前 5 2 1
表2-2-i 陸地拳家離村牡家の転出先別戸数 (喰後)戸
県 外 5 棟 内 8
大 阪 帝 2 井 原 市 5
兵 庫 腺 1 芳 井 町 1
愛 知 県 1 岡 山 市 1
広 島 県 1 食 費 市 1
上 道 町 1
金 光 町 1
注:哀 2- 214-表 2-217比聴取にエb作成
引 用 文 献
地球 第 15番 第 6号 p12- 14
笠原 -盟.F日本史百草J
利 用 資 料
国勢調査報告 岡山県
｢岡山県人口の動きJ
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表2-2-7 陰地孝家離村艶家
世帯主の挺村後の耽美別戸数
会 社 員 5
商 業 2
労 務 者 4
僧 侶 1
･貸 家 業 1
(薩 田 広 志 )
第 3章 古 代 ･中 世 の 芳 井
1 古代の概観
旧山陽道周辺地域と天神山を中心とする菅井地塊との朗連を中心に, この地方の古代についてみる
と次のととくである｡
しbつさ た ね
安閑紀伝に,｢T二年五月午朔甲寅健備後園.後娘屯甘,多帝屯倉, (後略 )｣とあることによって,
安閑天皇の二年に.のちの後月都の地に屯倉がおかれたことがわかるo もちろん.兵科 にみられる備
後園(i備中国の誤りである.｢後城｣というの壮現在の高屋町の後月谷の近辺,｢多耐 ｣とLlうのは
現在の若井町種耶 それ競 当すると考えらかる.しかし.そもそも屯倉という削 収捜物の貯蔵
庫の意味から転化してできたものであるから,当然,併穣物の生産に見合うだけの土地が必要となる｡
この事を考慮した上で各々の屯倉を検討してみると.まず,｢後城 ｣の場合は,過物包含壕や古墳等
が.多々発見されて卦9,また大化以後.この地比JEl山陽道沿いに位直し,条里制の過樺が残 ってい
ることからも,屯倉が健かれたということ吐充分納得できるoしかし,｢多梢 ｣の場合壮どうかとい
うと.ほとんど平坦を土地はなく,かつ,あtB忙も山奥であって.なぜ屯倉が置かれたのか疑問で
あるo ｢棟村村誌｣にも.次の上うVC記されているo
(前略 ) 抑本村ヲ種村 卜称スル起源へ 太古ノ帝人家無之以内山野ノミ山奥地居住ノ救民寒地ニ
テ春季ノ衝諸種ノ植エル=残雪ノ為更二生ゼズ.(鼓噂 )
これに上 ってみても.たとえ屯食が懲かれたとしても.その生産面からする価値牡非常に乏しかった
とVlうことになるoしかし,かかる価値を月周 信として考えてみると,｢後城｣の舞鶴吐吉備の後方
(西方 )を臨めるべく,軍事的(a:重要な地とされていたことは,いうまでもない○
とくに, 645年の大化の改新後,その重要を地としての役目を充分忙果していたといえるo改新の
詔は｢連の諸制鑑,即ち次の四項目が新たな政治眼目として示されたのであるが.
1.従来の私地私民を廃し公地公民とす0
2. 畿内及び,国都壁制を定め,地方行政区画の塵胤 軍事 ･交通上の諸制度〇
五班田収疫の法｡
4. 租 ･庸 ･調の税制○
これらのうち,とくVC.第 2項vEついて考えてみると.後月都VC比五称が澄かれ,釆 ･西江原付近を
中心とする｢荏原郷｣.木之子を中心とする｢腺主好｣.上 ･下出部を中心とする｢出部郷｣,西江
原専戸付近の｢駅家郷｣.芳井町一帯の｢足次ガ｣がそれであぅたo
郷の起源と.その沿革忙ついて略述すると,草穂二年 (占47年 )に.園は郡を統べ.郡は里を.
里は村を統べるという国都里の制を定め.史忙.大宅令の制において軌 五十戸を一里とする里制が
しかれ,雀亀元年 (715)になって,従来の里を屈し.姫とする線型制が戯澱的忙しかれるわけで
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あるq
こ孟壷月那 かかれた五郷を鮒 してみるK,地舶 先述したように,旧山陽道周辺と芳井天神山
一帯である｡一応,細を五十戸として,ちなみ忙計算してみると.後月郁五郷で,50戸x5--250
戸という計算vCなる｡次に,｢郷戸平均 25人(点高郷戸は 124人,戸主の4- 5親等に及ぶ直系,
傍系親風 及び寄口,放線等を含むo )としてみれば,全体では25人x250-6･250人の人々
が住んでいたことに茂る｡
さて,こうした状況にある後月都に更に重要な制定がしかれたのであるo令盤解暁牧令にみられる
駅伝の制がそれである｡中央と地方との連絡札 諸国の国衝を連ねる七通に一定距離ごとに.即ち三
ケ7ヤ
十里ごとに,｢駅家｣をおいたのである｡駅路の駅属 ･駅船のある所を｢駅家｣と称したわけである
が.備前 ･備中におかれた駅を東から順に挙げると,
坂長駅(和気都三石 )一河摩駅 (赤磐郡可東和 )一高月厭 (赤紫部西高月村 )一津南駅 (御幹郡辛
川市場 )一律幌駅(現在の位位は明らかでないが,都建都山手村西都付近と推定o )一河辺駅 (育
備郡河辺村 )-小田駅 (小田部′トEl村 )一後月研一安部駅 (広島県 )に至るというJrRであった○
これら各駅は駅長の槻 監啓の下に,官僚である四匿嘘 は 税使,大吸取 貢調風 朝典使O )あ産
米に.駅鈴の刻み故だけの属を用意して.その使用に供したわけであるo
とくに.山船追払 大陸に対する外交･国防の貴地としておかれた太宰府と京都欄を結ぶ大路であ
ったが故に.この後月都内に促かれた後月駅(簡江原骨の村付近と推定｡ )吐非常に韮費な役目を果
たしたと考えてよい｡そして.当然その道路一肝の郷 (後の古代荘園 )吃,かをbの発展がみられた
と辞して上いので比ないか｡その証拠として.駅路の周辺,即ち井原 ･出部･西江原･木之子･高屋
7スワ
､′こkt,比っきbと条里の跡も残っているOまた.延･審式押名帳に載っている足次神社 (郷社)が,最
初は天神山付近に鎖座 していたのであるが.辞純な拳は別として.足次･天神山の地が,との地方と
かた上
しては僻っているという理由で.後に(応永年間 ),井原食垣の地へ題座 した事実を考えても.旧山
闇道沿vlの地域は位慨的忙患れていたことがわかる｡
しかし.これに比し足次の地方払 古代Cr)追跡にしても.わずかに明治村や天神山付辺忙発見され
てはいるが,ほとんど,ないといっても上いはとである｡これ仕地形的に住民の生活Q-⊂通した土地が
少ないうえに.そこに至る優が意かったため.古代における開発QL 旧山陽道沿vlに比し,はるかに
遅れていた0
2 中世の芳井
(1) 中世の荘園
全国的にみて,荘厳体制は:,十.十一世紀以降 大きく変質してVlったが.その変質は在二他勢 力
の成長に伴う荘園領主の支配の形式化という現象としてでてくる｡ この棟Tj慣向は十二位紀以乱 一
段とナナみ,中世の荘園体制が完成するにいたるわけであるが.菅井付近においても例外で吐なかっ
た O
史料的に残存しているものとして,旧山船道忙沿う荏原郷を母体とする｢荏原荘｣と.その西に位
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麿する｢井原荘｣がある.
前者比都須与-が地雷戦を保有した荘園であるo郵袋氏仇 もともと下野国 (栃木県 )那須地方か
ら出た関東武士であって.癌氏に屑していたo与-那.屋島合戦 (文治元牢- 1185)の折に戦功
があって,丹波 ･信溌･若狭 ･武蔵 ･備中の各由に,それそれ恩賞として荘菌を賜ったのである.そ
のうち傭中国の荘園が荏原荘で.現在の西荏原一帯がその地であったのである｡郡君氏W,この西江
原の才児忙ある′｣､管城に居任し,西江原の神戸あたかこは地涙館を構えていたと伝えられ 同氏のこ
の地方における勢力は,大体室町rP抑項まで綻Vlた｡
後者は:･現在の井原付近の庄ではなくて.菅井町方面の荘園であったことが.最瓦 史料的に明ら
かになったo即ち.｢重玄寺文甘｣に.
某 寄 進 状
井原庄之 内天 神山分
大 月重玄寺 山堺之車
右山者.東ハ限小尾智之峯.両-限杉半札 酉-限弥勧堂之頂上北方大谷,悲-限大谷之JrF,永代
可為寄進者th.此内殺生禁断等里可合停止也 若於速犯之楚-可敦罪過,の所寄進状如件
応永三四苧八月二十五日
(花 押 )
(｢亙玄寺文才｣.柑山県古文嘗魚所収 )
と記していて,天神山付近は井原圧であったことが知られるのであるo この外yEも重玄寺に払 ｢井
原庄｣という文字が載っている史料がみられる机 ここに引用したものが一番古Lhものである.
又-｢井原庄｣という文字払 与井村丁柳瀬村村畠把も見受けられる04)
古時之食況詳カナラスト モ,我与井村クルヤ足次宵二拐スト,又井原ノ荘 卜唱7時モアリ, (敬
略 )
(｢備中国後月都与井村村議｣明治 12)
築瀬村-原 卜足次席二屈スト後井原ノ荘 卜唱フ, (後略 )
(｢備中国後月郡与井村付託｣明治 12)
(2)藤井暗玄と菅井
(a)藤井氏と河合氏
藤井氏は,利仁将軍十代の後胤.六郎光基が戦功にエ9大都歯藤井庄を腸D,それ以後.藤井の姓
を称したことは史料的にも明らかであるo後に大都上9能登の固(,C移b能登守とな9,子孫代 ,々舵
登守を称したO政秀一政晋-宋政一秀行一素行一方正一重政一元政一好行一行塞一朝亙一朝好一好塞
を経て暗玄VC至るわけであるが,彼は青井の字坂本に虚を重き任したOとの坂本の一角にある田中の
地は水の俊が慈かったため.相当数の井戸を掘って,かんがVlに供したといわれ,又その地は.彼が
箸井沢岡に構築中であった正亀山城と.彼の尾妹である高屋石谷部落にある高屋城との中間にあた9,
両者連絡の要所として.且つ,田中の地が戟倉地ICあったがため.兵檀供給の要所として塵賓の地を
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なしていた｡この地に彼は有井城を築き.後
述する神辺城軸撃の本拠地としたわけである｡
一方,河合氏の系統につVlてみると.一番
有力を説は,近EI麻氏に属する佐 木々氏の出
であるといわれるo河合氏が吉井地域に鯛係
してくるのは行房からであるが.行背に至る
まで作は.佐 木々-河村一河相一河合と姓も
変わってきているo行房は,川相官軍の地に
楢林城を築いたoその後.行勝一行徳一行書
を経て行韮 (河合豊前守 )一重行 (高列 )吃
至る｡行重比文明二年 (1470).川相の
中山の地に,中山城を奥城した｡中山城は.
写真 512→2 中山城南面に連互する石盤
写未 512-1 藤井暗玄の一族の墓 と伝えられ
る数基の五輪塔,このすぐ上の台地に,暗玄
の館があったと伝えられる｡
写真5-2-5 中山城本丸跡
写兼 5-2-4 中山城南面に立ち並ぶ河合一族
の五穀塔群
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写真 5→2-5 中山城跡から小田川を踏む
こしら
椿林城のことき小城に比べ･規模からして十数倍も為る大きを城であD.自然の地形を巧みに利用し
た城であって.中世の山城としては実に整った名城であった｡
その城山にあがってみると･今も紬 .その南面の中旗に石垣が連互してか少,五槍塔も数十基並
び,その昔をしのぷことができる｡
この河合郎 前述した藤井氏Sth朗 郎 あ9.とく帽 行と暗玄は,放 -甥の舶 忙あった,
攻か.河合氏は毛利氏に屈したため.姻ガ原の敬以後.毛利氏が防 ･長二国に削対されるにともない
一族浪人となったb土着して首姓となったod)
(b)暗玄の神辺城奪取
図5-2-1 戦国時代における芳井町内の斉城跡
戦国時代に神辺城主であぅた山名宮内少将息興に仕後継ぎがT2:かったため,彼の死後,一族壮大内
攻 睦に滅ぼされ.結局神辺城は毛利氏の成城となD.毛利の家臣杉原播磨守盛重がその城主となった｡
このため,山名氏の餌等であった藤井能登守略玄は中山城主丑前守 (高列 )と申合せ,九州松浦諸将
と通じ,柵ZZ城を先ず乗っ敢D.その上で.毛利氏と一戦し前年の仇を報んと試みたのに.松浦氏も
自分の領国を守るのに精一杯という状感であったたれ との計画比御破算となった0
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その後藤井能登守暗玄は京都に出て,信長に連絡 して.神辺城に帰らせと懇朗 したo信長はち⊥う
ど中国地方も制鱗しようと思っていた矢先だったので. これに協力を約したo この外,暗玄は豊後の
大踊 晩 出豹 尼子勝久へも同様の魅力を依臥 前年の仇紺 つ触 右,iち糾 ていたのである｡
一万毛利氏は,九州において,大友氏との合戦の般中であったo｢また出掛 ておいて仇 永席 9`年
(15日 ),尼子摘久を威ほし.一応強敵を討 ったものの,山中虎之助を含むその残党が勝久を立
て,再び埠超するに至った｡さらに大内輝広は大内家の旧臣を語らい,九州から海を渡b山口に乱入
して失地の奪濃に懸命になっていたo
この様VC.毛利氏はいわば八方ふさが17の状態になっておれ この備後国における毛利氏東方の領
地の免めである神辺城を乗っ取られることは,毛利氏にとっていわば致命的なものといえるのである0
倍玄td:, この機に乗じて嫡子新之介広吉.二男市之丞広貞をはじめ,重臣大江田隼人介広別等を率vl,
かつ,用手綱 ･掛鎗 ･長刀 ･斧等で武装した土民エbなる手勢を合わせ,総勢三千の軍を轟いて備中
国後月郡荏原方面よb夜中に備後国(IC人D.永疎 12年 (1569)6月 18日未明,神辺城を不意
に堪 ったのであるoち上うどこの時,神辺城主杉原播磨守は毛利氏の主力が出陣していた筑 前 立花
(福岡県 )の加勢に出陣 して不在だったため,あっけなく神辺城は略玄忙よって乗っ取られたのであ
る｡8)
下記に掲げる三通の召簡Ld:,尼子勝久が暗玄と大江El呼人宛忙この軌跡を祝って送ったものである｡
今度十八日備後乱 神辺敵城破乗取傭兵注進披見仕候,家臣一同鴬耳目候,誠二名誉之儀粍比類
候,此相頑本望,家再興之健太凄悦候,就而,依約束.備中国旧本領安*,備後外部山名旧領一円
宛行候,迎代官聴一ヶ所申付候,弥息襲奉公肝要嵐 恐 蛙々言｡
永If#十二年六月二十九日
勝 久 (花 押 )
藤井 能登 守人 道 殿
追而申含鳳 柵召表之嵐 毛利御取合,別伽J被付御心 懸命御馳走千席肝衷候.不関大′｣､幼一
以々使者可中人候.又大江田等可被談合候,猶盲壌追々可承候,恐々謹言｡
永穣十二年六月二十九日
勝 久 (花 押 )
藤 井 能登 守 入 道 殿
(｢備後古文譜｣,｢川相誌｣所収 )
今庄備後国神辺城東収b,粉骨砕軌 柵比類働忠節感入候,当分褒棄藤刀一族遭之候.且知行所
追而沙汰可致之侃 弥可被抽軍忠耕肝費鼠 恐々経言O
永疎十二年十月三日
勝 久 (花 押 )
大 江 田呼 人 砿 殿
(｢'uFq=後温故録｣,｢川相誌｣所収 )
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図5-2-2 神辺城乗っ取bの頃の群堆割拠状況
(C)毛利氏の神辺城奪還
藤井氏による神辺城尊敬
によって,-たん芦El郡久
佐忙落ちのぴた城代所原肥
前守は城主盛重の長子杉原
弥八郎元盛を大将とする二
千余齢の軍をもって,永棟
12年 (15占9)8月5
日,神辺城尊選を就みたわ
けである○その様子を ｢偶
中誌｣から引用してみよう○
(前略 ).前日の恥辱を
雪かんと二千余餅を率 して
貸上る城中には発て設けし
′ 番なれば.大手の方′つ防ぎ
Vtは大木 ･大石を用意し投H,壌手には弓鉄砲を射上と下知しければ.若者共大石を山を助ナ如く
投付ければ,共石に伝たるる者.赦 しらず.塙手は弓鉄砲にて符といへ共,壱人も攻上らす某日の
合轍に赦四百人余討取てけ9.味方は-人も庇たも付す然bとvlえ共.敵は日増をD.翌日,又攻
上るを見れば大事へ五百人計.韻事へ千人計,わめきq-んで攻上る也,いざ妨げよと弓鉄砲は不入
鑓長刀出せよといえば若者共鉾先を並べて粂掛如故を追下す-9.七ケ匿在れ共,追下せば攻上る｡
終に新介広玄Qi討る大江田隼人も討死し藤井唯玄吐二男市之丞広月と夜に人て備中の洩口へ落行｡
(後略 )
とある様に･毛利氏の神jZZ規準衆の壮烈さを描いてLrlる09)
かくして,暗玄i,敵の秋物在る功勢に放北し,永藤 12年 8月 14日討死にし,残党どもは,令
の笠㈹市西大島の地Kのがれたのであった0歳局,藤井氏の神辺城乗っ取jHま約二カ月間に終ったわ
けである○現在･笠Mr市′嶋 崎に(i･暗玄の墓碑銘が也てられている01)
(3I中世の市と菅井
鎌倉時代以降.産射 3:格段の発展を遂げたo特にその中心である亜美KかV,てQi.耕地開発や播耽
用水の改良に上って田畑面碑が増加し,とくに牧内や中国地方で払 水車 ･用水池などに上る描蔽上
の工夫.曲折における午 ･馬の利用,肥料 (草木灰 )の投^,鐘具の普及,品種の改良,75:ど忙よっ
て,麦を盛作とした二毛作が著しく普及していったC
こうして姓巣生産力が次第に増大するにつれ.地方の有力者遷仏 生活の余剰分となった生産物を
商品として売D,その金で彼らの必賓を生活用具を朋入する頓向が大となった0-万.漫村において
も,専門的手=薬がみられるようになったoこうして.市場日当に売b出される余剰物資や,手工薬
品の丑が増大し,且つ,これと取引き封 Lるべき商品が他地域から流入する機会が多くなるにつれ,
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商品職引場所としての地方市場の形成が全国的に著 しくなったoこの傾向を助長したものは,いうま
でもなく宋銀の全国的流通であったo
鎌倉時代の市は,大体月に三鑑開かれる三清市であった○こうした全国的を傾向が後月都yこ卦いて
もみられるよう(n=な-Jたのは鎌倉の半ばであった○大路ITあった旧LIJ似通沿いの今市 ･七日市がそれ
である｡史料的に乏しいため,詳細なこと吐わからないが,江戸時代に辻楕駅としての機能をもつよ
うになるが.これらは発生的には中世において商品取引の市として成立したものである｡また,菅井
町でも,川上郡との境に立地した穴門山神社の門前市である福山市 も中世からの市であったo
それでは,これら三つの市と芳井地域との朗係(吃ついて分析してみよう0
位値的忙みた場合. これら三つの市は菅井を丁匿はさむように立地しているoそして,芳井を斜め
に耳く東城往来 (井原-一束城 )と旧山陽道によって,それそれの市は結ばれているoこのように考
えてみると,確かに虚勢を蘭係があったとみるべきである○一般的に育えることであるが,定期市場
はその立地の上からみて,その地方にかける物資の典凍 ･交換 ･取引の中心となるべき条件を備えた
ところであったから,商品経済の一博の発展にとも7TLって.その定期市場を中心とした周辺地城に与
える彫尊は大きかったのである｡
だから当然.高山市 ･七日市 ･今市も背井町地蚊にとっては産業の発展をもたらし,生活を豊かに
していく手がかbとなった忙速い凌いOそしてその際,苦井町地域の人々をこれらの市th=療びつける
上で亙禁漁役E)を果たしたの壮東城往来にはかならなかった｡
(渡 辺 光 )
引 用 文 献
江 1) 岡山県後月郡役所 (1926.):｢後月郁恵 ｣555- 5400
江 2) 永山卯三郎 (1958 ):｢桐山煉通史｣上巻. 540｡
住5) 永山卯三郎 (195D):｢帆LJ煉通史｣上執 542- 545
注 4) 井原市教育委員会編 (1964):｢井原市史 ｣ 128--155
注 5) 藤井定市 (1959):｢川相誌 ｣109- 125. 226- 2270
江 6) 吉田徳太郎編 (19占2):｢伯中孟｣,上i胤 802
住 7) 青田徳太郎嗣 (19占2):｢備中誌 ｣769- 8050
注 8) 藤井定市 (1959):｢川相乗 ｣227.-252.
荘 9) 藤井定市 (1959):｢川箱詰 ｣ 255｡
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第 4章 近 世 の 芳 井
1 領有関係と地方支配
(lJ領主の変遷と領有牌係
(d 諒府直軸領
雌 長 5年 (1600)の関ケ原の役にエD,それまで高梁川以西を統治していた毛利氏総防 ･長2
ヶ国以外の鯛地を没収され,芳井町を含めて後月都紘漉府直柑領となったo灘府は小凋政次 (新助 )
を備中周代官仕駐俄に任じ.備中松山 1万石忙封じ7to政次の跡はその子の政一(遠州 )が継いだが.
彼は元和元年 (1615)伏見奉行に除圧していったQその際.政一の弟政行に俵月郁江原村(現在
の東江原村と神代村 )の円にて千石が与えられたC,以後幕末に至るまでとの領有が続くのである｡
(b)池 田 氏
小堀氏の跡に.元和 5年 (1d18)人封したのが池田長幸で卑るo彼は松山を中心に 8万 5千石
を領有したが.子長常が寛永18年 (1441)に没した嵐 その跡を継ぐものがいなかったため斬
為したo斬 上9長常の弟長1i(倦理 )が盟 19年に.鐘月戯井原村 ･片壌村 ･宇戸川村 ･席江村の
地に 1千石を賜わって家名を過した○その子吉扱け明麿 2年 (1d5a).弟利重に5百石を分与し
たo このことは｢俊月郁蒜｣忙もだされているO｢他tB昏理 ｣は本家であb,｢池田弊正｣はその分
家であるo
細 高千弐 百石
池 田修理磯 部陣屋井 原
六 百番捨石五斗 八升六合 参勺 攻 月都井 原村
弐 官給六石電 斗弐合 片 蛍 村
御 高参首石
地t]弾正様 御陣屋 をD井 脱へ仰額
百五冶七石四斗 九升五合 後 月胡井 原村
弐 百弐拾大石 菅升弐合 字 戸川村
式捻七石四斗八升七合 朋 江 村
蜘 併理の端が｢千式百石｣とな-てhるの払 寛永2年 (1a25)･長華の腎 ＼堀氏と知行地を
450石交換したためであるO池田氏姓その後継凍して幕末に董ったO
(C)骨 木 氏
甘木氏は関ケ原の紬 .後の麻田藩主初代-虚が並巨万についたが,その後元勅元年8月召されて
家康に仕官し.摂終盤島部麻tB&エび備中′畑 郡円に 1万 19石を賜わって･嫉田に城を其いて拠点2)
とした.｢傭中村鑑｣によると.備中国における青不氏の所領は高2･978石 5斗 5升4合,そのう
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ち後月都内では次の村々がその所領であったo
北 棟 村
中 種 村
南 種 村
佐 屋 村
井 山 村
稗 原 村
198石 5斗3合
201石 5斗 1合
199石 5斗 1升 8合
150石 5斗 3升 1合
250石 1斗 3升 2合
216石 5斗7升
(d.)水 谷 氏
池田長常の知行地没収のあと,すぐ人封したのが水谷膨隆であり. 4万 8000石を領有した｡し
かし,その子勝宗を経て孫の勝美が没した際後継の腸相も元禄 6年 (1d95)11月. 13才で没
したため知行地を没収せられ.その朝地は一時赤師 辞浅野氏によって治められたo水谷氏は先租の勤
初,lCよb,一族の勝時V日 千石を嶋わってその名称 残され私 この成本水谷氏の知行地は｢松山袖鍵｣
VCよれば,
高山村 ･和賀村 ･七地相 .長地村 ･長屋村 .相坂村 ･下切村 ･県萩村 ･地頭村之内三のへ平と申所
八捨石余
とあb.その後これに今日の菅井町の上嶋村 ･池田村を加増して5千 500石知行となったo この両
村の一郎が水谷誠となったのは正徳から宅暦の周であろう｡旗本水谷氏は陣畠を川上郡布賀VC置いて
政務をとった｡現在の菅井町に関するところは次の72口(である○
参千五百弐捨石七斗弐升管合五勺内
他 谷 村 六拾四石七斗菅升参合五勺
上 嶋 村 幽百五給六石膏升八合
(e) 森 氏
松山の水谷氏知行地没収の後.その旧領はしばらくは直将領となったが.その一部を書いて元藤 18
年 (1697) にはJEl津山藩主森長継に賭わったo｢後月郡誌｣によると森氏vi&長以来代々麦作18
万5500石の領主であったが. 5代長成 (月享 5年～元轍 18年 )には後継がなかったので,一方
に当たる幽衆刺 とl'ものを後継忙し上うとしたところこれが発狂したため元緑 1D年美作国の所領
は収公された○ しかし森氏は新 に忠誠奮尽 くしてきたということで.その頃長生 きしていた2代長
継に傭中也後月都 ･哲多邪 ･毘屋邪 ･鵠口邦 .小田部円で2万石を与えた｡長継は初め戎口邦片島村
に住んでいたが後vC後月都西江原村に移った○西江原の館比と呼ばれている所vC陣屋を僅レ､た｡篭形
造Dの虐物が現在も残っているo当時森氏の所領中後月郡にかかる村名は以下の如くであった｡
書井村 ･天神山村 ･山村 ･川相村 ･上嶋村 ･下嶋村 ･東三原村 ･木之子村 ･門田村 ･西方村 ･神代
村 ･東江原村 ･西江原村 ･寺戸村 ･上出部村 ･下出寄附 ･笹賀村 ･数名村 ･梶江村 ･拒漸村 ･与井
村 ･名越村 ･骨野村 ･北山村 ･酉三原村 (以上 25ケ村 )
長継の手長直結篭永5年 (1iOd)播州赤穂へ転封され,元練 14年 (1701)忙除卸された
茂野氏の後VC納まったo後月郁円の旧森氏所領はその成文化9年 (1812)まで首余年間幕府直軸
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写真 4-ト 1 森侯陣屋祉vC立つ地蔵堂
.西 に 捗 b
あることか
｢胡孟｣vJC｢今頗跡地萩生ある地上b
て.藩主の居館を歯向vC設け云々｣と
ら,この堂は当時からあるものであろう｡
頑とな少,倉疲代官,時には久世代官や大森代
官の支配を受けたわけである｡文化 18年に-/Zっ
って播州梶野 5万5000石の脇硬氏の預所 と
な9,脇板床は備中笠岡vc陣盛を設け,役人中
島薪八･橋本三千次･平野七郎術 ･長尾三郎衛
を出盛させて政務をとったQ この支配は文政9
年 (1826)まで続いた｡
(f)一 橋 氏
億川井府は御三家にをそらえて. 8代将軍曹
荒の時に2男景武を田安門内に, 5男案伊を一
棟門円に, 9代将軍家虚 (普宗長男 )の2男韮
好を滑水虞に住まわせ.これを御三卿ととなえ
た○そのうち-橋門円VC居住したのが-儒家で
奄b,廷字5年 (174占)10万石を賄科と
して与えられたOこれは城をもたず封地も-/Zい
ため大名で壮なかったが,その権威は御三家に
単ずるものとされた｡初代宗伊の時忙帆 下総
･確潜 ･下野 ･甲選 ･和泉･武蔵の6ケL3ilVCわ
たって領有していたが,その後の変適を経て井
末忙在ると.摂浄･和泉.格磨 ･備中.武蔵 ･
下総 ･下野 ･越後の8ケ鼠22都に散在してvlたO-縮氏は文政 10年 (1827)2月以後,備中
国では上房･/｣､田.後月の5都vCわた少5万有余9を慣有することVCなった｡領有した後月都の内訳
を示せば衰 4- 1- 1となb.芳井町朗係地奴の大部分はその所領で, この支配は.幕末まで続viた｡
表4-ト 1 -柵領知朋の村苛及び村役人名
1.595-965 l西 江 原 禦 薫 苦 言 L片 山 茂九郎守 屋 鹿 瀬〆 屋 礎右禰門 元右裾門〆 岸 衛93.212 名 越 田 辺 丑三郎
596_.585 花 滝 橋 本 実 作
1,174.454 東 江 原 田 中 応 助渡 辺 鉄太郎〆 ■ 井 487287 青 野 三 宅 理藤太〆 寺 岡 定 蔵
557.875 神 代 笠 原 泰 平〆 渡 辺 鉄太郎 75.7ロ4 北 山 西 山 惣 太
71.752 寺 戸 猪 平 新 平
599.614 山 野 上 三 村 紀四郎武 田 都良太定 光 寿 助
〆 後 藤 栄太郎三 宅 儀 介 145.254 与 井 山 茶 朴 助
789.059 門 田 佐 藤 哲 二三 好 都兼冶守 屋 廉 助北田鹿 瀬 太 1,000一759 吉 井 三宅 仙石術門渡 辺 仙 乎〆 早 川 嘉 平
148.812 天 神 山 高徳 荻右衛門同 屯太郎326.59占 西 方 小 寺 治太郎
429.281 七 日 市 藤代 華右衛門′ 佐藤 正左 108.547 藻 傭 山 成 埋一郎
573.6d4 川 和 山 本 朴 助
541.068 上 出 部 猪禾 伝左輔門坂 EEl 久肺太p- 井 _上 五八郎
412.8555 池 谷 熊 原 伊久治
480.298 山 日 向 三郎平
650,699 下 出 部 山 足 谷 助菊五郎本 朴 586.25占 下 鴨 佐 木々 友三郎′ 三島 松右衛門
407.052 名 賀 鳥 越 森太郎大 橋 喜三細 羽 又七〆 佐藤 正左衛 門 406.750 東 三 原 藤田 三左衛門222508 西 田 中 竹之助〆 山 室 彦市郎
渡辺 正利 (1841):備中村薙 .｢書館郡香魚成｣窮 2巷, 521- 525
以上によって.芳井町蛸係地域の飯主の変超及び領有馳係 を図示すれば図 4- 1- 1の顎口くである｡
七 七 八 八0 1 くI 五 〇 Ji9一.○ ..9_ . ..9 一 . ○ ○
㌢ノJIJL l工謹如 才野' 対&* #触I.JI丘L鰭九轟諾 寄fTイ詔 -E)甘tA片 Ji≡-電歪
〟- ■■- ■ l
+I-+E+1ク竹ク免批ンクククri:亭宍4叫 -
'三甘一物 ｢協 1棚 宅EEE]
′JJ/池Ifr ､ .`I,tl′■'協捌 %クシク馬ry,:LJLrクク++%// ククククく/,T+1 -
も th HkT41 *+/// //+i l
卑 >/*//+// ンククriT++1 鶴
広一■▲■ククンクン久 %クク～クククク/
ノ■ガ I.,.I
-1YA ∴ ‡十..
1+1■▲ ●ヽ
.田 ∴q:.I.
メ^ Ⅵ 挽 一iAJ^LEmEZdJ+++1■tJ:I1 ■亡 -
4. ●∴ I■.■L∴it,.:
十一▲■ I/ ( 終 '℡ V .x. N. .■ J ',
41ノクククク クウ/クイ蝿/ク∽ -
XJtチ/韓/i y//+++++1A
†ヽI{+++// クククククククク二オ 4t
＼∧一 {++/ ククク職'//+A
.孝l/A 一 † 1一
■■■ /////I- ;さ 一.-Jヽ ■-
ン叩 tyJL++-Iク,- - :1
図 ト ト l 菅井町地域領有関係の変遊
園中東江原村,神代村の 2村は.現在の
菅井町内ではないが,小凋氏と池田氏と
の領地交換に関係するので加えている.
(27 地方支配
(a)幕府直格領VCj>ける地方支配
前述のととく･後月都一帯は近世初親以来幕府直梅領の時期が多 く.代官VCよる地方支配が行なわ
れたo花山文幣 上ると,廷宝から文政まで珊 官軸 表 411~2のとおDであるo
衰 4-1-2 代官及び領主名 (書井村 )
任 用 年 月 代 官 名 任 用 年 月 代 官 名
延宝 d (1678) 彦 坂 平 九 郎 StR18 (1755) 小 林 孫 四 郎
同 7 (1679) 都 茶 長左術門 元文 5 (1740) 石 原 冊 兵 衛
天和 5 (1683) 服 郡 六左術門 疋 田 庄 九 郎
月草 2 (1685) 後 藤 見右術門 寛保元 (1741) 千 種 冊右衛門
元稚 5 (1692) 平 岡 曹左衛門 宝修 5 (1755) 稲 垣 藤左衛門
同 9 (1696) 山 与 療左禰門 向 丘 (1756) 洩 井井 作右衛門
同 10 (= 97) 森 ■和 泉守御領分 明和 2 (1765) 野 村 彦左衛門
宝永 5 (1706) 長 谷 川 六 兵 術 同 d (1789) 会 田 伊右漸 う
同 5 (1708) 鰍 田 伊右衛門代 妄永 5 (1776) 花 木 辰 治 邸
高 山 半石爾門 野 村 彦右裾門
大 沢 専右衛門 同 d (1777) 花 木 伝 治 郎
同 占 (1709) 棚 田 伊右術門 同 7 (1778) 守 屋 弥惣衛門 .
正徳 5 (1715) 野 田 三郎左衛門 同 9 (1780) 川 崎 平右術門
同 5 日 715) 川 野 弥 一 郎 天明 7 (1787) 早 川 八郎左衛門
学僕 5 (1718) 曾 根 茂右術門 孝和元 (1881) 塵 d] 又 兵 衛
河 原 安右衝門 文化 2 (1885) 山 田 常右衛門
同 4 (1719) 中 島 内 戚 助 何 10 (1815) 脇 坂 中務大輔
平 野 助 之 遁 描 州 竜 野 卸 領 所
同 5 (1720) 平 岡 彦 兵 衛 文政 10 (1827) 江 原 御 役 所 一 橋
同 d (1721) 鈴 木 九 太 夫 伊 藤 伴 助
同 i (1722) 占. 部 文右術門 天保 8 (1837) 佐 々 木 新 五 郎
同 8 (1725) 平 岡 彦 兵 術 同 9 (1858) 榊 原 藤 五 郎
岡 出 春 兵 衛 同 日 (1840) 山 本 弥 平
同 10 (1725) 竹 田 音左衛門 弘化 4 (1847) 友 山 勝 治
同 17 (1752) 井 戸 平左術門 安敢 5 (1858) 井 口 替 兵 衛
この裏では安政5年.井石卓兵術までしか記敢がなVlが.｢邦誌｣によれは以後稲垣錬成,田口
滑助が代官となっているo
疲 ｢延宝六午年古文政十亥年迄御代官御駐 引続名前音上帳 ｣(書井村 )K上b作成した.
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代官は通常 1人だが2人で併任することもあったようだOと同時に,一人が再任された場合もあっ
た｡｢後月郡誌 ｣VCよれは.彼らの多くは倉敷代官であったが,傭中国の直軸地はこの外に石見大森
陣屋の支配を受けた勘合も,また作州久世代官の支配を受けた場合もあっち たとえ嘩 4-1-2rこよると,
後藤党石碑門 ･会田伊右衛門らは大森代息 窪島作右衛門 ･早川八郎左衛門などは久世代官であったO
ではこの代官連の盤民VC対する支配政策は耶何であったろうかo｢邦語 ｣によれば, これらの代官
の中には.心を民政LG用い,冶横の伝わっているものが少なくないとして,笠岡の代官井戸正朋.久
世の代官早川正紀(八郎左衛門 )を掲げている｡井戸は飢俵に租税を免じ,甘藷栽培を奨励したとい
われ,早川は庶民教育に力を任いだといわれるo しかし代官は幕府から任用されるいわば官僚である
から,領内の村民に幕府の命令が徹底せず年貢米上納が著 しく遅れた場合などには遠慮なく更迭され
た｡従って幕府と農民の間にあって,代官は当然厳しい政策を実施したことがうかがわれるのである｡
次yEあげる安永2年 (1775),塁潮村の｢御仕直五人組帳｣によってそうした政策を概観してみ
よう｡条目は70余Dも及び内容 も姓民の生活全般に脱するのであるが,主賓をものを背き出すと次
のようであるO
- 御料所村々百姓共,鞘取箇井夫食揮貸シ等,其外戚筋之儀二村.強訴徒党逃散候儀者竪御停止
候処,近来御料所之内二両茂右体之頗筋二村,御代官陣屋江大勢相集少訴訟数候蟻も有之,不届
き至極二億｡自分以後妓敷吟味之上.塵き罪科二可被行侯条,百姓共江兼 急々度 可申付足旨,禎
仰渡候間可碍其意 事 ｡
- 百姓衣類之像 庄屋-蛮子共二絹 ･細 ･木相可署之,平百姓者布木綿之外-不可者之.輪子 ･
紗綾 ･縮緬之類.襟帯二茂致間激候o然共身体宜放者役所迄斬立 差画趣諦絹 ･紬可寿都｡
附リ,男女共二乗物不可乗o惣而家作 )目立候御 着 リケ間舗嵐 仕間数草｡
- 田畑屋舗山林等永代売賀御停止二候｡若Jj5物二善人候者拾ヶ年越限 t),証文二庄屋年寄五人組
二加判可致させ.田畑質に人 金銀越借b候-､.年季之円ノ､地所金主よ王政作配.御年貢茂同人
よD可相納撃〇
一 田畑配分之嵐 高給石地面菅町貌 右定より少配分致候儀為停止 尤分高二限 り,残高茂此定よb
少不可貌 然上巻高弐拾石地面弐町歩よb少田畑持候百姓/､.子を初諸親類之内田畑配分不相成候｡
ri介有之者へ 在所二而耕作鋤こ而渡世為&,衣-相応之奉公-可指出射｡
一 満水之時姫川除かこひ候乱 亦-盗人汲11智者井火事有之唱越立候節,村中之者拾四才以上六拾
歳以下之男-不残可出,若不出合者阿ら者,庄屋年寄可詮儀致尊｡
一 公用之儀亦-村中申合等之儀-～,庄屋方-百姓寄合軌 村人用掛之食物酒肴等-切姶串間飼
串o
これによると,安永2年とろVCは年貢等.'L対する不満が執れ.代官所へ強訴までしたという番実が
わかる｡これは文中vt｢近来｣とあることから.明和7年(1770)年以降続発した飢飾VC対して
の出民の突力行庚であったのであるo次にEl畑永代売只禁止の集札 幕府が冥永20年 (1645 )
vC制定したものを,また分地制収の条は正徳 5年 (1715)た規定したものをそれぞれ俺斗したも
のであるが･これらは租税収納を保証するための某日であ●るo さらに,幼件発生の時出る義務を持つ
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-期子を規定しているのQi,村の治安を守るための条目である○
こうして五人組制匿は租税の収納の保証として,また犯罪等の村の治安をはかるために庄屋の下VC
村民を5人 1組ずつに分け,その組の連帯焚任制を取らせたものであった○しかし,組の人数は種々
の条件によって和迩してか95人Vと限定はされてVlをかったようである○前掲の｢襲瀬村御仕度五人
組帳｣VCよると.村高 10 8石余Dの当村では五人組が9組つくられてお9,大組では9人,′｣､組で
は2人である｡組頭には持ち高の多い者がなっている蝶向が盤vlo この五人組制定vCよって,代官の
布達等は′J､前百姓に至るまで村落の隅々まで徹底することになったのであったo
O))一橋領知vt於ける地方支配
一橋氏は幕府にをらって陣屋をつく-Jて代官支配を行なったo代官名は前掲し頓 4-1-2功Hくであっ
た｡陣屋は森氏陣屋跡よ少約 1町
両に.文政 12年 (1829)8
月末VC完成した｡その規模は｢郁
誌｣によれば以下のようであった○
陣屋激地 1120坪
鹿西55間
南北 52間
陣屋建坪 212坪 2合 5勺 .
陣屋囲土塀 178間半
高占尺厚 1尺
井戸5ヶ所掘立 L
仮牢屋盛坪 9 坪
またこれを図示すれば図 4-1
-2のことくであったo
▲l
l
t.
写真411-2 -稀江原役所跡
この地は北 ･西K山.東に神戸川,南には小田川を越
えれば七 E]市の宿を臨む｡現在は役所跡の一画に大LU
頚氏の住居が建っている｡
J 三しこ_Jl
写実4-ト 5 役所堀跡
大山氏の住居地の北西部に位粧
して殊存しているo ｢郡誌 ｣に
よれば天保年間に完成したと記
されているo
??? ?
陣屋には代官の下yC勘定 ･手相女鹿き.事務を処理するのを地方 ･公率万の2係vc分け,地方は地
理 ･租税 ･出納 ･順縛等Vc脚する錯節管掌D.公欝方に菅崇 ･丑判専vc関する諸務を凍ったOその実
頻の政策はどうであったろうかOこの時代におVLて.支貞己階櫛比自らの支配を維持するための歴済的
保証である年貢VC関して比特に任意を払 ってきた｡各村Vcあった却倉d,本来は年貢米輸送のための
一時的な収納倉庫であったが,中期以降になると,凹作yclって鹿民が東窮し年貢米が上納できをく
なるのを防ぐためyC,予備に功 ･稗等を貯える制匿に利用されるようにをっていった〇｢郡蓋｣にみ
える天保9年 (1858)の領内各がつ諦証文はこの制度に関するものであるo
蓋上 *脚請証 文之亭
(中 略 )
右者御科村々凶年為御臓,天明年中首姓貯感披仰臥 文政九成年迄村々出教井弐拾分一公儀脚下ケ
穀共.背面之通村方江御預二相成侯処.去ル未年阜感作一札 御貸渡年賦話戻屯 去ル亥年御箭知江
御引渡-相成.文政十二丑年迄二昔話炭俵段飼届申上演処,村々亨工御預け禎仰渡,年々不受痛■以前
新穀二引替候様,披仰付馳在俵o然る処.村方二頂鵬在候両者.往々自然と有名無束に成行可申茂
感斗,左候両者奉忠人候触二付,当御陣屋元江紳士成城盛.御歯数御蔵話相済候後.来ル安上り亥迄
稔ヶ年に割合,年 十々-月御蔵詰可仕旨破仰渡侯o
(中 将 )
天成九年成年十一月十一日
銀月組 .木之子組 ･奥組 .浜手組 一中組
･小tll組総代
江 原 御 役 所
ナ表わちこれに上ると.文政 6未年 (1825)畢kに会い,村方の備荒穀親を座ったので.それ
を年 戻々 していく途中 (文政 10年 )-席債となったO-嶋額となって以後も備荒勲覇岐各村役人へ
頂けられたが,自然と伎VC立たなくなっていったので.陣屋に付属して備荒穀倉全盛て.そこで管理
してもらうことを威出たのであった｡こうしてできるがった貯穀倉は僅坪 160坪,桁行 16間葉行
咽 という大きなものであ-た｡この史料軌.俊月凪 .木之子組 .央組 .酎 滑 ●中級 .′畑 組とあ
るのは次のようである○
後月郎後月組--･-･西江原村ほか8相
同 木之子狙･･-･ネ 之子村ほか占村
岡 呉線･･---梶江村はか 10村
小EEl瓜浜手組･･･ - 岩倉柵 まか8村
岡 中絶･-････ヰ 努相性か5相
同 ′ト由組----浅梅村ほか 15村
こうした組合村は上述のよう(′こ10ケ村程度を 1組として鮮成され 年貢収納をどの経済統制面での
役割を果すとともに.督察面での役割も果したのであb.幕末にかける領主の地方支配の一つのあ9
-59-
方を示 しているといえるであろうo
L,1うまでもなく,対極支配者の規制は主として治安面と経済面{Cあることは盤いえないと考えられ
るが,右肺直轍領期と比べてこの期になると経野面の規制が一層の激 しさを増してきたo弘化 2巳年
(1845)11凡 書井村の｢禰触出御ヶ条御諦印帳｣シてみられる次の内容壮このことを証明して
いる○
① ′｣､さ夜神社 ･仏堂といえども新規に艶立してはならをいo
④ 祭礼の時の芝居 ･浄 璃尊の見せ物性桝作の意欲をわかさせ75:くするので禁止する｡
④ 村内に出所のわからない無宿者が居れば,混乱を超こす原因と怒るので追放すること｡
ゆ 江戸表で奉公している下男･下女並び忙在方にいる奉公人 ･日雇棟の絵金は触出を塵 く守って
増常して拙攻ら夜LOO
㊥ 今後,他国他領に限らず領国内においても,車公 ･日娼橡をやっては夜ら7;i:い｡
㊥ 職人は仕事場を値上げして叱ならない｡
すなわち.上記の内④の条目は治安面の統制と考えられるが,他の御韓日はすべて経済面エ9くる
統制であろう｡その内,Qjと㊤は盛民の環礁換約を聞 くものである○④vCついては,奉公人 ･日周硬
の貸金が制定されているqIそれによると.奉公人の男紘銀 280日以下.女は 120員以下とされ,
日属僚IJCなると男 1匁以下,女d分以下とされている○ これは貸金を増すことvCよって引き起こされ
る変化,つまb困嗣姓氏が土地を事件し奉公人 ･日周稜に転落していく傾向を強めることを阻止する
ためVこ制定されたと考えられる○ こうした支配層の考え払 也の奉令.日虐橡禁止の条目からみれば
一層明確になるであろう○◎の職人の仕串賃規制も④との関連からでてくるものであろうo
結局この期の地方支配は倒れゆく経済的基盤の上忙立って,それを必死に支え守ろうとした封僅支
配階級の苦悩の姿をあらわしてVlるといえるだろう｡
2 検地と年貢収納
tl)校 地
一般的に検地は,封感領主が支配下にある農民から年貢を収bたてるための基本的土地台帳である
といわれているoその始まDは太閤検地であD.徳川時代忙かいても領主が替わる恕vEしばしば行な
われた｡検地施行によって故地喉が作製されたが.それには村落の全生産畳である村虚,村内一箪毎
の耕地の所在地とその折地面概 と生産id及び耕地を所持する盤氏名なとが記されてvlる｡
当後月都忙軌,1TQi,慶長7年 (1占02)･寛文5年 (1665)･延宝 2年 (1674)･同
5年 ･同7年 ･元練 15年 (1700)と数回に及/Uで大規模あるいは小規模に施行された｡さらに
はこの外に新開田畑検地も時 行々77Lわれた｡
(a)延宝検地
しばしば行なわれた検地の中で食も大規模であるのが延宝5巳年 (1占77)の検地である｡ これ
V:i当時の備中松山城主水谷左京亮が幕府の命令を受けて.新井助左㈲ヨ弓を検地惣奉行として実施した
ものであ9,その村比｢部鼓｣によると以下のようである｡
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駐賀村 .激名村 .下出部村 ･上出部村 ･西方村 .門田村 ･木之子村一部 ･束江原村一部 ･神代村一
部 .山野上村 ･西江原村 ･寺戸村 ･北山村 ･甘野村 ･銘江村-一部 .窮頼村 ･与井村 ･富井村 .天神
LJ村･川相村 ILU村 ･上嶋村 ･下鴨柑 ･東三原村 ･南三原村 ･池谷村 .花花村 .名越村
この延宝検地吐主として境内 .東海 ･北睦地方分⊥ひ牌東地方に施行されたo延宝 5年の幕領にお
ける検地粂Elに上ると,
① 従釆上一下5等級の耕地を上々と下々を改けて5等級とし,さら忙仕上細なみであった屋激を
上々に位上けしたo
㊤ 見取地 ･永荒磯や川欠 ･山倒れL71.)F地化o
W58年以兼の除地の笛入れ〇
秒 規模の大きTz百姓林への賦錬o
◎ 朱印地以外の除地の登壇O
などが挙げられていて, これVC上ってエD収奪を強化し上うとしたことがわかるo ここでは零瀬村に
ついての検地帳をあげて.この期の検地の特徴を淀んでみることにしたい〇
北 ケ 市 古検 5畝 歩
一 下 田 日 雷 一畝 . 2歩 善 左 衛門
此 分米 5斗 5升 2合 但斗 代 8斗
同所 古鏡無之但新 開
一 中 田 10間
2間半 25歩 甚 右衛門
此 舟米 1斗 但斗 代 1石 2斗
同所 古検 2畝歩
一 中 田 2謂 4畝 2 0歩 惣左 衛 門
此 分米 5斗 占升 但斗 代 1石 2斗
憲 つ け 占瑛 6畝歩
一 上 田 3謂 7畝 日 歩 次郎 右 術門
此 分米 1石 1斗 5合 但斗 代 1石 5斗
志 つけ 古検 4畝 頻
一 中 田 ;謂 5畝 20歩 次郎 右 衛 門
此 分米 占斗 8升 但斗代 1石 2斗
堂 ノ本 古検 d畝歩
- 中 田 28,胃 8畝 1 2歩 沓 左 衛 門
此 分米 1石 8合 但斗代 1石 2斗
卜 --- 甲 曙----)
ク セ田 古検 1反 1畝 歩
-dl･-
一 切 畠 22閲12間 8畝 2 4歩
此分 米 8升 8合 値斗代 1斗
同 所 古倹 右 之 内
一 切 畠 12間
6間 2畝 1 2歩
比分米 2升 4合 促斗代 1斗
同 所 古検 1畝歩
一 下 々 畠 2 間
d 間 1 2歩
此 分米 8合 但斗代 2斗
源 代 古検 4畝 5歩
- 下 島 58間
10間 1反 2畝 2 0歩
此 分米 5斗 7合 但斗代 4斗
源 代 古検 5畝 10歩
- 下 島
古検 1町 歩
一 屋 敷
四壁 無 之
占検 1町 歩
一 屋 倣
10聞
52問 1反 2 0歩
此 分米 4斗 2升 7合 但斗代 4斗
(--中 幡 -･t)
a fil'】
d 間 1畝 6歩
此 分 米 1斗 2升 イ旦斗代 1石
brij]
15間 2畝 1 8歩
此 分米 2斗 d升 但斗代 1石
四壁 無之
新 屋 奴 古検夕耗之
一 屋 敬
1謂 4尺 5畝 20歩
此 分米 5斗 ム升 7合 但斗代 1石
厳外 東 1 8間幅 1聞 8歩 的壁 除 之
新 屋 激 古枚 触 之
- 屋 放 6 聞6 間 i畝 古参
此 分米 1斗 2升 但斗代 1石
-d2-
次左衛 門
同 人
同 人
次郎右衛門
市郎兵 鞘
屯兵術
又 左裾門
又七郎
仁 兵 衛
四壁 無之
占検 2 0歩
- 屋 敷 d間
7間 2尺 1畝 1 4歩 甚 左禰 門
此分米 1斗 4升 7合 但斗代 1石
鼓外表 1 0間幅 1間 1 0歩 四壁 除之
(--中 略--)
右 之 寄
古 検 6反 1畝 1 0歩
一 上 田 7反 5畝 2歩
此分米 1 0石 9斗 6升 1合 但斗代 l石 5斗
古 検 1町 5反 5畝歩
一 中 田 2町 1反 9畝 8歩
此分米 2 6石 5斗 1升 2合 但斗代 1石 2斗
古 根 d反 2畝 1 5歩
一 下 田 1町 2反 4畝 2 0歩 半
此分米 9石 9斗 7升 5合 但斗代 8斗
古 検 1町 2反 8畝 2 0歩
一 下 々 田 2町 5反 1畝 5歩半
此分米 1 0石 4斗 5合 但斗代 4斗
占 検 4町 5畝 1 5jJi一
計 6町 占反 8畝 4歩 此分米 5 7石 2斗 9升 1令
占 検 5反 1畝 1 5歩
一 上 畑 5反 8畝 1 7歩半
此分米 5石 8斗 5升 9合 但斗代 1石
古 検 1町 4反 1 0歩
一 中 畑 2町 2反 2歩半
此 分米 1 5石 4斗 9合 偵斗代 7斗
古 検 1町 1反 9畝 1 5歩
一 下 畑 2町 丘反 2 4歩 半
此 分米 10石 7斗 8升 8合 但斗代 4斗
古 検 9反 5畝 2 日歩
一 下 々畑 4町 7反 2 5歩
此 分米 9 石 4斗 1升 5合 但斗代 2斗
古 検 7反 2畝 2 5歩
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一 切 畑 5町 4反 1畝 5Jt;辛
此分米 5石 4斗 1升 5合 但 斗 代 1斗
占 検 4町 5反 7畝 2 5歩
計 1 5町 4反 1 5歩 此 分米 4 2石 8斗 8升 4合
占 検 1反 1畝 5歩 (1 2ヶ所 )
一 足 数 d反 5畝 2 4歩 (2 5ヶ所 内 1ヶ所 郷蔵 屋敷 )
此 舟木 占石 5斗 8升 2合 偵斗 代 1石
内1畝 占歩郷威段数但御蔵有之内者御年貢除之 此分米 1斗 2升
外 5畝 1歩 四壁 痕林 除 之
古 検 15町 5畝 10歩内 4町 2反 8畝 25歩 川成荒地委細晩ヌ鵡●之
反 別合 計 2 0町 7反 2畝 1 1歩
古検 有 畝 8町 7反 4畝 15歩
古 検
分米 合 計
内
一 茶
?
?
?
?
?
等先 之 出 目 9町 2反 1畝 5歩 半
古板 類 之 分
但新 関共 2町 7反 6畝 2 0歩半
106石 2斗 9升円5d石 6斗 7升 5合
川 成 荒 地 無 地 高 蚕棚 触 ,* ニ有 之
1 0 6石 5斗 5升 7合
古検 有 畝 ム 9石 占斗 1升 7合
竿 先 之 出 目
古検 頼 之 分共
2 4石 5斗 S升
薪 開 泡 2 0石 5斗 9升
右 之外 御 ′ト物戒
告帳 面茶 御年 式 鮎 1 0匁 納 来 供水 威 -知 不 申 辰
4 4枚
古帳 面熊 之
4 8 9枚
8畝歩 ,)､唐 竹 有
5反 歩
惣 村 分
慾 村 分
松 葉一 尺 姐より内 其外 小 松 柴 木 有
一 軍 山 1 0肝 9反 1畝歩 .態 村 中牛 馬 飼場
右者備中圏後月都凝滞村検地故仰付候〇六尺間竿を以菅反参首歩也 町反畝歩兵赦斗代高下分丑委
細古記倣面相康せ者也○
延宝玉丁巳年十二月 日
水谷左京苑内検地役人
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｢水谷左京売検地惣奉行
襲 瀬 村 庄 屋
築 瀬 村 案 内 者
■ 連 署
御 勘 定 所
以上が検地帳の実腔であるが, この帳の寄せを表示すると表 4-2-1のとかDである｡
表 4-2-1 延宝 5年築瀬村根地帳棒針
検地桝地 古 検(座長年間 ) 痩 宝 5 年 検 地面 械 分 米 斗 代
上 田 町 反 畝 歩 町 反 畝 歩 石 斗 升 合 石 斗6 1 10 7 5 2 10 9 6 1 1 5
中 田 1.5.5. 0 2.1,9.8 26-5. 1.2 1.2
下 田 6.2.15 1.2.4.20.5 ?.9. 7.5 8
下 々 田 1.2.8.20 2.5, 1.ま5 18.4.a 5 4
上 畑 5. 1.15 5.8,17.5 i a 5.9 1.0
中 畑 1.4.8.10 2.2,0.2.5 15.4.a 9 7
下 畑 1. 1.9.15 2.a.0_24.5 1a 7. & 8 4
下 々畑 9.5.20 4.7.0.25 ?.LI.1.5 2
切 畑 7. 2.25 5.4.1.i5 i 4_ 1.5 1
屋 敦 1. 1. 5 a.1 24 L 5.a 2 1.0
合 計 8,7. 4.15 20.7. 2.ll 10占.1 5.7
(実 合 計) (20.6.5.ll) (106-?.1.7)
(検地帳VEよる｢合計｣値は逢ってVlるので｢実合計｣を入れておVlた )
表 4- 2- 1から
判断できることは.
幕府直聴領ではない
が小堀氏知行所の東
江原村 ･神代村に旋
長 7年 (1602)
施行された検地でyL
畑が上畑 ･中畑 ･下
畑 ･下 畑々と4等級
VC分かれているの忙
比破 して.さらVC切
畠(切畑 )なるもの
が加わ95等級とな
っていることであるo
これは前述の検地条
目の㊤と同じ内容の
ものであるoまた古
検で8町 7反 4畝 15歩であった桝地面横が.延宝5年で比 20町 7反 2畝 11歩に増加している｡
この増加分11町9反 7畝 26歩のうち,前掲検地帳でみると,新開分は2町 7反 る畝 20歩半に過
ぎず,残bの9町 2反 1畝5分半が竿先の出目となってvlる｡竿先の出目とは同一面横にもかかわら
ず,竿の基峰を短くすることに上って生ずる余剰反別を指すのであるoつまD当時幕府の検地では 1
間 6尺 1分の竿が｢般的だったが,当地では 1間d尺の換地竿を使用していたのであるoそのことは･
年貢収奪が他地方VC比べて上少一層敦しかったことを示してVlるのであるo
P)新田検地
この期の検地は土地を基礎にした年貢増徴が主目的であったO政治が安定し,戦VCよって領地を広
げる野心がもてなかった領主は.当然自国円にかいて田畑の開発を進めていったo この新開の耕地に
対して検地を行なって村高vC姓り入れしたのが所用検地である｡幕領作かいては,元根 5年 (1690)
より光政 11年 (1799)-iで忙実に 27回忙も及び.-横領知時代になっても天保 5年(1854)
から腹応5年 (1867)までiR:占回施行されてLhる｡次にその例を示す0
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備 中国後 月邦 書井 村新 田検 地帳
字 と称 b
見 付 畑 5畝 歩
高 5升
長 1 0間 1尺 8寸
横 8間 4尺 8寸
東 方 川
南 方 古 畑
西 :万 山 岸
芋川 田端
見 付 畑 1畝 21歩
高 1升 7合
東 方
西 方
南 方
同 所
一 見 付 畑 2畝 5歩
高 2升 1合
東 方
西 北
字 ひ な坂
見 付 畑 1畝 21歩
高 1升 7合
北 方
南 方
西 方
東 方
同 所
見 付 畑 2畝 5歩
高 2升 1合
北 方
南 方
西 方
東 方
字 明 地
下 畑 占歩
高 8合
一66-
長 25間5尺
横 2間 1尺 2寸
川
古 畑
河 原
長 14間 2尺 4寸
横 1間2尺 4寸
川
古 畑
長 18間 1尺 2寸
横 2間 4尺 8寸
遺
山 岸
見取 畑
古 畑
長 12間 1尺 8寸
頓 5聞 1尺 2寸
遺
山 岸
見取 畑
古 畑
長 2聞 4尺 2寸
横 2間
常 八
喜 八
幸 四 郎
租 太 郎
嘉 七
今 平
??
?????
?
?
?
西 北 遥
束 南 古 畑
1反 2 4歩
1斗 1升 4合
占歩
8合 但 4斗代
1反 1 8歩
1斗 占合 但 1斗代
右者備中国後月邦書井村新田検地依破仰付六尺雀卦之間竿を以壱反三百歩之凍相極もの也
明tD.幣 苧 M I
御 代 官
手 代
?
?
?
?
????
?
? ???
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
?
?
?
?
?
との新田検地で打 ら出された田畑面鎌は 1反 24歩,高は 1斗 1升 4合であるO これからわかるよ
うに.新開畑はほとんど山際か川風であって面横 も収牡馬も少なく低かった｡したがって新田検地に
1って封筒がそれほど増加したbけでkをかったOこのことは次の舌井村の新田検地打ち出し高に上
ってもわかる○
高 5石 1斗8升 5合 元稚年 中
高 1石 d斗 5升
森和 泉守新 田検 地帳
宝 暦 5亥年 9月
(1755)
脚 代官 稲垣藤左衛門
所 武換 地帳
との打ち出し高の少をいとい5番実はLU闇の地にあるという当薬源村や書井村の地理的条件工少くる
ものであろう｡括臆的にVlえば,間竿がる尺 1分に固定してから帆 村高はそれほど上昇 していない
のであるo
(2)年貢収納
年貢収納の実情を知るための史料としてQi.年貫割 付(年末免状 )と年貢皆済目録とが主賓をもの
である｡年貢割付には村嵐 田畑の免 ′｣､物成等が記されてか 9,年々の水早損の有熊 もわかる0-
万年巽皆済日雇は実際に納めた米や銀の正確を数字が把轟できる○
こ こでは年貢免状をみること忙しよう｡享保 6年 (1721)における吉井村年貢割付VCよると,
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? ?
? ?
?? ???? ???? ?????? ? ? ? ?? ??】 ???
?
?ー?? ??
?? ?
?? ? ? ?? ?
? ? ? ? ?㌻
写真 4-2-1 鎌月邦書井村年末免状 (正葡 4年 (1714)
村高に続き残高 ･田免 畑免 小物成が記載されているoなおこの免状の中央部は除V,てるるo
(背井町役場蔵 )
村高は995石 9斗 9升であるが,そのうちで年貢賦課の対象となった顔高は510石5斗 1升 4合
と低い｡この理由は山萌れや川が決壊して妙がEB畑に入ったり,稲が水Vこより腐ったりした分が除か
れたためである｡したがって免率は残高に対し田が 1ツ5分 8厘 1毛,畑が2ツ8分内と極度VE下が
っている｡小物成では林山年斉 ･捷轍年貢 .茶年貢 ･播年賓 ･葺山年貢 ･用役 .竹薮年斉等があり.
これら吐銀納となっている｡さらに,御伝馬槽御人胤 六尺拾,御蔵前御人用の所謂筒掛 り三役がこ
の年初めて現れている｡高掛り三役は天領Kかいて通常みられる課税でめb,舌井村は当時天領であ
ったからこれが耽練されているのである0年斉割付に関しては書井村が娘もよく残存しているので.
これによって残高と物成及び田畑免率の変遷を衷示すると図 4-2- 1のよ)になる○
この国によると,享保期には前述した享保 6年yc続いて,享保 1n年 (1725)忙も飢鑑が超こ
り.残高は 140石d斗 4升 2合と前年比 (享保 9)占分の 1余 りとなっているoしかし,この年の
免奉は田畑とも前年と変わっていない0年貫割付vcも定免という触番がみえJiいのだから,走免の為
ではなかろうと判断できるo したがって収奪の強化が夜されたものと考えられるQ定先制は享保 15
年 (1728)か ,iO年間行われてかか, この期間は田免が占ツ,畑免が茂平治組で占ツ5分 8厘,
新五郎姐で7ツ1分 9厘と極端に蒔Lへのが注目される｡そして,この期間終了の後も明和 6年(17ム9)
までは,免翠はほぼ同じ状態であった○ところが,明和7年を境にして.田方の免率は,高い年でも
天明6年 (17ad)の 5ツ5分9厘があるぐらいで-｢投VC5ツ以下という低率となっている｡これ
は何を示しているのであろうかo免状の配賦に上れば,明和期から飢随が相続いたため毎年のことく
残高は少なくな9.幕府 としてもそれ'iでの定免をやめて.この年から2年後の安永元年 (1772)
からは政見噸土日て変えているのである.
ところで,江戸時代の年貢は.天領だかいて.-1私領rL比べて低いといわれている.天領の年貢率の
変遜れ 総石掛 ⊂対する総年式高の比vz:かいてみると,草保から天保(こかけては娃畢 5年(1746)
から明和 2年 (1765)忙かけての57線 は 最即 して･以後は凡そ52- 54%とな-てV,
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P`R.yJ〇､ ,.._1 か 黒
I---.J 切 丸
レ.､ p ',ilJL1,.--x右打 .--------一一-一一一一一一-------一一一----ー｢
3.2J//.y0
ふ/Ob○Poo∫○T JIBLfbbQJHlQC/OO 対 も
粥も錦城1 - - - -∨ノ
周 ト 2-1 年貢割付yClる分析 (後月邦書井村)
物成ここでは本途吻成 (本年ズ )のこと-亡している0本遺物成は田方取米と畑方収米
の合計である｡なお図は正徳 4年以陣の変適才示すo
る｡ このことから考えれば,舌井村の
先輩が上述のととく明和末から低下し
ているのも.天成の全国的叫勢だとみ
ることができよう○
なか,この1tbの村の免等をみると,
書井村と吐かなり相速している点があ
る｡たとえば.川相村と天神山村につ
いてみると. この両村の免翠比表4-
2-2のようになるo
すなわち, この表でみると,川相村
は田免が書井村より高く4ツ5分以上
表 ト 2-2 川相H,天神山村の田畑免率
年号文 政 元 同 2 同 12村名 (1818) (1819) (1829)
田免 川 相 村 0.452 D.452 0,5112
天神山村 0.24 0.24 0.2705
畑免 川 相 村 0.595 0,595 ロ.4174
備考 :寺井町役場所蔵
両村につV,ての年貢割付状によって作製o
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である｡また,天神山村は田.畑免ともに書井村よりかなりに低 く.田免は 2ツ 5分,畑免は 2ツ程
匿である｡したがってこの時代の年弄峯は,各村々の田畑の良し慈 し尊に上って決定され,天領 とい
えども決して一様ではなかったことがわかるo
次に年貢の斉納法はどうであったのであろうか｡一棟領知時代を考えてみると.後月郡 2占ケ村辻
塊物納 と銀約をどの削合にするかという点で2棚 vE分けられていたo即ち,
･･ 6分米 4分銀納の村々(本途収米の .h大豆代執 与米代銀 )
西江原村 ･寺戸村 ･東江原村 ･寺斬(村 ･木之子村 .門田村 ･西方村 .上出部村 ･同村内七日市 ･下
出部村 ･客質村 (10ケ村 )
2･原石代銀及 4分銀納の村々
山野上村 ･名越村 ･花滝村 ･骨野村 .北山村 .梶江村 .葵瀕村 ･与井村 ･書井村 ･天神山村 ･川相
村 ･池谷村 .山村 ･下鴨村 .東三原村 ･西三原村 (16ケ村 )
と｢都誌 ｣にみえる○毎年 10月江原役所の代官より各村庄屋年寄惣首姓vc. 12月 10日迄に膚帝
するようにとの達 しがあった｡吉井村ほどの大 きな村だと,総村有を4分して組をつくb,各組に庄
屋がいて,庄屋紘自分の組の分を分担して年貫を上納した｡E,の畢実は.享保 15年 (1728)と
元文4年 (1759)の御年貢割付状が茂平次組と新五郎組 (庄兵衛組 )とに分かれて存在している
ことからもわかるし,享和 5年 (1805)の｢亥年四組田畑高改米銀仕出割かけ帳 ｣からもわかる○
これを表示すると表 4- 2-5ととくであるo
表 4-215 青井村各組別田畑及び年巽南 (孝和 5年 )
組名年貢高 三郎右南門組 為右裾門組 官 兵衛 組 啓次兵衛組 計
田 畑 高 (石) 49,9280 275.1285 512.2570 58も5255 1□00.d57
田 高 (石) 25.7850 125.5879 141,8555 1Ll5,4504 456.675
畑 高 (石) 2d.1450 14?.5404 170､4855 217.8729 565.962
糾 合 米 (石こ銀 刀) 9.1458 49,94 7ー 54.178占 42.9579 178.2020
こうして組ごとにかけられてきた米銀両を.庄屋仕百姓の桝 田持高の多少に上って村人に削 9当てた
わけで4)った○
(音 永 夷佐男 )
引 用 文 献
注 1) ｢後月都誌 ｣によると. ｢然るVC近江周洩井部当日.乗倉二村はもとノ｣＼頻氏の政敵J､室のほと
りにて.池田家の領地在りしかば.彼二村の高四百五拾石余を江原村Vこて池田氏に譲 り,当日･
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東食を以て′J､堀家知行所とナ云々｣とある0
2) 三田市史鋤簾重点金解 (19占5):｢三田市史｣下巻.5200
3) ｢花川文笹｣とd,後月都芳井町篠原の花川弘氏が所意する江戸時代の村方文笹である｡
4) 井戚市史細井姿見金柑 (1964):｢井原市史｣187- 1880
5) 村上直 (19占5):｢天領｣人物往来社一 750
3 叢民の生活
tlJ鼻薬生産
史料的刺胞から.主として近世後期にかける姓氏の生活に限定し.ます第 1頂で農業生牽状況.つ
いで弟2項でそれとの関連vCおいて村内持高に上る農民層の棚庇を考察することとするO,豊丘虹全封
VCついて考察することは史料の榊 廟から不可能なので.築瀬･梶江 ･与井 ･川串の各村を中心と
L壁 臼は⊥L90
げ:近世にかける村内耕地状舶 みると表4-3-1rこ示したどとく.全休的に畑地が多ho襲
瀬村では.畑方がd9%を占め.かつそのdl帝は下 畑々 ･切畑で, 51帝の田方も下田･下々田が
そのうちの57帝を占める状態であったO梶江村でも相方が89帝と圧倒的削合を占めている机 と
の村では上畑 ･中畑が57価と中心と在っていたo与井村でR.上紀 2村と異な9,田方が56帝で.
= 礎の畑方をわずかにしのVlでおD.田古の)も上々田･上田がその占4帝を占めていた.川相村
で払 田方 15%vC対し畑方85帝で,畑方が圧倒的てるったOそのほか,舌井村でも畑万は71%,
天神Lu村でも畑方71帝で串って.同様VC畑方中心の村であったo
明治12年 (1879)の｢築瀬村村轟｣忙上ると.地味払 ｢過半砂石ヲ混ス｣のみならず.後
背の白銀山から銀や鈴の｢余功｣が水EIに流人するとh5劣感を土地条件であったo梶江村でも文政
11年(1828)の｢村明細偵｣VCよると,
当村者畑勝之在所二両川端多御座候而地味石沙地-御座鰯 着水早之両硯御座候｡細田之分者大川
用水引取候得共畢損者折節御座候0本田之舟何連茂谷小川天水葛二付用水始終不足仕儀故畑作多分
根付稀毛相成食両も用水不自由殊二谷間之田方故早不紙之愁多勿論当村二両者稲毛仕付不相成場所
も御座候O
と記されて掛り,また.菅井村においでも.天明7年 (1787)の｢柑明細幌｣に上れば.
当村谷川三通 り御座候円.天神山19流通 り痕山川二面出水之節著洪水こ而川姥切レ込御普請所多御
座院｡
と.Db.ひてDに上る被音や.出水の時の石妙の流人fC上って.地味は非常忙劣悪であったo この点
宇戸川村の明治8年(1875)の｢席噂一一覧襲｣によっても.ノJ､石砂土が50%.赤土が28%,
畢頒地がdロ鞄と記していて,その'#藤盲がよづけられるoまた.菅井町の最北部に位せする東三原
村･西三原村においては,明治9年 (i876)の｢村虚｣に上ると.
地味一卑湿地-其色魚質感シ.高級地-赤粘土エソテ井,X意･y.土地高ク水理不敏殊史寒冷早ク稲
果桑茶総テ植物不.蕊.尤煙草屠蘇辞専二速ス0
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表 4-5I 1 寺井町Bg係諸村耕地明細
品 等- 築 瀕 村 文政 11年 梶 江 村 文政 2年 一 与 井 村
面 横 斗代 高 育 斗代 高 面 研 斗代
田 二万 上々田 - - - - - - 反畝 歩1 7.8.175 石1.8
上 田 反畝 歩 石 石 反畝 歩 石 石 l77.0.005 1.87.5.02 1.5 10.961 ま4.815 1ー占 5.449
中 田 21.9.08 一.2 26.512 1.5.29 1.3 1.995 19.0.045 i.5
下 12.4.205 0.8 ?.?75 1.5.10 1.U 1.5265 227 4 0
下々田 26.1.0占 0.4 10.447 2.7,14 0.7 1.519 14.14 0.7
山 田 - - - - - - 2.4.04 0.4
計 占7.8.0占5 57.895 9,0,245 10.2895 152.4.2d5
畑 万 上 畑々 - - - - - - -
上 畑 18.2.12 1.0 1口.240 21.all 1.8 21.859 ll.0.015 1.0
中 畑 22.aO4 0,7 15.409 21.ま255 0.7 14.570 2u9.18 87
下 27.2.06 0.4 18.888 184.195 0.4 7.541 55.9.895 0.4
下 畑々 47.0.25 0,2 9.41d 7.4.01 0_2 1.555 5i7.255 a2
切 畑 45.8.15 81 4.584 6,4.29 a.1 0.d44 - -
計 152.4.00 50_537 75.5.24 45.989 104.&225
合 計 220_2.065 1Da252 84.&185 5d.2.585 257.1.19
任) 本表れ 史料偶 作記載の各史料 (芳井町役場所蔵 )yC⊥って作成した｡
ただし.盲井村の｢斗代｣は天明7年｢村明細噸｣(同役鳩所蔵 )VCよった｡
とあり,一層労農な土地条件であった｡
したがって,努意を土地条件同湘作中心の盛業生重力は低 く,築瀬村の文政 11年 (1828)の
｢明細傾｣vC紀されているようvc,畑方VCは｢雑穀拝木綿たばこ｣などを,田方には｢中稲 ･晩稲｣
のほか忙｢郷地之分｣vc辻｢木綿たばこ｣などを作付したが.耕地生産性比米にして平均田方 8斗.
畑方 5斗という低いものであったo この点は他の村々もほほ同様で,農作物栽培状況は川相村で払
田方稲作之儀早稲中禰木綿作社債o畑方之儀変作木細作井大豆小豆粟稗少 宛々作申候｡ (文政 12
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明治 4年 書 井 村 幕政 11年 川 相 村 文政 12年 天神山村 文政 11年
葛 面 耕 斗代 高 面 積 斗代 渇 面 硬 斗代 高
石 反畝 歩 石 石 - - - 反畝 歩 石 石
114.145 7.4.085 1.8 15.559 1.i15 1.7 2.294
45.22占 117.ム815 1.4 18a168 反畝 歩27.4.255 石t5 石41.250 10.8.155 一.5 16.258
24.720 129.9.115 1.5 1da920 54.0.lo§ I.2 40.842 2一.2.275 1.2 25.550
22ー727 55.1.15 0.9 47.855 15.4.185 0.8 12,571 21.&015 0.8 17,284
2.007 56.7.255 0.5 1&595 5.9.2ム5 n4 2.595l 2ー.2.045 a4 4.88d
0.968 - - - - - - - - -
107.795 545.a800 456.675 82.9.21 9d.858 47.5.000 6&27空
- 5エ&29 1.5 78,044 - - - 1ま7.255 1.5 17.915
10.942 2占エ4.26 一.0 2占ま487 9エ4.ll 一.8 95.458 18.5.285 1.0 18.595
14.588 205.5.015 a7 142.515 111.a.02 a.7 78127 2ま5.02 0.7 16.455
14.840 144.4.285 0.I 57.798 1占7.0.19 h4 46.821 4?.1_19 n4 1?.465
7.242 115.0.27 0.2 2まOー8 8ま4.17 u2 1i755 44.4.28 a.2 8.899
- 71.a.18 u1 7.1朗 52_1.195 a1 まま28 12.1.02 nl 1.211
47.404 851.9.10 541848 487_9.085 25&359I161.4.ー5 82.558
155.597 1197.7.10 0ー08.525 57Aa295 55i177 22a7.15 148.810
年 村明細偵 )
書井村でも.
- 当村田方稲作木綿作仕来嬢｡稲名赤毛掛毛自宅井外品々作仕侯O
-当村畑方大豆小豆幹事多ぽ こ木嫡作仕演O但田モ反こ付碓飯窄斗宛蒔申候o畑宅反二付和貸
せ斗宛蒔申候 (天明 7年 村明細帳 )
という状態であった｡これら姓作物の生産高tt.近世史科が残存しないため,表 413- 2に示した
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東 4-3-2 菅井町階係藷村政鞄生産練成
村 名 L 築 赤 村 凝 江 村 与 井 村 宇 戸 川 村 t
年 次 明治 12 (1879) 明治 15(1880) 明 治 2(18占9) 明治 10(,8可
産 物 政 奮 価 格 赦 丑 価 格 政 丑 価 格 敢 丑 価 可
栄 165石 1181円 98石Siト 945円 3ー5石~~ 1523円 日石1斗 281円
も ち 米 24石7iト 181 16石 24 - - 4石-3斗 ll
大 麦 241石 5斗 728 229石&斗 9占4 再呼 7斗 77る 84石6斗. 457
小 麦 i5巧 7斗 277 18市1斗, 114 12石 85 51石9斗. 94
襟 裳 44石9斗 200 44石占斗 29□ - - 28石3斗 占8
莱 11石5斗 51 5石Tエト 55 5石占斗 5占 5石4斗 ll
秦 2石4斗l 7 1石2斗 5 - - 石 1斗 8
稗 - - - - - - 占斗 8.5
大 豆 57石2斗 195 22石4斗 148 5石5斗 2占 8石8斗 58
小 豆 - - - - - - I -
ソ ノヽ 57石1斗 2日 17石d斗 95 - - 50石4斗 41
トウモ ロコ.y 2石2斗 7 2石9斗 12 l - - -
甘 柿 57070斤 542 25525斤 204 )40石 ? 58880 117
■lT儒 斡 稽 259イ斤 21 1840斤 20 7 占888斤 54
実 綿 5157斤 217 87斤 1 675斤 9 - -
生 糸 占斤 59 6斤 5ロ 18見目 ? 2275珂 -
監 禁 19578斤 IO古5 14469斤 845 2占83斤 157 4505〃 75
葉 煙 草 1284斤 58 540斤 25 2000斤 88 1石5斗 151
菜 種 2.倍 147 4石5斗 52 左石 45 - 12
& # 285Jf- 44 - - - - -
注) 1)築瀬村 ･梶江村 ･宇戸川村は｢輔 伺省遵｣(青井町役場所載 )綴込みの｢明治初年物産
誌｣(同役場所戒 )による0
2)価格は単価x数並に上って井出した｡ただし,与井村 ･東三原村 ･西三原村の場合は,梶
したo
S)表中の-は生産のないことを. ytj:不明なことを表わす｡
4)藍薬.生糸の生産は各村とも近世の｢明脚帳｣には記されていない.
ととく,明潜初年頃における良薬生産構成によって考寮すると.築瀬村で仏 米 .もち米 ･大袋 .,J､
麦 ･襟裳 ･果 .大豆 ･ノバをどの倣頚を主とする潜通曲産物が占8多を占め(内.米が24%)一万.
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束 三 原 村 再 三 原 村
明 治 9 (1876) 明 治 9 (187d)
裁 丑 価 格 数 丑 価 格
224石9斗 2204円 157石Biト 5ー50円
12石8斗 19 14石1斗 21
241石斜-1015 180石3斗 Ji21
日石5斗 80 拓 ふ斗 占
9石d斗 82 1石Siト 18
42石4斗 277 51石9斗 208
19石ぎト 81 8右列- 54
42石4斗 54 15石5斗 1ー
14石8斗 12占 9石5斗 70
6石5斗 7 巧 2+ 7
24石5斗 1一1 17石3斗 91
- - - -
9000斤 72 530q斤 24
35占08斤 578 14508斤 182
- - - -
I - - -
800斤 41 540斤 18
19800斤 851 10000斤 450
8石 . 40 5石 58
- - - -
表｣によも与井村 ･東三原村 ･西三原村は｢村
江村にかける明治 13年の単価を適用して井出
常用点産物である細 ･生糸 ･査 ･煙草 ･薬種など
の工兵戚耕作軌 すなわち,商品作物壮 52%VC
すぎず.括局,米麦 ･経常 ･芋類を主とする畑作
中心の農兵を生活辛皮とし,商品作物はあく･tで
瓜次的夜もあとして0-意味しかもたなかったとい
えるOとの明治 12年に着ける生牽状況は近世後
期にかいても同様を状況を示していたと推定でき
るC このほかの村について.築藤村同様普通戯産
物と持用並産物の比率をみると.梶蜘 75勿
対25丸 与井村では89帝対 11帝.宇戸川村で比85
帝対 15乳 束三原村では8296対 18摩.酉三
原村では84%対 14帝となっており,特用点産
物忙ついて帆 発僻村上りさらVC一層低い比率を
示しているo
この上)に.生産性の低い畑作中心の自給的点
垂に徒事していた点民は.鼻菜のみでは生活比成
り立たず,農業の合vl間忙副菜として凌ぎを行を
わざるをえなかったo梶江村 では. 寛保 元年
(1741)の｢村明細輯 ｣に上ると,
盲姓併作之外男-ぞ99たんす,衣-木桶等仕
侯
と記さTLており.また文政 12年 (1829)め
｢村明細噴｣にも
首姓共生真之透間穣男者縄事凍わらじを作9,
又者村内醗村二而立木柴専見原薪等掘&.井原
町其列所 江々持出し売払ひ飲食之助二成侯,戎
僻 目層線二両渡世いたし侯もの数多,女者大
畑等宮中候
と記されてVlるoまた,川相村でも文政 12年の
｢村明細碩｣に上ると,
膿英之間男女橡キ,男者縄をない以蓮をもみ,
軍律草を金作少,女者木用を俄糸を取り其余之
僚焦御座候
青井村でも,天明 7年 (1787)の｢村明軌 ｣l⊂は
当村男女共農業之外作間壕一切無御座候
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と記している机 明治5年 (1870)の｢村明細帳｣Vこそると.
幾重之鹸間男者薪わら仕歩等いたし町協市場江売橡仕儀O女者木綿仕番少 宛々仕儀O
と,男は薪 ･わら仕軌 女は木綿故と,作間稼ぎを行なっていたことがわかる○
村高vcついて比 村に大小があり,粂瀬村は108石余.梶江村は80石余.与井村は18□石余.
川相村は490石余,青井村は1000石余で.近世を通じほとんど変わっていなho戸口について
ち.表 4-5-5に示したどとく.大きな変化はなく.傾向としては漸増傾向をたどったo築僻村に
ついてみると,延享5年 (1746)の56戸から.文政 11年 (1828)には70戸.明治元年
(1868)VCは81戸に増加している｡梶江村では,寛保元年 (1741)の27戸から.寛政元
年 (1789)の37戸.文政 11年 (1828)の41戸.明治元年 (1868)の5rl戸と,同
表4-5-5 菅井町関係藤村戸口の推移
A 築 瀬 村
年 次 戸数 人政 拘男 女 僧 牛 局 史 料
延草 3(17日 ) 58戸 245人 127人 日8 〇 20匹 一匹 延字5年｢明細笹上境 ｣
宝暦10(1748) 51 245 150 115 0 55 4 宝衝 10年｢明細啓上傾｣
明和 7(1770) 58 2一占 126 118 2 55 2 明和7年｢村明細甘上鵬 ｣
文政 5(1822) 占9 Sd1 177 181 5 52 1 文政5年｢村方有姿母上帳｣
〝11(1828) 70 359 187 149 5 叫 1 文政 = 年｢明細臓｣
明治元(1868) 81 4d5 241 221 1 吐応4年｢明細岐｣
〝 10(1877) 85 482 249 232 1 45 I 明治 10年-15年｢年表｣
8 11( 8ー78) 87 485 244 241 0 45 8 同 上
′ 12(1879 90 485 244 241 0 58 0 同 上
荘) 数字は史料機に記載の各史料 (寺井町役場所蔵 )に上る｡
B 梶 江 村
年 次 戸数 (内)橘待 無南 人数 (内)顔 女 午 局 史 料
発保元(1741) 27戸 129 77人 5 7匹 1匹 寛保元年｢村明細碩｣
宝暦 2(1752) 27 125 73 50 12 2 宇和元年｢宗門辻日食 ｣
安永占(ー777) 58 4ー7 74 71 8 1 安永占年｢村明細横｣
寛政元(1789) 57 54戸 5戸 159 71 88 8 1 1
′ 2(1790) 36 54 2 158 70 占8 8 1
p 5(1791) 56 54 2 158 70 68 8 1
, 4(1792) 56 157 75 d2 8 2
0 5(1795) 56 152 85 47 8 2
0 6(1794) 56 149 85 dd 8 2
寛政8(1796) Sd戸 147 85人 84 8匹 2由
′ 9(1797) 58 159 89 70 8 2
′10(1798) 56 161 81 8D 10 2
′11(1799) 56 160 90 70 10 2
〝 12(1800) 58 171 9占 75 18 2
孝和元(1801) 58 172 95 77 12 2 宇和元年｢村明細帳｣
文化10(1815) 57 182 99 85 14 2 文化 10年｢村明細帳｣
4 14(1814) 57 ldtI 95 75 10 2 文化 14年｢家数人別杏上嶋｣
文政11(1828) 41 207 10占 101 15 4 文政 11年｢村明細傾 ｣
′ 12(1829) 41 56戸 5戸 215 107 10占 13 4 文政 12年｢村明細傾｣
明治元(1868) 51 40 ll 281 156 145 21 5 感応 4年｢村明細帽 ｣
0 5(1870) 52 41 ll 285 140 145 22 5 明治3年｢村明細帳｣
江)数字は史料欄に記載の各史料 (寺井町役宅所戎)による○
横に姉増している.表 415-4忙上り.青井村についてみても,安永占年 (1777)の280戸
から,文政 10年 (1827)の509戸,天保 12年 (1841)の524戸,万延 2年(1841)
の 545戸と,上記2村と同様VC,漸増を示してL^る○つL^で.牛等政をみると築僻村では.馬はほと
んどからす.牛は漸増してか9,その政は文政 11年で44匹であったo梶江村でも同機に‥馬は2
- 5匹にすぎず.牛仕 10匹余で明治に入り20匹余に増加してV,るo書井村でも馬は5匹前後とそ
の故は少ないのyC対し.牛は近世を通じて50匹はvtた○威して‥筒仏とくわずかで牛が戸数の約半
数に飼われていたということになるo
jた,各村の磯煮栴成をみると,表4-5-5に示したととく,社会的分化は顕著でない○すなわ
ち,築瀬村でみると,文政5年に抽 ･骨油穣 1人と瓦族 1人がvlる忙すぎず,段応 4年に至って油･
骨油稼1人.瓦焼 2人 酒造 1人.大工 1人,石工 2人VEなって合計で7人に増加しているが総戸数
81戸からするとその分化比重わめて綴盤であった｡程江村では.文政 12年の25人から.明治4
年の52人と漸増していて.総戸数 72戸からすると蛮補村上りは分化の皮合いが高vlo与井村や川
相村などこれら以外の村につVlてもほほ同程匿であったo しかも.これらの職兵は完全に独立分化し
て営業されていたのではなく.たとえば,文政 12年の川相村の｢村明細横｣に.
川役銀御座候得共究両棲キ人よ9申来無御座百姓虫問二少々宛租棟キ申食
とあるととく.農民が亜美の合間に行な)兼業的なものにすぎなかった○それゆえ,生産額もあまり
高いものではなく.たとえは.明治9年の釆三原村の｢村誌｣に上ると.木材を加=した炭 ･松坂 ･
架板 ･杉板が救造物としてあげられているが.いずれも村内消費に充てると記されていることからも,
自家消史かせvlぜい村内消亜忙足る丑であったo
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表 4-5-4 青井村土地所有の概観と戸口推移
年`次 村 高 (内 )人 作 田畑 高 ･｣､前 田畑高 戸 数 (内 )高 時 無 高Z
安永 d(17-/7) 1000石457 - - 280戸 249戸 51戸l
天明 7(1787) ■l - 284 255 29 l
文化 14(1817) 一▼ - - - - I
文政 3(1820) ′ - - 287 - -
〝 10(1827) - - - 50.9 289 20
〃 12(1829) 998石895 - - 515 - -
天保 9(1858) =〕DO石占57 15一石811 807石911 522 287 55
p lo(1839) 〃■ 156石855 802石847 525 279 44
a ll(1840) 〟 151石128 808石594 524 275 51
〟 12(1841) 〟 157石809 788石421 52占 274 52
, 15(1842) - 144石d45 801石585 525 2d9 58
k 14(1845) 一少 148石485 797石747 530 270 80
′ 15(1844) A 167石85戸 791石425 5-55 272 85
弘化 2(1845) 〟 551 - -
I 3(1848) ■ 1占1石448 794石525 552 272 60
′ 4(1847) - 1d2石799 7_95石152 529 270 59
′ 5(1848) b 15占石959 798石995 552 275 57
為永 5(1852) 1000石759 17d石841 782石985 552 275 59
Jr d(1855) 一■ 185石525 774石521 558 280 58
0 7(1854) 〟 166石1LI5 795石699 - - -
安政 2(1855) 一㌢ 16占石994 792石848 - - -
p B(1856) A 162石422 797石422 - - -
〃 4(1857) P 172Edd0 787石184 - - -
〃 5(1858) ノy 168石844 791石040 - - -
〃 d(1859) I 18占石084 775石760 王58 282 58
, 7(1860) 〟 189石092 770石752 545 282 65
万延 2(1841) 一ケ 185石409 77占石455 545 272 75
荘 1) 安永 6年.天明7年,文政 5屯 10年. 12年.明治 5年のものは各年次の｢村明
文化 14年のものは｢文化 14年人別増味啓上帳｣(同役場所蔵 )による｡
天保 9年～万延 2年の ものは｢策門人別増滅辻目希帳 ｣(同役場所蔵 )による｡
2) 戸政は寺庵を除いた数である｡
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11.151人 15人 58.0人 56.0人 1人 ム0匹 18匹
1.151 14 575 540 1 52 10
1.215 9 621 585 7 85 d i
1,17占 ll 620 545 1 - -
1.298 12 685 601 10 48 ム
1,584 12 717 占55 10 56 7
1.405 5 711 679 ll - -
1.420 17 718 685 12 - -
1,585 17 d94 占72 12 46 4
1,408 15 占99 894 1与 48 占
1,425 10 705 708 15 dl 5
1,451 15 724 714 14 56 2
1,481 15 728 720 14 56 2
- - - - 14 - -
1.440 12 715 755 14 56 2
1,494 15 74d 755 一ll 44 5
1.505 14 754 755 1u 41 5
1.592 14 798 780 8 4占 5
1.595 14 882 779 8 52 4
I.578 15 788 777 8 55 占
1,585 15 795 779 8 45 5
l,占15 15 807 795 8 41 6
1.829 2ー 816 801 8 57 5
i.占5□ 12 82占 812 8 - -
I.dd2 iS 828 821 8 55 5
1,占72 ll 852 829 8 48 1
1,702 12 840 850 8 47 1
細婿｣(若井町役場所蔵 )忙よるo
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(2)良民層の桶成
前項で.鹿菓生産を中心として明らかにした村内概況を背景にして.近世後期の良民眉の構成を.
梁瀬村に関する藤沢晋 ･中野栄智子｢近世後期姓氏住宅の階層構造｣(岡大教育学部研究集軌 第15
号.所収 )なる論文における研究船巣に蒔かれて.村内持高忙上る考察を試みよう｡
図4-5- 1は染瀬札 図4-512は梶紅札 図415-5は与井村･川相村の良民眉構成の軌
況を,Ⅹ軸に戸数.y軸に持高をとって,国中記職の各年次にわたって,ロ,-レンツ曲線で把達しよ
うとしたものであるo築瀬村の場合は図4-511によると,延宝5年 (1677)から安永 2年
(1775)の約 100年間に,中間層の土地喪失が顕著にあらわれており,両極分解の進行をそこ
にみることができる｡また,安永2年頃までに,戸数の上で.(勾5- 4%の上鳳 (B)20率の中風
図 4-511 近世忙おける葉蘭村の帝高階層分布(史料は表 dK同じ)
(C)809jb弱の下層という5つのグルーブが形成されていることもうかがえる｡安永 2年以降をみると,
為永元年(1848)･明胎 8年 (1875)の分簡此礎とも安永2年のそれとほで瑠 似した曲線を
示してかわ.ほとんど'変化はみられない｡それゆえ,襲新村忙･1,いて払 農民層分塀比安永頃までに
-till
進み,それ以後 100年間はほぼ恒常化した良民層構成であ-たことがわかる○図4-5-2におけ
る梶江村では.延宝5年から文政 2年 (1819)にかV,て･わずかではあるが中間層の土地壌矢が
図4-5-2 近世における梶江村の持高階膚分布(史料は表 dK同じ)
みられ 両夜分解をなしてか9,文政 2年以後,明治 5年に至る50年間はほぼ恒常化した杓成を示
している0-万,図4- 5-5に掲げた与井村にかV,ても,延宝5年から,明治4年(1871)VC
かV,て.梶江村 と同様のことが認められるO川相村については嘉永4年(1851)のものしかなV'
が,与井村の明治4年のものと比叔すると,与井村より.わずかvC吃立がはげしい曲線をなしてか9.
両篠分解が与井村よbわずかに進んでいたことがわかるoそして.これら5村についても築瀬村にみ
られた糾,03),(Cめ 5つの持高グループの形成がそこに認められ.姓氏眉構成としてこの区分を混同
することができる｡
したがって.娃宝期の兵民の帝成は5村ともたいした相速はなかった机 秦瀬村で紘安永期までVC,
梶江村の文政楓 与井村の明治初年,川相村の嘉永期よりも中間Jiの土地墳矢が甚しく,はげLv'両
極分解がすでに進行していたことを示してV'る｡
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図 415-5 近世に卦ける与井村 ･川相村の持高謄J+d分布
(史料は表 占何句じ)
以上の分解曲線上に垂らわれた事実を,表 4-5-占忙より具体的に持高忙対応させて,遊民層の
構成をとらえてみようo
繁簡村VCついて払 まず,安永2年 ･粛永元年でみると.払ルこ属したのは持高 10- 50石屑 (10
石台 1, 50石台 1),(B)Uc属したのは 1- 10石JiでこれはさらKajJ)5- 1G石届 (1戸 )とCB2)
1- 5石屑 (12､ 15戸)と忙分けることができるo(C)vE属したのは 1石未沸届および無高層 (45
- 59戸 )であったo これを延宝 5年と比軟してみると.払ゆ 2戸(10石台 )のうち1戸が安永以
降50石台へと大きく成長しているのかわかるo相識は延宝からみてもわずか 2石足らずの増加にす
ぎないのに. このようVC大筒狩が出現したことは,一万で土地を喪失した届が存在したことを意味す
るo これに軟当するのが(B)の中間層で.戸数比率からみると,延宝の4占･7帝から安永以降 22-21
%へと大願に減少しており.その持高合計は村筒忙対し延宝の 54･5%から,安永以降 51- 54帝
に減少している○戸数の上から払 この田)の観少舟比(C好増加分としてプラスされてV,るOすな-bち.
(C)の戸数は村の総戸数に対し延宝 4819%から,安永以降 74- 77%へと大幅に増加 してきている｡
曾た,梁瀬村では轟 占の旺5に記したととく,明治8年の持筒表示比 地租改正により近世のほほ 4
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表 4-5-6 芳井町関係諸村持高階層構成の推移
A 簗 瀬 村
年 次 延 宝 5 年 (1477) 安 永 2 年 (ー 7
持高 戸 数 戸数比率 l持高合計 持高比率 I戸 数 戸数比率 持高合計
100石以上5 - 10052 2 2戸 4.4% 51石769 29.8% 1戸 5.5多 5一石21511 4
5- 10 5 J46J 21石414 J54.5 1 J22.4 5石148
1- 5 18 56石611 2ー 27石875
1 石 未 満 18 J48.9 占石097 ) 57 55 174-1 14石554
無 高 4 幾 0 8療痕 0
合 計 45 100.0 95石891 58鰻.A:! 100,0 90石185
他 村 人 作寺 社 槻 係そ の 他 9石1861 5570 225 10.0 )18石047
村 高 10占石557 100.0 108石232
庄) 1･数字は.史料欄の各史料 (芳井町役場所蔵 )から井出したものである0
2. 延宝 5年｢無高｣漁印の4戸は推定戸数,安永2年の｢合計｣幾慈印の58戸は明和 7年
東銀印の8戸はこの推定 58戸から筒符の計戸数を差引V'た推定戸数である｡
i 明治 8年の数字は築瀬村の場合.地租改正によ9,その理由は不明であるれ 田畑の反別
して表示し.たo
郎 相当する持馳 び忙村高とな-ているれ ち紬 にこれを1-に縮小して左耶 ()付で示し,これ
を安永2年 ･嘉永元年と比敏してみると,ほとんど相途がなV'点が認められる.それゆえ,明治 8年に
おいても.近世後期VC存在した的)PHCめ各牌層グルーブが存在し.持高は約 4倍にして把冶すればよ
いと考えられる｡そこで,安永以降における階層を明治 8年の持高によりみてみると,終yCは 100石
台が 1戸と50石台が 1戸あり,大高符というペく.(B)には(Bl)として20､ 50石屑が1戸あり.
(B2)の半数以上が5- 20石屑に施し,(C)には 5石以下が属し.これK照筒 5戸が加わる｡
つぎVC,梶江村vCつVlてみると,文政 2年･明治5年ではレ叫こ属するのは 1戸(10石台 )(a. )
に属するのは1戸. (B2 ) に属するのは 12- 15戸.(C妬属するのは50- 52戸である｡この
(q昨QL 無商戸数が不明のため加えられてい夜い (与井村･川相村･KかV'ても不明)｡梶江村では表 5
VC示したように無葡戸数は.寛政元年で5戸.文政 12年で5戸.明治元年で 11戸存在し.その数は
しだいVC多くなっていっているoまた,苦井村の場合も表 4忙示したように.安永d年には 51戸であ
ー84--
75) 霜 永 元 年 (1848) 明 治 8 年 (1875)
持高比率 戸 数 戸数比率 持高合計 持高比率 戸 数 戸数比率 戸 数 戸数比率
7 -.4% 1戸 ト 鱒 54石J5918 5 ′ 巨 (1)戸 (2.5)abJ 1.5) 1戸4 1 2.5%l l2) 1587505 )20.8 5 045 13ま5 7
15 51石260 (16) 54 1 7占,5
ll5.4 47 17占.6 14石790 115.7 (56) )(76.2) 27
12 0 (5) 5 占,2
77 100.0 101石占9ー (a)) (100.0) 80 100.0
116.7 2石96213 579 1 ふ1 22石748
100,0 108石252 10aO 444石025
｢明細脊上帳珪 ｣の戸数合軒が去8戸であることから推定したものであるo従って同年の｢無高｣
及び斗代が近世の約 2郎 評価されて持融 的 絹 とな-ており,楯 では各戸の持高を‡忙軌､
ったが.弘化 5年vtはdD戸.万娃 2年には75戸としだいに増加してV,る○ これらの例から,そ
の比率は戸口のほぼ 1- 2劇痛i!こあたるものであることから,鶴EE村 ･与井村 ･川相村把かV,ても
無高層の戸数はこの程既に増加していったものと推定されるo
さて. この梶江村の場合でみると.軽宝5年の陣席練成に比欲 し,払)では戸数は 1戸で変化なく.
その持高も10石台でわずかに敵石増加した忙すぎず.この村では 20石以上の大高符の成長はみ
られない○(a)では戸数比率をみると,延宝の5ム9帝から, 50､ 55帝とわずかに減少しており,
その持高の合計は村高に対し.延宝の68･1%から45､ 56啓と同様にわずか夜滅少を示す忙す
ぎない｡したがって,(C昨かいて姓.(恥 叔少分が少なV,たけにその増加分も少をく,戸数比率IC
比延宝の60,5%からda～ 66解とわずかな増加を示している忙すぎないo
つぎK,与井村についてみると,明治4年では.仏粒 4戸(28石台 1, 10石台 5)(a)は25
戸((Bl)が5戸, (B2)が20戸 ),(Cyこは稀有を除いて59戸が周しているO これを延宝 5
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C 与 井 村
年 次 延 宝 5 年 (1占77) 明 治 4 年 (1871)
持高 戸 数 戸数比率 持高合計 持高比率 戸 数 戸数比率 持高合計 持高比率
50石以上4 -5042 1戸 ) ll.7% 29石005 ) 49.4留 1戸 ) 6.1% 27石075 l 45.0%
10-20 5 40石812 5 42石897
5-10 4 ) 55.0 29石112 1 48.8 5 7 54.8 20石850 1 4aO
1- 5 14 54石884 20 44石122
1石未 満 12 55.5 5石511 18 59 59.1 12石005 7.4
合 計 54 100.a 140石924 100.ロ dd 100.0 144石747 90.4
他村人 作寺社 牌 係 8石45215 2 9 l 9.a
村 高 140石924 柑2石418 10ロ,8
史 料 延 宝 .5 年 ｢検 地 帳｣ 明 治 4 年 ｢田畑名寄帳 ｣
荏) 1,数字は史料欄の各史料 (芳井町役切所就 )から算出したものである0
2.無高戸数は不明であるo
D 川 相 村
年と比較すると払始同様に 1戸で変化
なく,その持高は20石倉で2召現場紗して
いるo(恥 戸数比峯では延宝の55多
から54.8多とわずかに減少.持高合
計でも延宝の4i.8%から40解へと
同様yこわずかな減少を示しているo(CJ
も延宝の55.5多から59.1帝へとわ
ずかに増加しているVこすぎなvlo
また,川相村についてみると.(帥こ
属するものは50石台が 1戸, 10石
台が9戸あり,(B匿属するものは,戸
数比率で全体の57.2多であってこの
比率辻他村に比べかなり高く,(C粒瀬
高を除き55.7多の戸数比率を示して
vlるo
以上忙よって明らかなどとく.中屑
グルーブの大幅な土地壌央による少敢
年 次 高 永 4 年 (1851)
待 戸 数 戸数比率 持高合計 持高比率
50石以上4 -5042 CI1 2 1戸9 仁 ..%｣7 572 58石742112石05 54.8%1 1
5-10 12 85石26CI
1- 5 占8 182石229
1石未 桝 50 55.7 27石198 5.4
合 計 140 100.0 465石474 94.5
他村人 作寺社 関 係 17石0029 9541 5.5.
村 有 490石452 100.□
荏) 1. 点字比史料欄の史料 (菅井町役場所蔵 )から
題出したものである0
2.転高戸数は不明である0
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の大高痔の出現と.下層グループの戸数増大机 hLも新著にあらわれているの仏 案滞村であり. こ
れは.前述した分解曲線が, この村において,壕もはげしく蛇立した曲線を示 したことと.一致する｡
すなわち,このこと仕舞瀬村tR:おける姓氏眉分解が最も進んでいたといえる○ちなみに.各村の上位
2戸をとり,その合計の村内における持高比率をみてみると,重液村で比 嘉永元年 (1848)で
46､7‰ 梶江村では文政 2年 (1819)で40･占%,与井村では明治4年 (1871)で5 1･8
%.川相村で(ri為永4年 (1851)で 16%を示し.薬液村が他村に比べ,上位 2戸の村高に占め
る持高比率が虫も大きい｡ このことからも.分解曲髄から把捜された築瀬村の両複分解が最も大きい
ことが盛づけられるOまた, この串実払 窮 1項で述べた廃業生産の普通曲産物と僻用姓産物の比翠
において.築瀬村が,低い夜がらも他村に比べ虫も高い特用出産物比率を示 した点と一致する○すな
わら,築瀬村vCおける商品超群の進展が.何らかの意味で,汲民層分解に影骨を及ぼしたものと推定
される○
また,ロ-レンツ曲瀞と.具体的改持高表示に上って殴愛した,紘)個(q匝 5つの階層グルーブに
ついて,｢股的区分を適用すると.仏虹田鹿 (58石以上は裏地 ),担相中乱 (C極貧虚に軟当する｡
この場合の｢素点｣の規定は｢線種の特権 硝 薬高利覚資本触能 ･曲産物加==程uJ独占串をもつ｣1)
地主億であるが,無頼村で総.安永以降糾妊崩し,その持高が村内良市で50石台を維持したの牡.
本山成家であり.これについだものが.宝暦 7年に この本山成家から分家した西山成家であった｡そ
して,明治 8年村内持高 109石 5斗 1升 2合に達 したこの本山成家虹 文化4年よb酒造業.その
後貸商をも経営してかD,また,村内持高 55石 2斗 8升8合の西山成家は,寛政 4- 7年に鉱山経
営.その後骨油進を軽骨 してかD,上記の条姓規定に骸当するものといえる｡
この1うな持高の上から村内で上iiZ:の百姓払 概 して.庄屋 ･年寄など村役人であるとともに,酒
造業などの商工菜を経営してV,るのか-1投であったoすなわち,梶江村で仕.文政 2年村内最高持高
15石 4斗 7合 2勺の九十即は百姓代であり,その上 文政 11年の｢村明細帳｣VC.
水車宅帝棟人九十弧 運上銀四匁七分管ヶ年之内五月より七月迄三ケ月休畢残九ケ月相橡申候｡
酒造菅株稼人九十即,元酒造株高四捨石.酒造米高弐百九拾八石三斗四升御避上鎚給弐匁｡
と記されているから.水車腐ぎゃ酒造免 さらに,牛馬禿岸の膏薬も行なっている｡また.明治 5年
に村円最高の筒持て 14石9斗 4合 9勺の渡辺顕蔵は庄屋で,水車稼ぎ蓉行なっている｡ついで.持
高 7石 2斗 8升 4合 5勺の元盲は年寄で.酒造業を営んでいる｡川相村にかいても,発音は村内壕高
芯緒の58石7斗 4升 2合･k所持して庄屋であり,持高のうち, 17石余を小作地として.小作人に
貸しつけている○
(3JJR地による土地の墳矢と典中
(2)でみた良民層分解は.(1)でみたように商品経済の進展がその直康的腰間とは言いきれないものが
あゥた｡しかし,分解の進行してい/uことは指摘したとかりである｡そこで,分解はどのような形態
をとりつつ進行していったか忙ついて以下考察しよう｡
本丸 土地の売買は寛永20年 (1i45)の｢田畑永代売只熟上令｣に上り固く禁止されていた｡
これに関して払 梶江村明治5年r御仕恐五人組碩｣(芳井町役場所蔵 )にも,
→ 08-
田畑屋敢山林等永代売只御停止二億0若質物人俵-バ捨ヶ年を限,証文二庄屋年寄五人組加半為致,
田畑を質物二人金子を借候-I,',年季之内地所金主作配致し御年貢も同人二9可相納車
と掲げられ.統制は続V'てVlたことが知られるo
山崎隆三氏杵よれば ｢良民餅 が萌芽的利潤の未成熟忙もかかわらず,いわば他律的に商品-甥幣
経済にまきとまれる場合には:,-増Bの上層曲民は余剰を建碑しえて-それは村役人としての特陣に基
づくととが多いが一商品販売者となり,さらにそれを出発点として雇傭労働を使用する大規模な= ･商
業経営にも発展しうるのであるれ その反面その他の大多数の曲馬はその収入ならぴtK支出にかいて
紫幣経済に深くまきこ恐れながらも余剰を生み出すことがで奉す.せいぜい単純再生産をなしうるtn:
すぎをい状態忙おかれる○それゆえ.この ｢うな｢投の澄民経営忙あって吐富裕化レ経営を拡大する
可能性はほとんどないばかりでなく.自治経済的状況の下で単純再生産をくり返している場合のよう
な安定性もなく,貨幣経済にまきこか tているたけにかえって不安定な状態にかかれるOすなわち.
凶作.家族労働力の減少 ･出産物価の下落,･肥料史の軸 串の藤条件によって再生産に必要な生活 .
生産手段の購入や年貢納入の耳金が十分に繰られない場合.それを袈機vc没落する危険性をもってい
るのであるo再生産を続け1うとすれば,必衰とする食帝を借9入れなければならをい｡そのような
時,まず,家族の一見を質券奉公人･長年季奉公人として放出する机 それ忙つV,で土地の里入れに
よって借金を舶 することに覆る02J)と規定紬 て嶋 青郷 蛾 に帥 てはこ槻 定があてはま
るのではなかろうかo衰 4-3-7に.川相村の田畑質入状況を一例 として示したが.各村にふいで
も上記の引用文のE.-とく.土地の耳入れK:上る借金朗 とVlD方法がとられたもののようであるO田
畑 ･屋敷などを質地として宜収主fK貸入れし.多く蛸 合5年ないし10年の中晩を切って借金したO
その理由について比年賀栄進が多いエ)であるoそして,年貢結党地が請け返されるtでは前引の五
人親戚の紀収のどとく,貿社主に代わIJて質取壬に上-Jて納められたo質汲主の中杵は非常を困窮者
も存在し,
身代限り差出証文 天保十五年度調
弘化二巳年三月乱用 安政三度年産
｢川相村諸証文捷｣ (芳井町役場所溌 )
架帝 庄屋 盛兵衛
御 年貢 不納 二付 身代収差 出証文之事
一 朝弐盲九捨弐匁余 但去ル鹿抄去来迄四ヶ年御年貢申勘前納分
此 処 江
倒検 地千弐百三番 久 次郎受
- 屋 敷 宅 畝拾五歩 高 鷲斗五 升
同九百五十 六 は夜だ又石神門受
一 上 畑 奄畝六歩 嵩 ,e斗弐升
向九百五十七 同所久 次郎受
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表 4-5-7 川相村嘉永元年田畑質入状況 (天保 15年-安政 5年 )
｢川相村諸証文控｣(芳井町役場所蔵 ) 兼帯庄屋 重 兵衛 記
ー? ? ? ? ? ? ? ? ?
借 銀 主 貸 銀 主 借 銀 高 朝 地 本銀返年 限
た き 音 書 450匁 中畑 1反 15嫉 中畑 1畝18歩 10年切
熊石 衛 門 徳 育 100 革山 1カ所 10 〃
長 兵 衛 鶴太 郎 70 下々畑 . 7畝 24歩.
周 蔵 築瀬村 敬太郎 1且105匁 1畝 22歩 5 中畑 一5畝15歩境 .畝2 歩5 5 〃
利 右衛 門 碩瀬村 敬太郎 55_8年 中畑 9畝15歩 中畑 . 1畝19歩 5 〝
弥 惣兵 衛 〝 〃 550 中畑 9畝 10歩 5 〝
庄 吉 〝 要太郎 550 中畑 5畝18歩 中々畑 5畝12歩 5 〃
庄右衛 門 ■′ 〝 550 中畑 1反 25歩 5 〝
三木 太 郎 〝 敬太郎 754 中畑 1反4畝 5 〝
仙 蔵 ■ 〝 〃 1H150匁 下畑 1反 5畝d歩 5 〝
直 裁 〃 〃 〟 下畑 1反 4畝 5 ′
周 蔵 〝 〃 550匁 上畑 9畝 20歩 5 〃
仙 威 .〃■ ノy 530 中畑 9畝 20歩 5 〝
直 裁 〝 賓太郎 550 上畑 ,7畝 10歩 5 ■'
長 吉 〝 一′ 550 境 .pカ長畝 歩` 草山 1カ所 5 〝
蔵 書 〝 敬太郎 550 草山 1カ所 5 〝
〟 P H 44 ′ク' 5 〝
宮 昔 〃 〝 550 横山 1カ所 5 ′
■■ r I 占4 JY 5 〝
金 右衛 門 〃 〝 1fr700匁 中畑 4畝 12歩 下々畑 5畝占歩 S p
一タ ■■ ■' 226匁 中畑 4畝 12歩 下々畑 5畝 ム歩 5 〃
粂 吉 庄 吉 ldO 下々畑 5畝 5 〝
億 右 裾 門 秦漸村 敬太郎 510 上田 4畝 14歩 上田 4畝 占歩5 5 〃
文 八 〝 〝 550 革山 1カ所 革山 1カ所 5 〝
継 太 郎 ち - 兵 術 800 儲 冨款 ,2Ji 歩 中畑 1畝 10 〝
伴 次 郎 河合 刺 青郎 880 下;岬 0畝 15歩 1(】〃
周 次 郎 平 三 郎 800 上佃 占畝 29歩 上畑 ■d畝 14歩 10 〃
熊 吉 凝滞付 孝三郎 占00 贋 1孟畝 諾 .1若 2 〟
平 1三 郎 河合 刺 青 郎 8〔10 中畑 4畝 12歩 10 〃
塵 耽 〟 400 革山 1カ所 10 ′
柵 次 郎 豊 吉 550 革山 1カ所 18 〃
豊 吉 河合刺 青郎 550匁 革山 1カ所 10年切
友 次 郎 和 太 郎 220 上畑 占畝0歩 5 〟
∫ 栄 次 郎 808 上畑 一畝 12歩 上田 4畝d歩 5l下 7 0 中畑 9 10歩革山 1カ所 5 0
仙 助 1与 惣 兵 衛 500 上畑 2畝 占歩 中畑 5畝 10歩 占 p
他谷村光福寺 河合利 吾郎 800 下々田 r1畝2歩 下々田 1畝 25歩 10 〝
一 上 畑
同 九百五十九
同 千百四
一 切 畑
弐 畝拾六歩 高 弐斗 五升三舎
同所 同人受
弐捨四歩半 濁 八升弐合
家 ノ脇 四郎右衛門受
菅反歩 高 菅斗
内 五 畝歩 高 五升 右 荒引
同 九首三十弐
一 下 畑
同 九首弐捨八
一 中 畑
同 九百三拾番
一 下 々畑
同 九百五拾香
- 中 畑
堂 ノ旺 次郎兵衛諦
五 取捨八歩 高 弐斗弐升 四合
谷 山堂 ノ下 四郎兵衛看官
七畝 捨歩 高 五斗 管升三舎
堂 ノ渡 次郎兵衛計
五畝拾歩 高 宅斗七合
胃ノ曾根又右術 門甜
四畝歩 蒔 弐斗 八升
管畝歩半 濁 七 升膏合
天保 四巳盛返 し
拾 九歩半 肩 四升六合
右 荒 引
′畑反別 三反八畝九歩半
J{ 碍 管石八斗弐 升九合
一 柿乃木 菅 本 御小 物成銀 雪 舟
- 柿乃木 菅 株
- 桃乃木 弐 本
- 居 家 管軒 但梁間弐間半桁行五間前後下付 薬屋横茸口之板戸pr肥坪召ツ癖
- ふ ろ 菅 丁
一 様 JE T
一 銅 管 ツ
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右之内鍋やツ大原土瓶菅 ツかうら召 ツ杓子菅本茶碗三ツ古水中禰菅ツ古武石八枚之外当用之晶御差
戻被下僚旨破申開候
右者私持高御年貢諸役御叔立方栄而度数破中洞候処,色々相斬年々納分前智之通 り相怒,度 版々数
御催促有之侯碑共,納所町仕手触 乙熊拠身代痕リ差出償外無之段申答侯処,甚心得連之旨呉 御々
利解御座候縛共,銀子網遵納所可仕手段燕之二付不樽止事,前苛所持之品々井右畑地=作付領有候
卓変共,今般差出申候間御諸般不納朝潮虻可被下候｡右二両者多分不足二可相成何卒御村方二両御
井昧禎成下僚機頗上候O然ル上着早 僧々崖転宅仕来候｡四月十五日ヲ収右居家相退抑作舞方御董支
少も相懸ケ申間数侯o勿論御利解も承引不仕身代収リ差出慈御首姓平和味を相諸侯上着以後愁訴仕
儀心底柵 御座膿o為後日之身代成り差出証文仕渡申処仏和件｡
弘化五 申年三 月
川相村百姓 周 吉 印
親類 末 八 印
判頭 茂 助 印
村 御 役 人 中
と史料に記されている上)に.EE]畑 ･虚数のみならず庭木 ･借家･ならびに家財道具すべてを隻入
れするという壌鵜な例 もあったo質地鯛係吐いうまでもなく本来請け戻しすることを前嬢として発
生したものである机 多くの敬合,借金を返済して請け戻すことはきわめて困難で.結風 流質し
て土地所有権は賀取主へ移行して串東上 売只が成立し,その後.もとの質碇主に対するti/J､作が
行なわれる場合vCも,両者の関係性土地の貸借周償vE転化し.小作料が授受されることになる｡蝕
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民が′｣､作科を恒常的に払うために吐必蚤労働部分以上の剰余が農民の手に存在しなければならないれ
しかし,その上うな場合に杜免民はもともと借金の必要比丘V,わけである｡この矛盾した隣保はいっ
たん鹿民忙形成されていた萌芽的利潤が質地地主-高利柴資本に上り収奪されるのではな(,兵民の
｢支払能力･抵抗能力｣のみを収界とする高利柴的収奪のもとに3>いて,再生産が破壊される危険性
をはらみながら.貸地掬係が恒常的総統的忙成立するのW,徐々に形成されていく萌芽的利潤部分を
なしくずし的に収奪していくとvtD.すなわち.常忙焚地地主の手にのみ萌芽的利潤が成立する結果
である｡このなしくずL的収奪の具体例として.低額賓地の地主への集中がみられる.
したがって.借銀をした良民K,｢所席の家財 ･山林又は年貢安さ田畑などは此借銀利息に皆銀主
へ頼られ侯郎 相成候.{･付卓,蒙古の者の取痔仕俵田舶 年貢安 く加療御座鮎 地VC欄 座@5Jirib
共済｣〔備前 〕)とhD状態が｢投であったO このことは,表表4-518に示した田畑質入れ値段
についてみれば明らからであるoすなわち,質入れ値段比晶等の高低には比例せず,上田･上畑より
衰 4-5-8 梶江村田畑質入れ値段
年次 苗 永 6 明 治 5昂等 (1855ー (1870)
田方 上 田 # 450El 金 20両
中 田 558 王Cl
下 田 450 55
下 々 8□ ロ
畑刀 上 畑 50〔】 20
中 畑 550 25
下 畑 450 20
下 々 畑 480 25
注) 1.史料は各年次の｢村明細帳｣(菅井町投射 ,iE)
忙上る｡
2. 田･畑とも1反につV,ての値段である｡
も中田 ･中畑の方が高値であり,下
田･下畑も上田･上畑に匹敵する値
である｡このように,賀地関係はせ
ず剰余の生 L:うる低年実地qCかいて
成立し,質取主忙一席の有利性をも
たらしてL^る一方,高年貢地を残さ
れた裁民にとっては限界以上の収奪
･圧迫となって比ね返 ってくる.ま
た, このよう忙しで土地を集耕して
いく質地地主比,多くの場合,赦初
から地主として生成してお9.現実
忙払 商人的棲能をもつ在村の上屈
曲民である.具体的にみると,梶江
村天保 14年～明治5年｢証文蛙 ｣
(芳井町役場所蔵 )によると,元舌
が銀 11巽598日,金 1占8両5
分,渡辺薪鹿が朝 5E 158日の貸親王となっている■元書は書井村1,こ卦V,でも天保 2年｢田畑山林
本銀返常流証文趣｣(菅井町役場所蔵 )に上ると銀51耳古口OEh 金 271両の貸銀主となってい
る.釣述した上うに,元青壮年等,鑑辺哨戒は庄屋であっていずれも村役人である上ilC上層農民であ
るo以上のよ)忙 .｢萌芽的利油｣の未成勲を場合忙おいて払 ｢投農民払 窮之化の一途をたどる
のみであるのに対し,他方では諸種の特権 ･南桑高利貸資本繊能を有する地上層の十和の者のみカi,
より一層の富の娘餅をなして｢組 民層の窮乏の上vEそびえ立つと'A)経過をたどることが確認され
る●
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(4) 薮巣山成家の成長
で払 窮乏化の速をたどっていく一般姓氏周の上にそびえ立つ瀬_上層の良民の束憩はいかようなも
のであったのであろうか｡
前述したように,素地規定忙疫当する築瀬村の山成家について,｢山成家年代記｣(直士所蔵 )に
上り, この点を考察してみよう｡
ます,表 4- 5 19に示した家系図をみると,本山成家六郎左衛門を元祖とし.以乱 これを本家
としながら,数家に分家しているのがわかる｡その相成の仕方をみると,いかに血筋を絶やすことな
く,家を存続維持させてV'くかという労苦がそこyeうかがえる｡たとえば,本山成家 8祖患助死去の
晩 嫡子敬太郎は幼少のため.相続することが不可能なので,,g助の弟にあたる直裁を患助の華子と
して相続させ,その後,天保 14年 (1845)より敬太郎を10祖として直蔵後見にエE)讃抵敢させ
ている｡そして, 11祖は同じく,敬太郎嫡子埋一郎は幼少のため, 9祖直裁の子源四郎を相続させ,
埋一郎成長後,彼を12祖として相続を受け渡している｡そのほか,本山成家5祖市左衛門長男弥平
治を元祖として分家した西山成家でも,嫡子がないため, 2祖は本山成家占祖政右衛門の次男伴右衛
門 (級,苦右衛門 )を巷子として確え,相続させている｡婚姻も,本家分家の同族間で頻繁に行なわ
れてお 9 ,山成家血統存続維持の意図が読みとれる｡一例をあげると,前述の8祖忠助の肇は分家西
山成の 2祖背右禰門の長女であり,同じく9祖直裁の貨も奇石衛門の四女である｡また,他村からの
拳子縁組みにしても,臆取i)yCしても,多く払 その村の庄屋の息子,娘であり,家柄としても,V,
わゆる温ちることのないよう努力していることが確認されるQ
山成家の持高比 延宝5年 (1占77)の検地で比15石5斗 1升に過ぎなかった｡それが7祖政
右衛門の代の天明2年 (1782)vc払 その約2倍 (55石 )の高符に成長し.以後,東栄を続け
て,天保 14年 (1845)の10祖敬太郎の代作Qi,持高は170石と大幅な成長を遂げ, この頃
が山成家の全盛時代で,敬太郎は安政2年 (1855)に払 築瀬村の庄屋であるばかりでなく,川
相村,与井札 梶江村,出部村などの庄屋役を兼ねていることからもその全盛ぶりはうかがえち.
山成家仇 職業面でも農兵のほかに.碓々の集を営んでいるoその経営内容の詳細は不明である机
文化4年 (1807)から, 7祖政右衛門によ って酒造弟を開始し,以後代々これを引き継いで営業
し,天保 14年の頃vc蛇,酒造芯は400石余であったoまた,この頃,文商倉も営んでおり,その
商高は感 40耳目と-p己されてV,る｡文化14年 (1817)から相続した9祖直裁に関しては,｢後
月郁恵 ｣JK上ると,協 絹 き,後期 蛸 を創設した甘鯛 学者齢 朗威(後の男剛 を,女婿と
して,後援するなど著名な文化人の育成把も賞献してレーる.また一橋豪江原役所の下新町人家姓増の
耕英を行なったり･天保年間の凶作忙よる飢価の際には,私蔵の穀類を出して窮民の救済にも一役か
っているOそして,領主一棟家から払 安政 2年 (1855)/K永世称姓を許せれ,文久5年(18d5)
には一十℃帯刀を許されているoその上 版嫡番数の倉敦淋引き渡しの際作は,代官僻命把より郡中庄
屋総代に遵出されている｡
ついで･弥平治により分家した西山成家につV,てみても･ 2担奇石や酢弓の代の冗政 5年 (179 1)
に比鉱山経営を開始しており･これは長くは続かなかった机 その後,天保9年 (1858)には箇
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細道を始め,ますます紫栄をなしてV-った｡同様に,天保 15年 (1842)に与井村に出て西山成
とヤ1
家から分家し,主として与井村で勢力を伸ばした外山屋においても, 2祖文之燕は安政6年(1859)
から酒造薬を開始し,また,足袋製造薬をも営んで卦9,その馳 宣布は 1万足にのぼったo
官た,山成家から払 すぐれた知識人も続出してお り.たとえば. 7祖政右衛門の次男大年は医英
を尊び,文政 10年 (1827)笠岡港にかいて開英しているし,凝永5年 (1850)には,命に
より,種塵を村 人々民yEF)えるなど,その兼職は大をるものであった.大串は長崎にも遊学し.蘭学
に柑通し,年代記にl本山成氏ノ家邑ヲ癌飾スル大イ三滴 rJテカアI)"と5'-pJされているE:とく,偉大
な人物であったらしく,弟子忙比著名な医学者であった大戸御蔵 (緒方研豊 )らがいるo彼は覇永4
年 (1851)に本山成東方l/C新薬分家し,"棲園 ~を作っているが, この家は,代 医々薬をついで
いる｡
(5) 曲民の貧窮化
これまで一般農民が窮乏化をたどる状況についてみてきたが,具体的には困窮状態比とのようなも
のであったか,以下この点につL^て考察を試み.tラ c
年芹については,年貢米比村芯の5ツに呑たる有でも9.小物成も幕末に至ってもその筋に変化は
なく,年貢が放民にとっていか性どの負担となったかは不明だが,年貢未進のための借金が多い点か
ら,凶作などの年に吐｢股姓氏にとってはこれが大きな負轟となったことは明らかであるotた, こ
の外灯菅井町地域の村Vとは七日市栢助轍 役が参り.梶江村文政 11年の｢村明細帳 ｣(菅井町役場
所蔵 )ih=よると,
当村之健在助郷村 同々様七日市布定助郷差#.六尺絵米上納仕居候二付御免除之俵.去亥六月以来
奉軟顧居申候
と死域されてL^る｡梶江村同様,冨井,fl,与井村,宇戸川村などの村も七日市の助郷村となっており,
同様の負趣ではなかったかと推定されるOその他,諸種の負也が蛋在っていずれの村もかなりの窮乏
化への途をたどったようであるoというのは,たとえば,昔井村天明7年の｢村明細眼｣をみても,
当村非人前 劫々燕御座候JyT,近年困窮仕′｣､盲姓之内非人二馳成候もの男女共弐拾人余御座候
とあり,飼窮者の出現がうかがえるoまた,宇戸川村においても,天明7年の｢宇戸川村机人相改帳｣
(芳井町役場所威 )I/Cよると,
豪 放 合 128軒 内 71僻
人 数 合 5d8人 内 156人 飢 入
内 男 79人 (60才以上 15人, 15才以下 2人 )
女 57人 ( 〝 4人, 〝 5人 )
右之通,飢人悉相故申振所,前江替出ソ者#,年越-仕侯樽共只今地夫持方触御風 何卒御慈悲之
上飢夫持禎為仰下匿車厳上侯 以上
御 役 所
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年寄 塵 右 衛 門
庄 右 裾 門
とあって,天明の飢陸による飢人は全戸数の半数に及んで正月以降の食塩は所持 してV,なV,状態であ
ったQ これはひとり宇戸川村化膿 った状況ではなかったと考えられる｡さらにつきに示す日向凝市所
蔵 ｢日向勝右南門一代記｣に上ると,天保 7年 (1856)'Kも大飢仏が起こり,東三原村から花滝
･梶江村に至る姓氏が百姓一挺如桓こしてV,るQ
天保 七 年 百姓 一 茶
天保七年丙申三月ヨリ九月兼二至ル弐首余 日雨降 り続キ其間拾 日快冊ナリQ田畑荒廃溢作物乗ラズ,
水春百姓等-飢テ死スル者多ン.天保八年丁酉春二重 1)貧盛者肌寒二堪ズ路傍穣辺到ル処二二人三
人餓死スノレノ惨状見ル-忍ビズ,三月下ETニ至 り首姓-撰ヲ超 y束三原村 ヨリ花滝梶江村間ノ良民
一同免租故地ヲ師へ/ト各繁笠ヲ斎シ竹島堺 ヲ吹キ立テ卵等セノトスルヤ,一橋代官所三食テ-備
前池田公当国松山板倉公二銑撫方加勢 ヲ硝 ヒ池田公家来四首余人硬倉公家来百八十人ヲ峯テ出盛シ,
農民祈願-ノ旨趣種 ■理解ノ上解散ヲ命ゼラソー同服従･/テ引取 り頭取六名入牢芳命ゼラレ,実工天
明年間飢臨以来ノ大図年ナリ｡
このような生玉なる的作VC上る飢瓜 も良民の窮之化を助長,促進する役割を果たした,そのほか.梶
江村慶応 5年 (18ム7)｢窮民取飼育上場｣(背井町役場所蔵 )をみると,総人口281人のうち
約i把相当する`8人もの困窮者が存在してVta.これらの着払 持筒 .石未満の零細有符や鰯 が
主であり,塊菜のみでは生活できず.日届労働者や.中に払 非人とな.,て乞食同然の生活を送る者
もあった.この上!な現象払 年を経る忙つれて徐々に厨著になってV'ったと考えられるQ
(井 山 一 患 )
引 用 文 献
注 1) 山崎 鹿三 (1965):｢江戸後期にかける漫相席群の発展 と盛民層分解 ｣
-岩 故 辞 座
日本歴史 12所収 P371
2) 同 上 P567
5) 日本産済大典 52巷 P676
参 考 文 献
1) 藤沢晋･中野東智子 :(i970) ｢近地後期姓氏住宅の階層構造-備中後月都築瀬
村を中心として-｣(岡大教育学部研究ql鮎 第 5 1号,所収 )
2) 山崎隆三 (19日 ):｢江戸後期における虫村経済の発展と姓氏屑分解 ｣
(岩波辞座,日本歴史 12.所収 )
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4 交通と流通
(11道路交通
?ー ? ?
? ? ? ?
図4-4-1 近世初期の道路網図
T. この図は ｢備前備中道筋拝聴道舟路帳 天保 4(1日 7)｣
(岡山大学園甘虚所載 )によって作成 した｡
2､ この ｢帳｣の紀故は次のよ)である｡
① 成羽一地所一高山市功一備後国境 (花侍村 )-出ノレ4度
27町50間
㊤ 笠岡一束三原村之円高山市 (東城在来 )8度 5町 10間
④ 地頭村一束江原 4旦半
④ 笠岡遺別れ川相村一備後境 (傭後山野村 )-出ル25町
① 笠岡退別れ上嶋村一両三原村之内畠折一備後花任村へ出
ル1.里
5. ｢星壕比正保の備中国絵図に上るO
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まず,近世の背井町における道
路網を,付近の郡内の道路網とあ
わせて横凄すると,図 4-4- 7
である.これ払 ｢備前備中道筋
井敢道舟路帳,正保 4年(1647)｣
(岡山大学図番虎所蔵 ,･池田家文
周所収 )忙基づいで作成 したもの
で,この中で菅井町にかいて食 も
関係の深い道路払 図中の③忙あ
たるvlわゆる ｢東城在来｣と呼ば
れてVlるものである｡なか, この
r葛城往来｣につV,て払 あとで
辞しく述べていくととにする.そ
の他に,図にみられるととく,成
羽方面から地頭をぬけ,高山市か
ら備中備後国境在住村VC向かう道
紘 (国中① )千,地頭村から束江
原への道路 (図中③ ),川相村か
ら傭中備後国境山野村-出る25
町余9の通路 (国中④ ),上嶋村
から備後花住村に出る道路 (図中
㊨ )が見られる｡その他にも,小
さな通路払 おそらく存在したで
あろうが明らかでなvl｡
道路とvlうのは,地域住民にと
って非常に関係の深いものであり,
他の地域との接触交流も道路の利
用にエって行なわれた｡
近世における道路の特長は,峠
･谷等の上 り下りはかまわれ 即
ち勾配を無視した,いわば直線的
な愈短距離を通ってVlた｡近世の
文献の山道小道はこのような特色を持ち,その上 交通丑も少なV,ことから通巾も必妥以上には広が
らず,馬がやっと通れる5尺程度の狭いものであった.
近世にかける道路による輸送手段払 徒歩 (人肩 )･属 し馬背 )･牛 (牛背 )であったoそして.
この中で牡馬VCよる方法がもっともすぐれたものであって,遠距雌輸送の点からも又,輸送手段であ
った｡馬と牛とを比較してみると,,馬壮主として通産相希送に,牛は主として近距碓輸送に使用され,
属はひづめ分れしていない朗係上,坂道JK弱かったが牛は坂道に対しては非常に強かった｡馬による
物焚倫送ではこのよ')な長所を生かし欠足を補なうことが行なわれた｡例えば.日野山の輩の安田地
方は火山灰地であるため,雨が降るとぬかるみ,馬の通行を幽癖にしたので石生を道巾5尺位yeわた
って放 きつめたE:ときはこれである｡
(a) ｢東城往来｣の主食ルート
｢東城在来｣がV,つ頃から隙けたかは明らかでないが,往来としての形態をそなえ,大規模IJE物資
の輸送が行われだしたのQd:,中世になって中国山地で生産された鉄を港町まで輸送することが盛んに
なってからであろうと考えられるot44- 41 2に記されてV,るととく,東城一拍木一丑松 (上蛙松)
図 4-4-2 東城往来の主賓ルート
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一花住村一枚立一高山市一
井原一七日市一笠岡 (西浜 )
である｡ これを調査したと
ころによって確認すると次
のととくでrjる｡
まず,笠岡から北-向か
う ｢東城往来｣につVlて川
相村までの状況をみてみる
と,凶 4- 4- 2のどとく.
道路は小亡別Ilの右岸を通 っ
ており,このことは詳しく
QL 正保 (1644､
1647)の備中幽絵図に
はっきりとあらわれてV'る｡
例えば,慶応4年(1868)
の築瀬村明細帳VCよれば,
-､往還通菅筋当村分内
通巾凡五尺道長凶T,
是者当園小田郡笠岡鞍
上D等州伯州石州江通行
之道筋二御座候
と記されてか少,築瀬村を
｢東城往来｣が通ってV,たことは明らかで,道路は築瀬のLUを通 り,桜を抜け′｣､田川沿V,忙走ってい
た｡近代になって山を越えるよりも,勾配のゆるやかかJ､田川沿V,を通るようになって.井原の辺で
は小田川右岸を通 り,吉井のあたりでは左岸だうつってとにかく′｣､田川沿いを通っている｡
次.lc,川相村付近の通路につV,てみると,明治 5年 〔I870)午5月 ｢鳩中国後月郁川相村明細
扱｣eJ'(よれば,
-､往還遺せ筋当村分通巾凡五尺長さ三捨丁,長者当幽小出郁笠剛各抄肺後凶東城江通行之往遺ニ
d産儀
一､往遭遇七筋当村分内道長凡拾五-I-,道巾凡五尺位,長者右同断笠岡港劫備後国小畑井上下江通
行之往還二御地晩 尤当村字落合与申所二両右泉城通行往還出会,天助 L｢Fモ江相成俵両者菅筋
道二御座候
と記.sれている｡川相村付近での r東城在米｣の道巾は五尺位であったことが碓められ,また,落合
のあたりの通路がどうなってvlたかも確かめられるC.
さらに.高山市に登ってくる道路を調べてみると,下村一高山市聞(,Cかいて現在の道路は下鴨の花
田から目指一日南一三原を経由して高山市vC至るルー トである机 近世において払 E]指から鴨川の
上流に沿ってのぼり,千客坂を経て高山市に向かってV,た｡いわゆる恒谷線 (写其 414- 1)と呼
写真 414-1 千峯坂を越える ｢東城往来｣ (恒谷線 )
ばれてVlるものであるoこのこ
と払 明治 25年 (1898)
7月に執生された ｢三原村蓋｣
(て, ｢東城在米｣は ｢本村字倍
迫より登向字下市に至り｣とあ
り,また藤井定市若｢川相蕗｣
vCも,｢川西落合より分岐して
鴨川に沿こ上上流に至る｡長嶋千
客坂を経て高山平川に通す｣と
あることによって稚められるの
である｡なぜ近代に入って,近
世忙通っていた道路を使用せず
新しV,道路をつけたのかを考え
てみるに,第 1に,千峯坂比胸
つき八丁とV'われる急勾配であ
ることo第2に明治期以後の道払 革 (大八重人力車 )の出現JP:よって急速改発盛をとげ,′ト田川に
沿って勾配のゆるやかな適をつくり,距離的･Kは長くなったが,新しV,交通朗 の構造に適応しなけ
ればなら-'よかったからである｡
次忙高山市から西に向かうと,高山市集落から五首米曙と行った道路わきの訂いしげる草の中に写
真 4-4- 2作みられる小さな石の道標がある｡その道掛 こ虻｢右-東城通 左-出谷杵黄神社｣と
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写実414-2 道 標 写真 ト 4-5 道 標
(右-､東城追,左-出谷杵築神社 ) (右ひらかわとエせつ,左と)ぜ う上下 )
刻んであり,この道が ｢東城往来｣であることが確かめられるQさらに.杖立方面に進んでいくと等
其4-4-5のE:とく｢右ひらかわとよ､まつ 左とうぜ)上下｣と文字の入った遺傍があるOこれは,
束から来たものに東城方面へ行 く通路と平川丑松方面にわかれていく道路とを示すものであるC.この
地点に払 この道簾と並んで,｢拒 開山元儒十八里廿九町三尺 備中凶川上郭馬山r市村｣と刻まれ
た別の道標 もみつけることができたO
以上で ｢東城往来｣の大体のルートにつV,て述べてきたわけであるが,次に ｢東城往来｣と物資流
通についてみることにするo
(b) ｢東城往来｣と物資流通
rt東城在来｣を輸送された物資をみると,東城盆地蕗の米 (東城米とよばれる)也,古米,屑米と
して取引され7ヒ上賓の米で.この道によ-Jて南部所海他作運ばれていったのである｡ この他に,東城
方面から過ばれた物環vC払 庚 ･茨 .大豆 ･/｣､豆 ･こんにゃく･菜種 ･蝋 ･煙草 .衣 .和紙等があり,
高山市を経由して笠陶へと遊ばれた｡また,笠岡からは塩 .魚類 ,･海藻類の水産物 ･呉服等の日用品
･砂糖 .味噌等の調味料がこの道によって奥地へともたらされたOこの笠的-東城周の ｢東城往来｣
にとって仕,高山市はほほ中間地点 (東城一高uJ市間九乳 高山市一生同湖八皐 )に当たり.この睡
路袖送にあっては馬の中継所としての役割をA･たした｡東城一笠岡閲の物資愉送は東城からの放送壮
馬山市で一泊し,明朝単立ちをして安岡へと向かう二日がかりの仕事であった｡高山市には荷の壕次
-102-
写真 4-4-4 馬喰座 (はくろうざ)
写真 41ト 5 高山市の繁盛を祈っ
て祭られた東棟
交換や馬子の休憩所の機能を
r=くろ!ざ
果たす馬喰座と呼ばれる所が
あったO現在,川上町分VE属
する高山市の江革鍵平治氏宅
がそれであり,今なお残って
いる広h土間や,すすけて無
くなった大和天井などは昔を
しのばせるものがある｡高山
市吐また市たちの集落でもあ
った｡
高山市の市場幽忙ついては
｢高山八八里｣とvlわれ,A
重離れた八方の地点(東城 ･
上下･高梁 ･成羽 ･笠岡 ･矢
掛 ･福山 ･府中)と庶びついていた｡ この集
落の真申を通っている道路の脇rC払 市の繁
盛を祈って祭った夷様が銃座ま･しましており,
市日には近郷近村の村々から馬子によって物
資が運搬されてきて売買されたのである｡
(23姓氏の生産物と消資財の流通
塊民の生産物で,自家消費と市場への版売
忙ついて,明治 12年 (1879)の各村誌
の記すところによると,西三原村 ｢村誌｣稚
物項に, ｢米 157石 7斗 6升,藍 560斤,
畑革 1万斤,茶 1510斤 (村内消蛍二足ル ),
属鈴導 1万6千5首斤(賀意ナレドモ産額多
ク都村へ積出ス)｣とあり,又, 高山市村
｢村誌｣植物の項に. ｢米 19石 5斗,大豆
4石9斗.莱 19石･･･-I(何れ茂貿粗悪,
井LR'･笠岡-輸出或-最寄郡村之弥高-輸出)｣
とあり,又,与井村 ｢村誌｣にも, ｢藍2千
占有 8拾5斤,大豆5石 5斗,絹 675斤.
穀種占石,莱 5石d斗,煙草 2千斤･･.･-(総テ砲出Itスト雄モ藍･虜草の弐輝-他江版元ス)｣な
どと記している｡ これらの染料は明治研期のものであるが.江戸時代にかいても, この程鑑の生産物
の市場-の流通で壮なかったかと考えられるのであるQしかしながらそこかこ確立 していた流通機構は,
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写実 414-占 大門山神社
北は高山市･八日市,南は西江
原新町･七日市等の市へ運び.
消費物資もそこから入手してい
たものと考えられる｡そこで高
山市の場合をみてみると,高山
市は,ここから北に約 1.5Emば
かり山道を行って川上郡に属す
る位磯に鎮座する穴門山神社の
門前町としても古くから栄えた｡
川上郡高LLJ市村 ｢村誌｣VC所収
の明治 14年 (1885)に,
高山市の人達が提出した次の
｢商菜旧慣二審道傍使用之儀御
願｣によれば,ここでの市日や綴目のIjtぎわV,と物埼売買の状況を詳細に知ることができるQ
商業 旧tR-寄道傍使用之 俵御願
備中国後月都東三原相ノ内字高山市-三等腺道治ヒ,且ツ川上郡高山市村穴門山神社参蕗道ニシテ
道幅平均四間余ヲ周キ此両側-家屋三十宅戸連携シ,一小市街ヲナシ,半Jt者煮売屋旅徳島半バ諸
産物仲兄ヲ英 トン括計ヲ立ツル旧慣二両,毎月五月十五日廿五日定日トシ,沿海地方当国玉島 .笠
岡 ･僻後･柄醇･福山iZlヨリ海聾物井テ綿 .木綿等ヲ輸入シ山臆地方備後固凍城 ･上下 ･小畑 .油
木等ヨリ吸物畑軍,借炭持出シ交市シ.且旧腰二月六月十月,巳の日毎十巳穴門LIJ神社祭日ニシテ.
三傭前作州所有辺 ヨT)参詣人数多都媒ス｡抑地勢-左右陰山-シテ右ノ目地ヨリ入来 ル商人持込産
物晶他二僅処無キ故無拠悉皆路傍二於テ販売スノレ1日脚之処,地方連句堺的施行二相成爾後前件之通
り版売品拝列スル処他二地面無之ヨリ,自然二物晶輸入成少 シ,付而者本地ノ商業棚ク衰敬二趣ク
形勢大欲息仕候Q何卒市中往澄手広ク場所二股リ改道幅唱間半ヲ牌クノ外,南保-テ毎月三回拝二
大門山神社祭日二限り,旧慣之通 り産物拝テ飲食物事版試仕儀俵御許容泰盛鑑,尤モ道筋地形ノ＼前
紙図面之通ニテ前後ノ適櫛比シ市中-殊之外広個ニJFl.人周在米之際挺ノ､聞ヨリ紙之尚任意相行ヒ
可申食間本地店住人氏旧似簡薬永ク-A-日焼致候榛御仁他ノ御詠議ヲ以本脚 ㈹届ケ被下盤此加奉仰厭
候以_上
明治十 六年十一月二 日
市 中 惣 代
山 本 疎 助
池 田 蕃 八
すなわち･毎月5日･ 15日, 25日･む定市日として,玉島 .笠岡.柄砕･福山の辺より海産物 ･鯛
･木綿等を輸入し,駐機 .上下 ･,｣＼柵 ･油木等より畑革,堵炭をもち出して,市が開かれた.-iた,
旧膳の2月･ 6凡 10･月の巳'D日払 大門山神社の祭日で,備前 ･作州･調音方面より数多 くの参
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詣人がやってきた｡そこで,市日,祭日には他所から商人がやってき,持込産物晶の置き場所が覆い
ので,路傍にて物資版売が行なわれたほどであるO
(a)東西両新町越政商菜奨励について
今の西江原村の本新町払 元疎 10年 (1占98),森氏が在所を神戸に柵える際VC形成された市
衝地で,その後,文政 10年 (1827)に一棟家僚知となった際,陣屋を森氏在所跡に柄え,その
地繁癌の必要上,その後 ｢酋新町｣を建て,ついで地方の怒箱者に｢東新町｣ に貸家を感てさせ,令
わせて東西両新町ができあがった｡東西丙新町を開いて簡知内の憤物や産物を持出して領民のための
商業を棄励した｡しかし,この当時,新町はもとよ9他飯にあった商業の中心地,今市,七日市とも
商業宿敵は哀歓し,立直るための手段として ｢後月郁恵｣所収の次の記録に記されているような一橋
役所からの適が安政 5年 (I856)4月dElに出されている.
-､新町･今市 ･七日市宿とも近来二及表徴幽五ヶ年以来立直方仕法等事々申故侯神苑 是ぞと申
俵も不至打過俵,元来戚中-統IjC不抱とも右三ヶ所立直方通年入鹿宰相増候.仕法之基者立燈候
積 リニ有之俵処,学部中一歳の産物取姫償場所把も取壊候硬9lJCfl,此節エ!)手繰之ため可成丈
ケ之手段は御役所忙於ても世話致し都中村々役人とも寄々利払 借家補理方寺の適者地相身元之
もの共力を借仕法為相立侯凍 りに有之候
すなわち,領知内の産物は領知円に売払い,それから搾擁市場に送り出すようにし,商売を望むもの
払 新町に龍出て商売する硬化村役人忙世話をさせたのである｡しかし,それでも酉江原新町の有美
倍数は活気を帯びるt,C至らなかったので.畳安政 4年9月1日付で一橋役所は酉江原新町 ･今市 .七
日市に玉島 一生岡丙港間姐の出JEを18肝と領内商魂者 ･50人ばかりも開店させた｡掲げているこの
時の一棟役所の ｢盈｣に
例領知産物交易方之縫二村先般委棚触渡一応歌詞之確を以産物持出方其方之儀に付左之通り
申汝展
-､新町 ･今市 ･七日市江今般玉島拝笠岡湊Lb弐拾人魚 飾領知内ID三治入金,左之通話産物間匿
戯之上,縄店数此外Vこも締商人多数鯛店数屠俵脚御領知村々其旨相心得,当月八日上り可成丈ケ同
所へ裁物産物持出売捌当用之虎杖相登院感村'diN ,b小前末々江不洩様可串的侯
･とあり,領内良民の物資の入手 ･版充はこれを通じてなされるよ)になったoそこで,点民たち払
年貢上納の時期に吐これらの市や町へ懲物産物を持ちtuして売払V,,蕗商人は相場を定め,又は銀札
歩合等をきめて,商品を輿い上げた｡次に.問屋の菰頑を掲げてみると表4- 4- 1のどとくである｡
表4-4-1 問屋の種類
菜種問屋 摘果問屋 炭問屋 穀物問屋 甘粕問屋 古手開度 木綿問屋
釘鍛治問屋 諸国飛脚JFr 玉子問屋 石炭問屋 果物問屋 干鰯肥嫡問屋 瀬
戸物問屋 桶類 ･粛荒物問屋 松等問屋 干利潤屋 わらび問屋 茶問屋 風見
問屋 凍結木綿 ･糸造綿問屋 公男問屋 豊玉地藍問屋 桐の木 .桐下駄問屋
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紙類問屋 敬燭問屋 男女履物問屋 紙尉問屋 新聞屋 鉄問屋 水油問屋
紫付問屋 漆問屋 紫根酋問屋 綿こも問屋 凝滞問屋
(b)牛馬市開設
安政5年9月初句1り-庸陣屋所在地の新町の麿阪立直り方のために牛馬交易場を設け,領内畜産
業の振興が計られた｡爾来,地頭 ･高架 ･成羽などの領外各方面から牛馬が集まり,市が立った｡市
日の様子は新町牛市規定耕yE次のように記されてV'るO
-､属口労循問屋兼帯vlたし壱人賄代三飯に付弐匁と相定其外之ざぷ瀞並市世庶人甘野村兼S,令
市源三郎両人蛮者,市中銀飯代二瓶楕方江引謂牌等V,たし一切見込を以口銭之内辻入用引銭ヲ五
歩摘万江割渡し可申撃
-､市中一統引受之儀二付牛馬継万は往来筋之妨二不相成様V,たし,其余之土地者何れ之門にても
助辞致合為継共助二到)他方之入江対し,彼是論故無之梯前以組合よ9始末行届叫合致戯可申事
(｢後月都誌｣所収 )
牛馬市を始めたところ,繁栄に傾き,そこで丑年 8月,再鼠 牛馬市取締規定苛を出して,厳選VC取
締ったo牛馬がさかんに塊せるので,往来の妨げにもなり,陣屋近 くで騒々しいので,町範だ地主に
地代銀を支払ってつなぎ場所,ノ｣＼農場を借りてそこに弟めること等が規定書れてLnるo又,牛馬表具
口銭 1疋忙つき三匁取立の内,銀 1分 5厘を冥加金として上納することなどが付け加えられた｡市日
払 大村が5月と9月の 10日から20日ぜで0 2凡 4凡 5凡 a凡 10凡 11月の各 10
日から15日までであった｡
13】年貢米職送
江戸時代vcかける最も基本的な物耳の移動は,年貢米の輸送であるが,-iず年貢米納から述べてい
くことにする｡
年斉米は庄屋邸内又は便利のよV,場所を選んで,庄鐘･年寄 ･盲姓代立会V'の上で,役所役人によ
って米賓 (甘米 ･砕米 ･籾敬のなV,ように)･儀のでき具合等が検査されて納められた｡納める我は
雨痛Dのない上HIL-入念に修繕し,米納の時からLi,昼夜番人を付けて抽所のなL^ようyC大切に守9,
もしも･火賂 水紐ycあったなら･村中の負担となった.このこと比,安永2年 (1775)の秦瀕
村 ｢御壮健五^組幌｣の中に次の上)に記されていることからわかる｡
-､御年貢納所之軌 庄巨万より米主江手形過之岸根入念番付之可凱 判形耗之及出入二後日折之候
共取上聞故事｡
附り･御蔵雨漏り不申様二念人体其後町仕尤榊米約億上 昼夜番人付値無油断大切二相守り庄屋
年寄も見廻り可申,若火難水難盗人連候-バ･早 村々中可礼弁納候御米帝仮題あるひQj:下敷蒋し
て御米楓 風喰江くつろぎ俵有之･御萩浩之節娩出こ瓜 不足米こ成 り候ノ､バ,村中弁納申付候
上,庄星年寄可為越産額
検査済みの年貢米は笠岡港まで牛馬で輸送されたoその際の喰送比 嘉永ム年 (1855)の川相
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村 ｢明細帳｣に,
-､御米辞出之偽者当園小田郡笠岡港江辞出仕候.適鮭大里御座候｡五里者首姓役二出シ申償｡管
旦者血債御米宅石二村七合五勺仕来二御座候
と配せれており,一般に村から五里甥では村の甘鮭負祖,それ以上は領主負趣であった｡川相村の場
令,笠岡港までd里あり,このうち5盟までW.良民見過,残り1里に対して駄賃として米 1石化つい
て七合五勺が領主から支給されたO従って,年賀米蒋速は盤民に 1石忙付き5升 7合5勺の運賃負担
を探すものであった｡笠岡vcは,江原役所の出張所が重り,ここでも検査の上,蔵元の倉庫VC納めら
れた｡その際にも,納庄屋立会い領主役人出張のもとで.村々の俵のH目･米性を調べ,かつ欠成分
は関係村から込米しなければならなかったoこのt'41の事情は文政 11年 (1828)5月,御年貢米
御蔵元亀川屋又衛門から差入れた細負証文に,
→俺様御領知備中凶′｣＼武郎後月郡何 御々年貢恥 大坂兵罪御廻米井笠岡湊御弘光一式細魚,仮御
蔵元被仰付雌有御謂社債｡依之左之通禎仰渡儀
一､御米村域り弊出仕候-/く,-村脇D背旗ならびに壊分け,納庄屋立会内改仕療役人様へ御案内
也 耳目改仕立米性御改之上 御升姐し比 欠叔有之俵- ,ヾ其村々江込米社仰付戒話也 御役
人様御封印破瓜 間又私上封印仕大切二番預可中卒
-､御桝辿し之嵐 捨石以上は弐像 捨石以下kr壱俵ヅツ御足之専
一､成魚貸米として御米壱石二付米電升弐合ヅツ村々 締敏之,御米蔵人蔵出し御桝過し手伝並夜
番/if其外諸人用共-式引受,右之外郡中人用堺二而も相掛ケ申間数3-E(｢後月邪悪｣;所収 )
触.
とあるo これによれば,焼査の時,欠米の外に,戒汝科 (裁出し入れ,桝廻し,夜番賃をふくむ)と
して1石化付き1升 2合ずつを負捜しなければならなかった｡
俊月小田都 29か村の納米は約4.000石といわれ 4嘘の固滞船で江戸まで運送された｡で仇
との上うな仕法で江戸まで逓送されたかをみるに,永山卯三郎 ｢早川代官｣の江戸廻米の項に, ｢空
船人辞候 -Jl',早速蔵元爵太夫より為相届,井藤出没手代並庄屋上乗共能感額立いたし,尤磯立取掛
り手rg]人候- ,ヾ硬ロ-上乗番い､たし鯨油断可敬意h 尤船中上乗之故魁代之もの人物相磯み,米七百
石以上-上乗弐人にいたし,内管人一･相当之増給を以て乗納こ可敦沓｣という記鐘が収められている｡
つ壇B,江戸VC届くまでの監苛として,出役手代と納庄屋が米七百石以上を府んだ船に払 2人ずつ
乗9込んで道中串故のなV,ようvc監視しなければ在らなかったCそこで.船中での博えきならびに勝lれわさ
負事は堅く禁じていた｡途中暴風雨vCあい,始値することもたびたびあり,また,そのために前沢米
を生 L:たり,あるいは安全のため俵を捨てたこともあったOこの欠損,または回滞船の到肩先で水揚
げして検査した時,一定礎準より就米のひどい壌合は.項単以上の欠米分は鹿民の負担とされたので,
彼らの年茸米上納は到野先の戒にこれを納め終わるまで続いたo
娼米超文について少し触れてみると,納所へ過去する運賃は五里育姓役を除いては,すべて領主負
旭であったが,難波船によるとき性次忙示す歩合に1り儲主負泡とした｡つまり,便所への回潜VC関
し,塗絵にて破船したときは遜範の5分の 1を領王とし,姐米を棟込み出帆以後の破船姓避賃の5分
の2を領主負也とした｡残りは幾民の負趣であった.Qまた,年貢米自身iてついては,それが破船によ
って海中yL.沈没した場合,あるV.壮水滞れとなって米質租感で納米に充て難 さ場合や,納所に宥する
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迄の間において欠成し不足を生 じた場合陀仏 江戸其他の納所にかいて,異納米といって自村米相当
の他産米を購入して納め夜ければならなかった｡
(4) 七日市宿の助郷
山陽道に払 大阪から豊前の′ト倉に向かう間に,輸送と休泊の施設をもった五十宿があり･このう
ち備中には東から川辺 ･矢掛 ･七日市･高屋 .備後にはいって神辺の各宿があったo山陽道は昔鵬文
化の中心地を通り,また大陸文化を輸入した唯一の通であったから,古代においても一等官道とされ.
延嘗式によれは ｢後月郡尻馬二十匹｣と記されている｡その後,中世'lCは宿駅制度も乱れたれ 近世
にはいっては五街道に次ぐ脇往達とされた｡近世宿駅の重畿な職癖はいうまでもなく特権諸通行の貨
客の輸送であった｡輸送するには原則として宿から摘-継ぎ送る｡ これを属の背や人の背で行なう方
法によって行なったので人馬を準備しなければならなかったo
宿には,宿役人が懐かれ,庄屋はしめ年寄,百姓代という町役人がこれを統制したが,実務上の主
役は日代と問屋であった｡日代は湛末の頃でみると,今市加宿日代躯波又次郎,七日市本宿日代佐藤
宗一郎,上出部加宿日代猪木小右衛門,下出部加宿日代El中盟三郎,高屋本宿日代三貴又右循門の名
が記されている｡これは七日市本宿の定人足 25人,定席 25匹,高屋本場の定人足 15人,定馬15
匹を各加痛に分けて萩府及び大坂城代町奉行よりの上納銀.貨物,諸侯より献納の物品の継送り,勅
使通行 ･諸侯参勤交代 ･媒史藤帝士通行等の克穂を昼夜に娘らず刻付の癖省を附して継送りを行なう
歩務を担当した｡従って日代の家は夜通し燈火をつけて用に備えたもので,油 ･磯燭代として毎年銀
を支給されていた｡七日市宿の場合,その癖は銀54匁2分5厘 (米換凍約 1石),今市･上出甜村
･下出部村 ･高屋槽も同様であった｡
これらの継送り払 上りの時は備後国安郡部上側領村日代より高屋楕日代へ,商量楕日代よD下出
部付目代へ,下出部村日代よb七日市摘日代.七日市楕日代より上出部日代へ,上出部日代より今市
町日学へ,今市町日代より堀越 (小田部小田村 )へ送る｡下りの時はこの反対の順次に送った｡
人馬継立ljeおける乗務は問屋がとった｡継立の種類には,御朱印無賃 .御正文無賃 ･御定賃銭 ･相
対長城の区別があった｡御朱印というのは将軍の印で.将軍が許した人馬数は無賃であった｡江戸を
発つ者で朱印人馬手形を交附された者は,これを江戸鼠等町の伝馬所に示せば.伝馬所から通行すべ
き槽に通遵するのLlあったQ朱印伝馬に次ぐ重雛 のあるのが証文による人馬無賃のものであるが,
証文を発行しうるの払 朱印状によるものと同じく,認められた数だけの人馬を無賃で使役ができた
わけで,それる超えた場合は御足til銭を支払わなければなら夜かった｡
以上の触慣人馬使用の通行に対し.賃銭を支払う場合が2種あったoその 1は御定演銭すなわち公
定賃銭を支払うものである｡御娃甥銭Ei,一版の人馬賃銭 (相対賃銭 )が,諸色直段の上昇につれて
高額化していったの忙対し,その割vtは上がらなかったためVC,御定賃銭で働 くことはすでにその人
馬に負祖を持たせることを意味した｡そのために軸足賃銭の人馬 もその許されてV'る政J,C限り.それ以
上の人馬は相対頒銭ycよるべきものと規定されていたo相対貸銭は大体にかいて,人馬労賃の通常相
場と考えられるから･御定賃銭人馬使用Qj:すでに特権使用であったわけであるQさて,継立の準鵬が
腰うと･通行の当日を待てばよいわけであるが-通行の期E]が必ずしも守られるわけではない｡川留
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めなどによって予定の期日が狂うこともあれば,液中の度九や病気などで予定が変更される場合もあ
った｡そこで先般によって示された日vC多数の人馬を串備してかいでも.全 く不用に帰すこともあり,
それに対しては何らの補折も行なbれないので,すべて蒋-1たは助細の負趣となるoそこで果して先
触どおり到芽するかどうかを確かめるために,途中まで人足を派遺 しておく必蚤があった｡ これが,
｢速見の人足｣であり,そのit用も継送 り側の負虚となった｡先蝕に上って集めてかく人等の数払
通行者の発注数だけでは不足する場合も参るので.かなb多く触れあててかくのが通例であった｡特
に特権上位の大通行の時夜どにはか在り多 くの人馬を余分に集めておいた｡その中VEtt,実際には使
役されないでそのまま返されるものが少 くない｡それを ｢残り帰し人馬｣または, ｢不用凄返し入監｣
といったoこの外に,先蝕で任文をうけた故以上の人馬を用意して.通行者に無官で捷供するものに
｢痕人馬｣または ｢御馳走人馬｣と称するものがあり,ともに宿や助郷の負担と在った｡有償の人膚
数に比べれば無賃の人馬の数は少ないのである机 僻別の通行の時に仏 紙貸人馬が揺るかに多くな
ることもあったoそうすると,出校した人馬の総顔でその手銭を分けることVCなるので.出役人周作
割賦られる賃銭払 きわめでわずかなものVCなった｡ (児玉季多 ｢達也宿駅制度の研究｣吉川弘文館.
昭和55年発行,参頗 )
それで払 山陽道にかいではこれらかいか上)に行なわれたのであろうか｡七日市宿VC近vl矢掛槽
を例にとって.教育学部藤沢晋敦教官と中野東智子軌手の共同研究による ｢近世封超交通の構造的研
究｣によって,各通行VEさける人馬の御足貸出支払の状況をみてみよう｡
表4-4→ 2VCおいて.朱印人馬触覚通行における出役人属割賦賃銭の過少鹿を調べてみ上うO明
表 4-4-2 朱El]人馬無や通行にかける出役人席割賦貸銭の過少鹿
過行 過行 上下 通 行 者 支 払 簡 裁 御足貸鎖支払率 割 賦 頚 城
御定賃銀 御定賃銭 計 賃 銭 使用総数 比 率 1疋割賦 白 米
者 午 刺 支 払 数(13) (C) (E) 芸×,oO 賃 銭 相 当 丑
上使 昭和7年 下 軽尻 4疋 188文 452文 50疋 1ま5多 14ー4文 5.0%｣ニ 4 108 4さ2 52 12.5 li5 2.8
平均 4 51 lュo 14.0 2.9
_上使 昭和7年 下 1人 い 文 い 文 528^ 0.5飾 0.18古文 0.84合上 1 占1文 41 5?5 0.25 0.142 0.05
本表札 藤沢晋･中野東智子 ｢近世封嬉交通の構造的研究｣所収のものであるo
和 7年 (1770)の上俊の通行例をあげたわけで奉るが.馬の場合,上下干均して, 51疋使用し
たにもかかわらず,御定貸銭は4疋分しか払ってVlない｡つまり,御定賃銭支払率は1iO多で,洗
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りの87%は無賃で通行していることVCなる0人足の勘合陀しても'平均 5占1人使用したにもかか
わらず.そのうち1人分しか御定賃銭を支払ってなく,御足貸銭支払率はO15%で･残りの9917Fv
は無常で通行してV'るO労働相当貸出に対する不足分払 宿や助郷村に割賦して補わなければならな
かったので,宿や助郷付の負趣は大きかったといえる0
号た,表4-4-5の証文人馬無食通行vCかけるLb役人馬割賦賃銭の過少鑑をみてみるK,安永5
年 (177i)5月6日通行の勘定方･嘗荊万の通行事例でみると,使用人属 54人9疋VC対して御
定賃銭支払政は5人3疋しかなく,御定男銭支払率払 人足&5‰ 儒 55･5啓で,衰 4-4- 2で
みた朱印人膚無賃通行vC比べれば,支払翠はよいと思われるが.宿や助細村vcとって払 朱印人馬無
171=通行の場合と同じく,負担は大きいものであった｡
次に,表 4I-4-4の歳侯通行にかける通行者賃銭支払をみてみると,固持大名が参勅交代のため
に行列をして通行する掛合の人馬貸出蛙,規制の範蹄(山間道では25人 25疋 )までは御定男鎖で
よいという特権があったo御定賃銭人馬故を越えた場合には,特権は行使できないので相対賃銭を支
払わなければならなかった｡諸侯の中yEはこの規定を守ら一女いものもどく一部にはあったが.ほとん
ど吐規定通 りの人碍使用であった｡表4-4-4はかかる人馬使用の蕗侯の場合を示したものである｡
これによって知られるどとく,諸侯通行の敏合は朱印･証文人馬無賃通行とは違って,支払 うべき御
定項銭と相対iit銭とをきちんと支払い,無賃人馬は一切使用し覆いで通行したため宿や助郷村の負担
は前述の2通行よりはるかvr軽かった｡普井町地城内の各村は,以上のごとき継送りをした七日市宿
I:C, 25人 25疋以上の入時を必輿とする場合に人馬を出さなければならなかった定 ･大助郷となっ
ていたので.以下その状態'lCついて前掲藤沢 .中野両氏の研究VCよって考察しようo
七日市宿の定 ･大助郵相の範艶をみると,石井家文番宝暦 10年(17占0)10月の矢掛 ･堀越
･今市三宿日代連名倉敷代官所宛 ｢乍恐往避御用奉啓上候｣なる願背によると,
七 日市助雄
一､上出苦附 ,~F'出部札 此両村ノ､御先触到来仕候得-人馬割丑乎生共加役仕束候
-､笹貿村 .戯名村 ･梶江村 ･井原村 ･此分,定助二両御座候
-､梁瀬村 ･与井村 ･盲井村 ･天神LIJ村 ･川相村 ･山村 ･下鴨村 ･池谷村･上嶋村･東三原村 ･酉
三原村 ･高山村 ･佐屋村 ･種村 ･稗原村 ･片壕村 ･宇戸川村･岩倉村･大助
〆七 日絹助郷 二両御座候
と記されている｡すなわち,七日滞積には,定助郷47h村,大助舟 18か村が段けられていたのであ
るQこれを図示すれば,図4-4-5のようになり,各村の村高を表示すると.蓑4-4-5のどと
くであったoこれらの定 ･大助郷村の勤めについては,それぞれの ｢村明細眼｣忙記されていて,例
えば,安永8年 (1779)亥 4月の ｢与井村明柵RJ(芳井町役場所蔵 )によれば,
一 大助租 七日市宿干人馬触来り候稗者無相適差出申候
とあり･同村かと日市宿の大助細村であったことが雌かめられる｡また,文政 10年(1827)の
｢苦井村明脚 itRJ (同上 )によれば,
一 駅場二両者無御座風 前々千七日市宿江大助郷之村方二御座候
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表 4-4-5 七日市宿の定 ･大助飾付の村芯
村 名 村 高 村 名 村 高
○在 賀 407石 5升 2合 下 鴨 588石 2斗 5升占合
○数 名 128石 5斗 2升5合 東 三 原 406石 7斗 5升
○井 原 125石 2斗 4升 2勺 西 三 原 222石5斗 8合
o堀 江 60石 9升 佐 屋 166石 8斗 7合
* # 108心 5斗 4升7合 池 谷 412石 8斗 5升 5合 5勺
与 耳 143石 2斗5升 4合 感 599石 1斗5升 1合
青 井 1.000石 7斗 5升9合 片 壕 ?粂 258石 5斗 占升 4合
天 神 山 148石8斗 1升 2合 字 戸 川 類 112石 4斗 5升 2合
川 相 575石 d斗占升4合 稗 原~ 21占石 J斗 7合
山 48ロ石 2斗9升 8合 岩 倉 465石 5斗4升 6合
〔備考 〕 1･ o印-=-定助郷村 その他 大助飾付
2.村高は森田敬太郎 ｢吉備群窃典成｣第 2巷 ｢傭中村鑑.上｣ (大正 10年 9月
25日発行 )忙上って.文久年間の村有を示 した｡たたし,飽印は ｢後月郡蔑｣的:
忙所収の延三年間の村有である｡
とちって.育井村も七日市宿の大助郷村であることが確かめられるQ
七日市痛の定人膚払 25人 25正でありその内訳は菜 4- 4- 6の過少であった｡
表 414-6 七日市措定傭伝馬人足定数
定 人 足 25人 内 12人半 今市町出役 5人半 七日市摘出役
4人 下出部村出役 5人 上出部村出役
定 席 25疋 内 12疋半 今市町出役 5疋半 七日市摘出役
七日市宿の継送 りVC定人足定馬より多数必喪な噂Iも 定助頒又は大助郷の村々へ.その員数を割付
けて村役場-通達した｡ただし.今珊 'El代払 七日市郎 eJFへ出張し.上出都下出部村役人も立会
し.各助郷村 へ々人馬を割付けて各日代上り井村役場-通遥 した｡ このことは,腹応 2年 (18日 )
斉 8月に出された次の七日市宿の ｢宿助取締規定番｣(FCうかがわれる｡ これ払 七日市宿人馬継立の
儀につきr文政年鑑忙宿方取締の規定を決めたれ 近東 その規定にふれるものがあるので.今殻.
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楕･助立会V,熱淡の上.決定されたものである0第 1集は,
- 御朱印諸証文其外御用杵御大名様御家中様方御通行.人馬御先触之外用恵人馬共,助郷村江触
出方之儀者,助郷惣代江及沙汰立会之上,前後宿凍り合細 不々用之人馬不触出様正路二取斗可申,
且建人馬弐拾五人弐拾五疋宿方拝東西加宿二而相#,其余之人馬者,先規之通割賦可致,人馬触
出立会惣代年々人当取先.楕方へ弼舌いたし嵐 触出前通尊次第無遅参取計可申,状夫之名著助
郷構之車
佃,急場差掛り人馬触出方之儀者格別之車とあって,朱印人馬 ･証文人馬 ･幕府御用人馬御足 賃 銭
･諸侯家中人馬御定賃銭の各停陣通行の人馬を出す場合,宿方と助郷惚代が立会って不用な人馬を触
れぬようにし,宿の常備人足 25人 25疋は宿と加宿村で勤め, これをこした分を右の立会vlで決め
て出すようにすることを定めたものである｡
第2条lも
ー 御通行之生 惣々代立会,人馬過払残人馬割戻し,御払貸銭勘定等其時 微々細二取調.甘附認メ
御役所江御届可中上候処,近来随弟二相成り恐入次鼠 以後者無等閑庄屋年寄問屋拝助郷惣代立
会夫 取々調,自然触出方其外不都合之儀も有之俵-メ,其時 助々郷惣代-1地 産速効談候上,連印
以諺附御届ケ可申上巻
とあって,通行のたびごとに惣代が立会い,人馬且払幾人属官割戻し,払った賃銭の勘定等を詳細に
敢調べ音さつけたものを椋所L^=届け出ていたが,近東 おろそかになったので庄屋年寄,問屋ならび
に助郷惣代立会い,取調べて蝕を出す｡もし不都合をことがあれば.その時々に熱放して,連印をも
って背 き付け,届け出ることが記されていて,つまb助郷人馬の触出しとその賃銭について規定して
いるQ
助郷人馬賃銭はどのくらV'であったかを,文政 11年 (1828)の梶江村明細帳に紀されている
ところに上ってみると,
一 駅宿海道付之村方二而茂無御座,山分之在所二而.当部七日市駅へ定助郷之村方二面,先年よ
り人馬差出定助相勤髄在候｡
但 馬駄賃宅疋二付登り4匁 下り5匁,人足貸Je人二付登弐匁弐分,下り宅匁八分ヅツ,右駄
頚村方夫銭帳へ組込之勘定相当申候｡
とあるから.助郷人馬に対し通行者から支払われる賃銭のいかんにかかわりなく,村方では上記男鹿
を労働相当貸銭として.出役した人馬に支給すべく｢夫銭帳｣ (村人用 )に鼻人してきたことを物狩
っている｡夜か,この労畑相当賃銭の額仏 産応4年(18占8)には,｢属駄賃菅疋二村登り12
匁,下り9匁,人足賃増人二付登り8頚 5分,下bd匁 5分:y'ッ｣VC増加している｡
さらに,明治 5年 (1870)5月の川相村明細幌に1ると.同村払
一 往濫宿場当園七日市節江中助郷二両,長崎御避行様 ･薩摩棟 ･筑EIl様 ･長門様御通行之節,人
馬差出栄二御座族.尤速村之儀二村村Ltiニ仕辰而蕃不勝手二付,其時 屠々人馬差出来 ])申候
と記されてある｡ これは川相村が七日市宿の大助布として出殻しようにも,七日市宿より遠方に所在
したため,美人属をもって出没することは困散であったので,宿方で雇人属をしてもらって差出して
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きたことを示している｡届人馬に朗係した資料として,前掲の ｢宿助取締親房啓｣に,
一 偏人馬,助郷惣代帳面二名前ヲ埋折詰以たし相預 り離島 入用次第其掛 l)江引合.請負人馬者
先江過払,村出入馬連村村 之々分次第-遭払,近村ヲ後IBgl-いたし,細々人馬難渋二不相成横取
計可申,且.屠人馬傭戟之儀省一村限 り届出相揃侯1,惣代より切符相渡其切符ヲ以村々江引合,
屈主江甥鎖諦取可申頚
とあり,屈人馬が使い残 りになって通行者からの賃銭がもらえないなどということがなvlエうに,ま
ず原人馬を痕初VZ:使用し,次いで遠方の村から出役の人足,そして近村の人馬は一番後廻し托して使
用するよう規定している｡さらに,御大名櫨.その他,諸家様方御通行の時,村出人足万一不調法致
したときに払 酒料等が臨時にVlる場合には,助郷で弁依しなくて壮ならないなどのことが規定され
てVlた｡
(白 神 実 )
参考文 献 ｢後月郡能｣
児玉幸多 : ｢近世槽駅制度の研究｣
永山卯三郎 : ｢早川代官｣
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第 5茸 近 代 化 へ の 胎 動
1 地方自治の展開
し1)明治21年迄 ●
明治新政府QL 長V,封種制からの切断と,新国家の統一的支配を普遍的に貫徹するために,画一的
な一定規模の行政区域を設定した｡旧来の帝を廃してfd鼎を設けたのがそれであったが,はじめは5
500近い藤城をすべて府腺域としたため,明治4年7月の廃藩澄鼎で払 5府 50diR-,ついで11
月の大統合で, 5府 72脱とし,始終的には 21年に. 5府 45県としたのであった｡これ忙伴 う後
f 月都の状況をみると,廃野旺県当時石掛 8.508石の後月都払･郡内村政 40のうち, 占か村が麻
田原に, 5 4か村が倉波腹に概していたが.大統合の際深帝県に競合され (亜 5年/｣､田腺と改称 ),
さらに8年の改革によって,側山腹に合併せられた.新政府は末端機構として払 4年に,旧来の町
村規模を越えて拡大された新地域を単位として,区を改定したQこれがいわゆる大区′｣､区制であるo
地方行政区画の廃髄分合は.さらvEたびたび行なわれたが. 11年,全盛忙面一的な地方制度 として,
都区町村制が実施された.岡山県はこれに上って, これTiでの区画を廃止し, 1区 5 1都となった｡
都区町村の専務遂行者として払 区戸長がかかれた ｢近世村落共同体の長である名主庄屋払 領主
支度機構の末端{位し,文字ど卦D村役人として止.'か上の口真似 "をするものであったれ 他面
で払 村落碑成且として.村民の 蔽`代者 "としての性格をもつものであり,その逮任は,世巣又は
交番制で,原則としては一村必鑑であっ7toこれVC対して明治以虞の戸長紘,伺じく二つの側面を持
ちながら,その主たる性赫 まA総代 "で壮なくA地方行吸官吏 "であったoその適任払 民通から官
選へと国家的色彩を与え,戸長と区域の触係れ 全盛的在仏 11年から17年迄は 2- 5村に 1戸
鼠 その後は平均 7町村忙 1戸長という実状で.戸長は区域的把も村落から乗艇していったのであるO
そして町村制YCおいて,町村長と名称と繊維を変え役場事務所yCつめ,旧教ケ町村に支配権を持ち得
るにいたり.旧村は行政区となt),区長及び代選者が弁かれ,共有袖を有し,その費用を負連する場
合私 邸参尊台に上り区会をもうける形で成されたので垂る｣(大島太郎,｢日本地方行財政史序説J
P560, 510)0
具体的に苦井町のdT村分合は, この間にいか上うにTTなわれたかというと,｢岡山県都治藷｣rL'よ
ってみると,或 5- 1- 1の亡とく進められたことが知られる
これによると,地絡的には21年の町村制施行に上って,寺井町は薯水村 ･足次村 ･組合村 (のち火
神村 ).三原村･明治村の 5か村に統合された0 5か村は16年の改正の際の8から12部の区域で
あり,政府の所地方自治制の性格づけは, 20年に近-ハ期間をかけて,形成されていつたといえようO
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衰 5-1-1 明治初年若井町地域の町村分合
村 名 明治 5年9月 明治10年 明治 ー1年 7月 明治16年 明治22年 6月 昭和29年5月 1日
宇戸川 一口 招 f東 完工 基監 4節 戸 守棒 水M ,AEコ
梶 江 M後 琴成
築 傾 4月年郡 且井町原 兵役 (与井)制 村町 57 % 体
与 井 のは歪莞 "'小大蒜警 12ち 亘荷 場 8-区域霊 (青井)改 1口重 村 雲 井 ∠ゝ【コ
菅 井 +鮎後 施-行 足に 次際 村し芸 碧 蒜 村 併 普井
天神山
川 相 月響
下 鴨 ･Lq7.12.28 55 共
上 嶋 山 鳩 改号 鹸 十 蘇 年 祁八 LU喝 A ロコー
山 村 区町 15画地一･.一･域′J＼小 4田10県か大ら占沓 li薮 月都 か秤- f ll併 村村 三改 相称- 〟
酉三原東 十-ニ (_東≡庶)部 12
忙第/罪五戸兵役j由 5_の-那区役所 原村 町池 谷 14年17年エb(池谷)9f 覗# 一●'
片 壕佐 屋 位-
井 山
南 種中 唖北 M9.10.51種山 ,花 穂 所令諺節めラち 16花 滝.名 越
備 考 小10区は宇戸川の他甘好 .北山.輿原をふくむ窮八大区忙副 長7- 2ノ｣＼区忙正風戸長 その他木之子 1西江原 2井 3戸長役場に戸長,他副戸寅 1村 1名の戸長 部轟vc戸長 役勧位但虹与井 .吉井 .下鴨 .池谷･画王慮-菜三Lar1村 1名の 長 l 人口 2ー556面頗 80.8ロ平方米平段t'場位威吐与井
住 1･)表は ｢岡山規郡治蔑｣より引用作成した｡
(2)町村制施行
日本に地方自治制が成立したの払 21年の市制町村制と,同 25年の府県別によるものとされて
V'る机 その日的とその意義は･藤田武夫 ｢現代地方財政入門｣によれば次の1うに把蛙されている｡
｢その崩 1の目的払 眼前yc迫った凶会閉殻を前(Cして,政党功刀の地方行政に入り込むのを防ぐベ
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く,地方での官僚支配休制を予め確立してかこうとしたこと,第 2Qi,府県会や市町村会の活動に感
盛夜枠をはめ.中央政府の厳しV,監膚を加えようとしたこと,第5に,鮭新鹿中央に巣めた多くの行
政事務を地方に分担召せようとしたこと,嬢後に当時の集約改正開放も.日本の蒔制度の近代化と整
備のために.地方自治の制定を促す原田となった｡市制町村制に自治体としての法人格を淀め,立鮭
確を与え,住民の権利義務vEついても規定し,その他で′こつV,てもー 通近代的な形鳩を盤えた｣
しかし.市町村長の決定.市町村議会の選挙と,この両者の磯能をみると,藤田氏は同省の中で,
｢市長は円鮎大臣が市会に候補者5名を推薦させ.そのiから盛んで天盛VC上奏し裁可をうけ,町村
嬢は町村会で選挙して何県知Lifの薩可をうけるものであり.市町村議負の選挙資格d,満 25歳以上
の独立の男子で. 2年生し上居住し,市町村の税を負超し,かつ地億あるいは直凍園親 2円以上を納め
るものに脹れた｡これは今迄忙比べて約成代樽を高めたもので.専政退歩制の採用とともに,地方に
おける大地主,腐工ブル･),ワジ-の支配を一層強めたものであった｡市町村会の議定は,条例規則,
予舶 税の既妹.財産の処分など塵費夜事項に蝦ら九,そのfi-慮なものはすべて知邸あるいは内政 ･
■ 大就両大臣の紹可を必賓とした｣と指摘してV,るし.財政に眼を移すと,｢従来国や府県から安任さ
れたものは,そのIiま今後も市町村が負捷すべきことが定められ,かつ今道府県の負担していた食用
の-柿を市町村の負過に移された｡市町村の収入として私 財澄収入 .使用料 ･手教科 .市町村税及
び夫役現品をあけたが,税収人以外は実際上卓わめて少なかったし.また独立税はなるべく起きなV,
よう馴示されたので,目冶利別歳の当初から財産のひどい欠乏の上に,過塵夜宴任事務と戯制予第割
によって.自主的復員冶各務yE事を伸す余力はなかったoかくして市町村会払 /#局は頚務づけられ
た重任串務と感刺され九日油単務を弘虚し遂行する親戚になったのである｣としているoこのような
新地方日給ではあったがともかくも菅井町の海食,どのようにそれが展開していったかIJeつV,て次に
考察しよう｡
(a)町村合併と区会
広兼の白紙村帯的行政単位の小村から.近代的地方自治を行なうために.新行政村落力町村合併rC
上って殴足され 菅井町地域姓明治 22年段牌で払 5か杓となったことは先忙述べたが.その際に.
旧村に区会を鼓る形が残されたのは何故であろう｡近代的地方自治への移行冷感であったと恩bれる
が.次の公告式条例の件と,助役の増兵に関する条例廃止の件VCよって.これを見てVlこうQ
明治28年5月29日の背水村村会の議定に上ると.公告式条例が定められ,その弟一条で村円の
4か所 (梶江村の鑑着,宇戸川村の野宵.梁瀬村の見軌 与井村で吐役場前 )に掲示物の位俊を設け
ることを決定してV,るQその理由として.
本村-元梶江村 ･発癌村 ･与井村･宇戸川村ノ幽ケ村合併セソモノエンテ,和 .一般人民.=告示ス
ルニー様ノ式賄之ノ旧来仏側-依 り告示致儀処.不行届ヲ感ゾ往 不々都合ヲ生ズ,依テ愛-公告式
ヲ設ル所以ナリ｡
とちって,合併後一村が広いことと,新しく拡大された行政村落への不蝦のために,告示が全村民に
蓬しなV,ことを恐れて. 4カ村の掲示場をつくっているのであるo同様のことは.次の助役の増員と
その廃止の如きfiCもサられる0
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助 役 二組 スル条例廃 止
理由 岡山県後月都普水村-町村制施行前梶江村 ･染瀬村 ･与井村 ･宇戸川村ヲ合併ノ村ニシテ地
盤広潤民戸山頭渓間二散在シ.旧村々民情風俗自ラ具象ナル所アリテ施政上煩雑二捗 り,東泉ノ定
点増加セザレJ{歩務整理完全ヲ待燈シ,故三助役相見一閑･/条例ヲ規定七ソ-二年を遂テ民情一致
二趣キ施政上煩雑ヲ免ル-至ル.於是此条例ヲ規定スル所以ナ!)
明治二十 八年 個 月八 日
これに上ると,明治 22年に誕生した等水村払 合併yC上って地域が広 くなったことに加A.注目す
べきことは.旧村の民情風俗は輿なるものがあり,施政上煩雑をきわめることを述べていることであ
るQ民情風俗,即ち各村の性格の亀 行政的にいえば区有財産の差机 合併によってかなりの利害の
対立を伴ったことがうかがえる｡又これにより.合併はすんなりとうけいれられたものではなかった
ことも明らかである.こうした煩雑さを防 ぐために増Liされた助役も,一応新制yCなれてくると不用
に在り,助役農止となったことを物語ってt^る｡
同様のこと払 次の足次村大字天神山の区会廃止についての紀翠の中･/tも.うかがうことがでさるO
区会廃 止 ノ件
足次村天神山区会ヲ廃止./,将来一切ノ盛事ヲ村会二委任ス｡
理由 我天神山区-元独立統一村二･yテ,去ル明治二十二年町村制爽施ノ際.吉井 ･川相ノ二村 卜
合併シテ-自治区ヲナセルモノナリB席シテ天神山区- 従来所有ノ財産及 ビ営造物71),為メ二
時二区会条例之規定二拠 り区会を設准セリ,熱々自治制本旨ヲ秦ズル二束ヨリー 村ノ統一ニ及 ビ,
其村内二独立スル′J､租税ヲ存続又-造成スJL･歩ヲ欲ス/L,モノニ7ヲザルガ胡シ,於是平本区会-刺
度ノ旨趣二速 ヒー一寸寸ノ統一ヲ希ヒ団嬉ノ筆闇ヲ図ランガ為二滋二天神山区会ヲ廃止･/其様子ヲ村会
二を任ソ以テ益二目治ノ較ヲ発揚セ/卜欲スル所以ナリ｡
明治二十八年三月二十三日
区に旧村所有の財産及び営造物を管塵させて,合併に伴う旧村明度の処遷間組により.合併村内の勅
瀬を防こうとしたといえるQ
区の串痕担当者として払 区毎に区長が1名づつおかれ.任期はさか年で.村長の指揮VC上って区串
碑を取扱 ったQ区戊の特典な役割として.村の土木委鼻を兼ねていたことがあけられるが,これは土
木嬢東が各区の直接の利等托鯛係してくるものであり.それが旧村の対立 ひいては新行政村の如嶺
につながることを恐れた故で番ったといえる｡区は結鳳 区有財産額癖の取扱いとい)財産区として
の意味と,中央からの方針を.末端まで徹底させる行政的意味をもつものであったO
しかし区払 移行措dt.で参ったが故に.新制になじんだところでは,も仕や区の存在払 かえって自
治を推し進めてゆく上で障害となったのであるQつまり区は.地方自治の最初の一時期に吐不可欠を
ものであったのだが･自治が見通しがきく艮鰭になったところでは,むしろそれに逆行するものだな
ったと考えられる｡すでに天神山区会に合いて払 部長より25年 5月d日に区会の廃止i･CつV,て間
.bれているが･いまだその時期でないとの議決をくだしているところから,嗣 uyこをじLrの仕容易を
ことではなかったようである0
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･芋慧 警 )､慧 芸芸孟芸J*讐 三二区会廃止ノ件の史楓 芳井町役場所蔵 )
(b)議会と議且の柵成
･L-抑町村制発布二付テ-地方自治分権ノ光栄ヲ育三人民二分与ノ章福ヲ樽 ノレ,-国政傭-其町村
ノ組曲召口何二依ルモノニッテ禍福延テ一郎一国ノ大政三栄況ヲ及スモ各点諸氏ノ針噂二依ルモノナ
fJ,不肖此重任二当I)｢綬人民ノ満足ヲ与7ノ好結果ヲ蛮スル串姓シト離モ番兵共同卜英明ナル方
針 トニ依テー村ノ安寧ヲ来ス故二任意二注意ヲ加-本日ノ議案二対./審議アラン草ヲ迄ヒ合テ自治
ノ本体二背カザラン畢ヲ葡7｡
明治二十二年八月十六日
村 長 渡 辺 省 吾
これは背水村村会におV,て,議長が村会開会の趣旨を述べたものである｡国の大政は町村の組成如何
に,さらには各 人々民に上るものであ9.人民社地方自治の櫛 IJを与えられるとともに,義務を負っ
ているものだから.鼠力して村政の安定を計ってvlこうと述べて.町村制が｢応自治権を分与された
ものとして示されている｡が-桑原はどうであったかを,村会の役割と盛負の醸成とによってみてい
こう｡
ます選挙資格についてみると.芳水村忙かける27年の適革 ･破過拳人見歓を表示すると表5-1
-2のようであったO
表 5-1-2 村会議長盛挙 ･被選挙人点数
公民こテ選挙 公民-テ破過孝 総 戸 数
権ヲ有スル者 確ヲ有スル者 (男戸主 )
窮 1枚 9人 9人 489戸
第 2級 270 26占
圧 1･表は昔水村の明治27年 12月5 1日現在の村会議
員選挙 ･被選挙権を有する人員調査IJ:i示し.役場所蔵
加 28年 ｢会議関係判決感｣によって作成した｡
2. 当時の盛員選挙条例 (M5 a 9,15)紘 ｢遵奉人中
直接村税 )淵 多キモノヲ合セテ避番人全点ノ納ムル
総醍ノ十分ノ七二当ルモノヲ｢披 卜./,余lJ選挙人ヲ
二赦 トス｣
これ忙上ると遠番椿含有する人員
は総戸政の占8解であって,苦水
村総人口比 2.522人で,そのう
ちの 25才以上の男女の 2070あ
まりvcすぎなV,ものであるC選挙
資格を満 25才以上の独立の男子
早,地殻を2円以上納入している
もの紅限ったことは,地方自治の
にない手の僻層的分化を計り,也
方自治体が美vc強力になることを
防げて,中央典確を行なってVlこ
うとした政府の意図によるもので
4)った｡
次に議員の糟層についてみると,裳5-1-3払 22年4月選挙の背水村議員によって,議員が
V'かような階層VC属するものから在ってvlたかをみエクとしたものである｡戸別等轍は戸数割によっ
てVlて, これは土地所有の多少を示す地租割Ik代位するものであったから,戸別等級の高低は土地所
有の多少とみなしてエhoすると昔水村e)憩艮払 戚 15等歓以上 (地租納税頚は凡そ占円以上 )の
者であるから,村内でもかな9土地を待っていた富裕棚であら')と想像されるO第5等紋以上の者が
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表 5-1-5 明治 22年 6月選挙の昔水村
訣負
藤 井 木 作
渡 辺 塵次郎
小 谷 錬 -
三 宅 三 平
井 本 平 助
長 花 利 平
山 成 誠三郎
広 江 新之助
山 成 遼太郎
藤 井 孫次郎 5 1 助 役
. 2 1
i 5
ll19804 5
荏 :表は菅井町役場所蔵M22年の ｢村会敦卦銀｣
及び ｢1金銭関係留類｣より作成した｡
くことになったわけであるQ
村会は一般村民との周にある距離をもっていた点で,
大地主であったことは明らかで.他の者
も地主あるいはそれに近vl大土地所有者
であったといってもまちがvlはなかろう｡
又営農人等故をみると,第 5等級以上
の者が5人V'ること,その他もほとんど
が官業にたすさわってV,ることから.議
員壮大土地所有省という性格と,商工ブ
ルジョ7ノーの性格を合わせもった.V,
わゆる有産者膚であったことがわかる｡
議員はかくして,選挙資格を有するも
の以上に,有産者層として自治の対象と
なる村民から分断された｡又.村長及び
助役が議員の互選と定められていたこと
払 村政と村民との切断を決定的なもの
とし,村長及び議員の大半が無給の名誉
職とされたこと,運営に際しての多数決
制も, この分断を一層強化する方向に働
中央の末端機構としての性格が強 く,本来
意味での地方自治を行なってゆく場とはならなかったものと考えられる｡
(C)村会の役割
次に村会の役割であるが, これを村会の議定及び財政の構造より明らかにしてみよう0
号水村の明治 28年度にかける村会の溝定をみると, 27年度歳人出追加及び変更予算の爵定,普
水村覇足尋常小学校建築費寄附の区分金決定のため役場において区会召森 岡′J､学校寄附受入れの執
脚 B小学校改築決5_I.公告条例の議定,掲示物位慮決定,出納険査規定.助役廃止の件.用水上区修
繕工事施行決定,28年度地方税戸数割後期及び追徴等産腰課議定がすべてであるOこれは大別する
と.①歳入出予井決算 ㊥,J.､学校建築費用 ㊥公告条件 ④助役の増見解止 せ土木番兵 砂地租徴
収である｡先に述べたように市町村会の豪定払 条例 .規則 ･予=井･租税の賦談 .財産の処分などに
梶られ,うち重尊をものはすべて知番等の認可が必食とされた｡この ｢官治的中央魚腹｣の内容が,
沢の委任事務と闇有専務との区別からでてくるので, これらの議定をさらに委任事務と固有事務vC分
けると,前者は予昇決算及び租税の蹴妹.後者は教育,土木.条例となるQ委任事務と払 国家の行
事を市町村に厨がbりさせてV,るものであって,村会娃これにたい-んな労力と発用を凄 しているQ
又,租税の賦課VC際して払 村戸の貧宙を視察して地方税の等差を定めることを行なってお9,これ
技V,わゆる弛査とV,われるもので, これも又重要な委任事務の一つとなってV'るo固有事務と払 市
町村独自の行政事務をいう｡
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で払 苛水村におV,ては行政事務を行なうための財宙比何によっていたか,又行政事務がいかに行
なわれていたかを考嬉しようQ次にあげるのは,普水村の歳入出決井啓であるが, これによって財政
面よりみていくこととする｡
表5-ト 4 歳人 決農 事
(単位 円 )
科目 年鑑M 22 M:25 M24 加 25 M26 M27 M28 M 29 M50
雑 収 入 2508 7仰54 88510 110.758 占♀975 8dD70 92065 106838 155.910
換 越 金 1印15 5Ji55 10588 120.499 110.25占 952tJ4 25341 47.525
交 付 金 8095 15745 861 21708 2424 25984 27.69占 42,896
内 { 冨芸芸言 霊 2508578.015 8β95914占8 8.915 ?.158 1【】上58 8242 15,178 15.1二三占 22540
4β28 ?,475 11D50 15998 12806 1457(I 2855占
寄 附 金 19075 12DA997753102554Ji722.973J]84 59占7ロ9 22き65 ddJ982
地 方 税 補 助 金 25314 21451ム2459.029 555829 423占5 48タ82
村 税 91 8 88号2871184声511.2785411.9 メ0 5ー7占71
地 個 劃 20丸さ25 2ヱ0589 222972 222518 22封】83 2]5,692 209.585 215.416 214占95
内 宮 菜 割 51β62 5占822 12700 1a891 14l】1一 12759 14.107 15.197 58202
戸 別 割そ の 他 536888 657.472 485228 55dβ89 652.18【】 885タOD1,054β475芦051.6967921505376
表 5-1-5 歳 出決済 笹
役 場 費 542880 42591占 57098d 555月72 451525 456.110 515J]28 590占51 476,165
合 意 党 27:945 59.789 18,148 1d597 1lL40 ?,726542494 16JOD 21420 22.165
土 木 受 152,192d601 455dl 55?.185 4ODDD 40.DrUD 557.942 119.558 161β44
教 育 費 458J]0060744 44茨75020805561 45‡275 485249 占51β70 748,152 8dP.201
諸 税 及 び 負 遇 2叫22 2878 2月25 17.898
予 備 _joDOO 20J〕00 20ロ0 . 20]00 I■lDD02172臨 時救 助 発音 傭 攻勧 共 変そ の 他 5i 2578.155855.912 545.8 465日258225957.0
酎 表増 井町役場所# ,Iar527k2Hi篭譜 菅艶 の ｢- 出決- - よったo
背水村の収入は衷 5- 1-4に示されるように,雑収入 ･繰越金 ･交付金 ･寄附金 ･地方税補助金
･村税によるものであるが,そのほとんどが村税に上る税収入に上ってお9,それ以外の収入吐きわ
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めて少をくなっているO村税の占める割合を表わしたものが表 6→ 1-6であるo
これをみると, 2占年.27
村税及び役場軌 土木 ･教育 ･衛生幾の全
表 5-1-6 歳人出に占める割合
年度歳 入 硬 出村 税 そ の 他 役 勧 銀 土木 ,敬育.衛生費 そ の 他
M.22 97 5 61 27 12
25 91 9 42 48 1〔l
24 75 25 50 64 ら
25 77 25 57 55 8
26 24 76 12 15 75
27 1占 84 1占 (?) 8 (7)7占
28 57 45 25 58 19
29 9【】 10 28 45 27
50 81 19 57 占0 4
注 1. M26年. 27年, 28年紘M25年の大暴風のため.
蔵人忙卦Vtては寄附金及び地方税補助金がその他の削合の
大部分を.又歳出にかV,ては臨時費が占めてV,るのである｡
注 2. 歳出にかけるその他仇 固有IJt務の軽食を含むが, ここ
では主なる固有串務として土木 .教育 ･循生境を別記した｡
なお,表は前掲の ｢歳入出決井砂｣によるものである｡
年. 28年を除外すれば
(表在 )ほとんどの年にお
いて村税による税収入が90
肇前後であって,その他の
収入はlOYv前後にすぎず,
中でも財産収入 ･使用料 ･
手数料といった芳水村独自
の収入 (雑収入 )はほとん
どとる忙足らない｡又.令
計でみると.22年の580D51
円から序々忙増加して,5CL
年には 1.95d,= 4円と4倍
近 くに増加している｡ これ
は2-2年における村税578D51
円より,50年には5倍の
1.57d.571円とこれも村税
の増加に伴 うことがあきら
かである｡
歳出で払 役場柴とあるのか委任串務を行なっていくために必要な経費であり,土木伐 ･教育費 ･
衛生鍵が主な固有事務のための経費である｡表 5- 1-占でみると多少の変動はa,i･るが.役場章が全
歳出の約‡紬 めてか9.残り言で固相 務細 ってV,ることになる｡ このこと払 芳水村の財政は.
ほとんど税収入だけで委任番叛と固有串務を行なってV,かなければならなかったことを示している｡
表 5-1-7 村税 の内訳
地 価 剖 常 東 割 戸 創 劃 地 個 劃 営 業 割 戸 別 割
班.22 54% 8% 58% M.27 199あ 1% 80%
25 24 4 72 28 17 1 82
24 24 2 74 29 ll 1 88
25 29 8 占5 50 15 5 82
皇6 25 2 75 平 均 22 5 75
注 表は前掲の表 4 ｢歳入決井野｣によったO
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次に個々の項目につVlてみよう｡まず歳入の村税の内訳であがが,表5- 1-7をみると,戸別割
が平均で75多を占め,地価劉吐2296となっている｡これは村税に朗しては,戸別割に大 きな比重
がかけられてVlることを意味してvlる｡そして年毎にこの憤向は著しくなってくることもうかがえるo
前表にかえってみると,裳 5- 114では地価割がほとんど変化のないのtn:比して,戸別副の増加は
著しく,戸月順FJaj伸びの傾向tj:,村税及び総計の伸び凧よとんと平均している｡又雑収入の伸び率も
わずかであるが, 29, 5 0年頃には2倍に増加している｡しかし.もとの数値が非常に/J､さいため
吃,央質的には全体への影身-エほとんどないといえる｡このことから歳入の増加は,全 く戸別副の増
加によっているものであることがわかる｡地方自治新脚下における賦課方法辻,土地を多く所有する
ものにとっては都合のよい,土地所有高の少なvl姓氏には魚道の大きV',不公平丘ものであったとい
える｡
蓑 5-ト 8 詣 呈 9年紬 ける剛 科目
科 目 i 科 目 @
役 場 受 2Z8 臨 時 費 21.9
金 蔓 発 1.5 救 助 攻 a12
土 木 史 5.占 昏 備 虫 D.10
# # * 55.2 和 美 や CL25
衛 生 発鵡 及び免租予 備 費 i41.I0,94 そ の 他 一.7l
症)表は前掲の衷5-1-5｢歳出決斉替｣に
よった｡
次に歳出であるが,蓑 5- 1-8にお
ーけるように教育史の割合が55.2帝と最
も高く,ついで役場費 27.8%,藤時軌
土木費の版で,教育費以外の固有串常食
の割合は非常に少なvIQ国からの委任串
務を行なうためのものである役墳費は.
固定せれたもので削ること紘できず.減
少ということはせず考えられないもので
あった｡又教育費比政府の改発とあいま
って年 増々加の傾向にあb,他の自主的
自治事務を行なっていく余力はなきに等
しく,全 く貧窮した財政であったといわ
ねばならないO
以上村会の役割りについてみてきたが,国の厳しい凍制のもとで議定を行夜い,国から委任された
-S務を村税でまかなうのだから,村会比国のための末端舷弧 いいかえれば,国の政策を地方まで貫
徹するためのものであった｡政府の地方政策は,町村制を一応自治権を分与したものとして示しなが
ら,本来の目的は官治的ないし,中央集権的な地方組政の確立にあり,町村制は本来の意味での自治
の性格をもつものとしては考えられていなかったといえる0
2 近代産業の崩芽
(11典薬の推移
a) 普通作物
明治 15年の梶江 ･築瀕 ･乎戸川の各村についでみると.総価格に対する各作物の割合は表 5- 2
-9のようであるQ これによると,米が東一位を占めるの比茶棚で,梶江と宇戸川ではこれが第二位
となっていて,第-位は大淀で,宇戸川に卦V･.て払 総価格のみよそ半分が大変によって占められて
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表 5-2-9 顎瀕村 .宇戸川村 .梶江村 .普通物産 (産額 )
単位 石築僻村 明治 11 栄 滞 米 大 麦 小 変 裸 麦 莱152.882(】 15.104〔】 21&.250(】 45.2680 48.6500 14.5720
12 1d且058C) 2一I.7280 241.5570 52.7110 44.945C- ll.4750
15 159.8290 17.5757 286.2750 5y.9200 42.9207 ll.4000
14 157.0999 17.8500 219.9600 4q.7550 51.7555 7.9200
宇戸川村 (%)10 5id エ8 25,8 9.1 5.9 1.i86.1480 4.5050 586.568D 518900 283067 5,5800
ll 71.5287 ll.5410 571.5008 51,9275 1占.9166 ll.1285
12 72.4471 12.0755 560.007 5一.1010 16,5440 10.6954
15 65.41占2 9.8'996 ヱ85.5(〕50 24.8495 16.7828 ll.8650
14 占8.1571 9.9540 201.2dDO 16.7850 9.0619 ad520
15 60.2900 14.5820 272,0100 12.5878 14.5792 7.9776
梶江村 (%)15 1a9 2.4 4a4 5.4 5.5 2.598.4551 159451 229.5820 16076d 44 986 51000
注 1.)乗は芳井町役場所蔵 ;築漸村 ･宇戸川村 ･屈江村各 ｢物産表｣によった｡
2.)%の項は各物産の 1石 1斤の通価から総価格をだし,その割合をあらわしたもので,各村
表 5-2-10 明治 13年(/⊂かける三村の状況
項目料 戸 数 人 員 (此 英 工商社菜 午 局 反 別
梶 江 戸77 人454 芳 芹 2暦 管 町26.4426
築 潮 90 515 79 9 48 - 50.5916
宇 戸 川 146 876 109 45 104 2 105.650占
科 項目 田 f 畑 宅 地 i山 林 荏.)表は芳井町役場所蔵 ;梶江･築瀬.宇戸川村の ｢戸頼
梶 江二 町 町 町 町&4814 14,9007 ま2805 79.4720 総計表｣によったO
築 瀬 15.2124 51.0008 4.571占 158,8524
いる｡ これは糞 5-2- 10に示めしたように.字戸川は山林と畑が多く,田が少なかったので.栄
作には不適の地勢であったのであるo梶江と築瀬はだいたい似ているようであるが.重源は梶江上り
良薬の盛んな村であり.梶江は築瀬と宇戸川の中間的在位歴にある村だと思われる｡さらに表 5- 2
-9で普通物蚤の推移をみると'米酒及び大豆 ･南米は増加の傾向にあるが,麦類 ･席輪番にかV,て
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秦 大 豆 膚 麦 萄 泰 甘 (斤)者 局 (質 )8 稗
1.8200 15.8540 41.795ロ 4.6200 71180500.t]00 4087.500 i45CE)
2_5750 57.2250 57.15,50 2.1占40 57D7D,588 5591.500 ?
一.84000_2 51.01OD さ9.4000 1.dOOC)a1 56585.000 5848.ロoo ?
54.8500 59.4000 占264D.OOO ? 59.00 ?
5 4 ?,占 9 0
5.0占08 8.8540 5n5800 ロ 5888CLDO 6888,00 0.5775
7,8407 7.42占7 52.1058 41925.00 7425.00 0.9095
7.4492 a8920 51.3552 45225.80 6564.00 0.9166
5,dD88 7.1955 29,59-/d 44551;00 5824.05 1.0469
5_8158 ll.4040 50,4878 45157_90 5578.40 &1占24
占.1880 10.1790 4ロ.8480 40751.96 5087.00 &3627
07 1a 4.8 10,8 1.5 1
1ー200 22.4000 176000 2.9000 25525.400 1840.ロoロ D
とも明治 15年の割合を示す｡
叔少がみられるのは.他の畑作作物がそれ忙かわったのではないかと思われるQ
b)特用作物
菜 5→2-11 薬瀬村蒋用物産 (明治 = 年- 14年 )
年 度科白芙 絹 生 糸 藍 案 薫 畑 等 菜 種 親 類
明 治 11 斤 斤 斤 斤 (石) 斤2259.500 2.000 919i20D 4704.ODO 8.5250 252.500
12 5157.240 6.500 19578808 1284.2占0 21.0458 285.950
15 6500.OOn 7.500 1775ま180 1590.000 10.7100 581.150
注)表は菅井町役場所蔵J｢築栃村物憂表｣に上る｡
江戸後期から明治初年境の史碑がないので.とこで壮明治 10年以降の特用作物についてみていこ
うQ表 5-2-15に見られる囁用作物臥 せの数字から.生糸の他は以前からかな9盛んであった
と考えられるO この他忙特用作物としてrL 明治 11年から15年の ｢築沖村にかける田畑勝手作反
別-一朝叔網傾｣に,菊磁 ･胡麻 ･茄子作もみえでいる｡又,新 しい作物を取 り入れようとしたことは,
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以下の史料でも明らかである｡即ち
西洋 葡萄御下原
一 西洋 葡萄 苗中小取合五拾珠
右之通葡萄酋御下渡取成下席且遠方之串故亨使二取寄申下問何卒代金何程二相成候哉御報被下席左
侯-､幸便二代金持参受取方二差出候糊省面之趣御開届被成下席此段御中上候也
備 中国後月都梶江村
厳 人 山 本 研太郎
明治 十二年 四月十二 日
戸 長 山 本 讃太郎
岡山県天瀬勧薬試験場 御 中
西洋葡萄の苗を50株天瀬勧業試飯場に注文しているのであるD原人山本讃太郎は郡区町村編成実施に
に当って,梶江 ･築瀬 ･与井の5ケ村を1区とした時, 11年から1占年に廃職となるまで戸長の地
位にあり.村の富裕な階層にあった人であるoこのように新しい作物の導入払 村の上層から始った
ものと思われる｡
しかしこうした作物が,どの程盤従来のものにとってかわったか払 史料がないので不明であるが,
余剰曲産物が商品化され,商品生産が序々忙発展してくることは後の史料で明らかであるo
c)典薬碗穐政策
明治改称 ま嬢-#振興政策として.郡庵に曲事会をもたせたが,次にそれをみてみよう｡
報告昇給九号
第二回本部塊事食客同七日ヨリ八日迄二日間併設候二付テ-較酷中新奇ノ祝ヲ摘錦シ別紙回送候条
写敏之上其邸内地業ノ者へ無洩通報万頃斗可有之此段及報告候也,但到着送遠ノ時ヲ和名下へ記載
延滞無之様様順送シ画尾ヨ1)返却可有之秘
明治十四年七月四日 後月郡役所
梶江村 ･築瀬村 ･与井村 ･書井村 ･天神山村･川相村 ･山嶋村 ･東三原村 ･戸長中
明治 14年に開かれた魚歩合の軸 仏 米 ･麦 ･鯛 ･藍 .煙草 ･大根 ･繭 ･楠米 .畑稲 ･天蛮 ･桑
･馬鈴賓 ･菜種 ･粟 ･茶 ･芋 ･仏箪緒･胡麻 ･水瓜 ･茄子.共瓜 ･葱 ･雑之部と多種の作物にわたっ
ており,内容は瑛揮 ･施肥 ･病虫害の予防 ･播従を中心としているQそのうち米の部で払 (11温地へ
の石沢旗艦■(2件周等の月旨又-芥子抽ニヨルウンカノ駆除,(3J精米ノ新確ヲ′｣､田都束三城邸ヨリ求メ
タル事.禍の部では:,(1億 子二鱗柏ノ粉末ヲ付クル功,12日~ゾラテ｣ノ筈二-箇油粕ヲ浸シク水ヲカ
ケル執 藍の部では仙寒中ノ描粗 く2)種油-ヨル ｢トビ虫｣ノ願除.煙草の部では(11菜稽ノ跡へノ植
付 桑の部では1欣土へノ植札 (2)大豆ノ施肥利用が主夜ものである｡ こういった十連の万策は,増
産に加えて品種改良の傾向の強いものであったといえるQ もっとも.肥料や苦虫の瀧除方法など把は
目立ったものは見えないのであるが,煙嵐 ･免 ･,tいった商品作物生産即こ力を江V'でいたことは十分
推測できる｡
12) 商品生産の発展
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乗 5-2-12 苦水村物産衰 (明治 29年 )
# 品 名 産 出 高 哨 政 商 顔 摘 畿
#物 栄 1.204石 1,084 120 他方に摘出ス
麦 2.658 2.580 105 同
大 豆 57 57 - 同
小 豆 72 40 52 同
葡 麦 155 2ー5 28 同
莱 59 59 -
秤 5 5 -
秦 52 52 -
萄 黍 8 8 -
野求 甘 舘 48.970メ 48.970 - 他方-輸出ス
牛 歩 2,878 958 1.920
大 根 45.560 45.560 -
胡 ふ 葡 58 58 -
附 横 芋 25 5 180
茄 子 tL508メ 尽5〔=〕 -
疏 菜 薪 4.550 4.550 -
莱 78石 15 65 他方へ編出ス
付 子 180メ - 180 同他方-輸出ス
桃 250 250 -
葡 萄 118 118 -
･柿 6,5 与880 2.35
特用 藍 薬 粉 1もl/89メ t5,508 10.298 同票 煙 草 i895 150 1745 同
原 秦 15.500 1も500 他方へ倫出ス料 茄 指 もSDO 25 14250
作 醸 18着 5 15 同
物 番 茶 25メ 25 -
育産 午 4顎 - 45 飼李シ戎-他-売渡スナ リ鶴 12口羽 120 蕃ス
衣産 粕 卵 16,800ケ 1150〔】 ミロ□0 輸出ス鮎 1.750尾 1,750 -
-12()-
(菅井町役場所蔵 )
演 品 名 産 出 高 消 鍵 箱 戟 痛 賓
#追良産 -# * 45ロメ 450 - 他方へ輸出ス
豆 腐 15.ロoo挺 15,080 -
梅 子 85斤 85 -
酒 850石 280 570
加 焼 酎 28 28
工 傍 聴 280 i50 130 他方へ輸出ス
# .科そ 肥 料 5.960メ 5.960 - 他方へ輸出ス
噌 覧 粕 4.850 4,850 -
･のJy也 抹 油 58石 5 28
料 木 材 155.540材 82.000 5i540 同 .成-貯蔵ス
加工品 絹 放 物 10反 18 - 他方へ倫出ス,或-貯蔵ス
絹糊交 練物木綿放生 糸 585.04d4} 58i.500 1.9082.5 I.5 同
呑 卵 叔 日 7枚 35 82 消費筒55枚比30年に硝煙スル見込ニシテ或雷は他方-輸出ス他方へ描出ス足 袋 1.890足 1.080 810
下 駄 2.530 950 1.580 同他方-倫出 スへ
草 履 500 500 -
革 靴 250 230 -
半 庶 1.2□0絹 520 880
沌 瓜 90 90 -
陣 子 鹿 4 3 1
竹 細 工 52ロケ 80 440 同
禰 戚 120 12【】
京 樽兵 団 8ー0反 - 8ー8 他方へ格出ス輸
綿 糸 18メ 8ー -
一命 87本 55〔】 320
里 染 32.800メ 7.ZOO 25.LIDO 同
並 澄 160銀 160 -荏 (1)
荘 '1)灘造家に於テ辞漂着 ヨ')注文受ケ新調売渡スナリC
･2)瓦典造家に於テ他人の注文ヲウケテ製造元酪スナ リ｡
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表 5- 2- 12は明治 29年度の苦水村の物産状態をあらわしたものである｡
これによると穀物類辻米が衷及びその他の雑感顔全体の三分の一に満たない0時に雑載類が非常に少
なく,割合からみても表 5-2-9の経世の割合1少も非常に液少してきてVT.る｡一方野巣果実及び
得同原料作物れ 29年の史料しかないのでどれ程増加し7tのかはわから夜いが,かなりの産出高に
在っているo このことから,畑作である雑額は,同 じく畑作である野菜果実及び特用原料作物額にと
ってかわられてきているといえる｡野菜果実類の甲で比甘摺 ･大横 .疏菜類 ･柿 ･牛葬が,特用原料
作物の中では藍葉粉 ･葉煙草 ･発 ･務鞄が多 くを占めてVlるQ特用原料作物は明らか忙商品作物であ
り.牛葬 ･柿も他地方へ輸出されて都外との取引きが行なわれていたことを示している｡畜産水産以
下をみても非常に多種類のものがあり.それが又か夜9の丑を倫出している｡これは次の表 5-2-
15の ｢壬箸物輸出入表｣をみるといっそ5明らかになってくるo ここではほとんどのものが商品の対
象である｡
表 5-2-15 明治 29年分輸出入衰 (背水村 ) 芳井町役場所蔵
品 目 単 輪 出 職 人
丑 価 格 仕 向 地 丑 価 格 仕 出 池
栄 (石 ) 70 d50円 福 山
裳 U 80 520 -
酒 o 135 2.dd0 -
木 綿 (皮 ) 1.906 1.145 摂津 .掃磨
午 (顔 ) 85 1.550 四 国
雑 穀 (石 ) 120 744 福 山
酒 〃 28 480備後-も
食 塩 〝 150 338 福 山
塩 蒐 (負 ) 168 尾 道
呉服太 物 (皮 ) 450 福 山
畳 表 (故 ) 500 9〔】 ～
和洋小間物 (価 ) 170 一'
石 炭 油 (函 ) 150 545 一γ
次に生産段牌であるが.捷虚と瓦は津文把上ることが表 512- 12の江に示したように明らかで
あ9,見込みによる生産の前段縛 といえる｡又J加工品腰の品目及び垂出馬からすると,支配的には
家内=薬の段階にあることも明らかである机 専門の帝人 ･商人も推定される｡すでに明治 12年の
与井村の ｢地方税営業鑑札原傾｣に.故油卸売 ･洋反物小売 ･薬物干物 ･塩物卸売 ･藍製造面 ･,jt間
物小売 ･敷物仲拭 .畳表′ト売 ･蝿束子卸売 ･八百産物′ト禿 .完物′J､売 ･材木仲又 ･鯉厨雑英子小売 ･
煮禿屋 .篠縄綿袋小売 ･瓦焼商 ･豆腐商 ･蕗謁商 ･三等施織虚 .古宥行商 ･緒行商 .古道具師興行 ･
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三等水車等22項目58人とあって,専業あるいはそれに近い者であったことがうかがえるo
t2)製 糸 業
(1ト佃 でふれた聴用原料作物QL 現在ではあせり目立ったものではないが,初期近代産業ではかな
り大きな比重を占めていたo ここではその中でも特に変超の敢しかった考垂 ･製糸業についてみてい
こう｡筆轟 .製糸兵には轟感 ･養蚕 ･製糸の三過程があるが,明治 16年より第二次大戦前頃までの
菅井町における蚕禰飼育嵐 奉養戸数及び桑園反別.生糸糸遊芯をあらわしたo次のグラフによって
これらの変避過程を考察しよう｡
男 川
串 務所
l曲置場 コ且 沿
｣､ 田 川
図 5-2-1 有終軸糸部所配位図 (内山兼次郎氏による)
まず秦種であるが, 39年1り増加し./A:じめ,昭和初年の息敢な増大のあと.昭和 6年に紘大正初
年の状態にもどっている｡売価をつくる車種家は最盛期にかいても,町内にわずか4軒 (藤井 ･篠原
･小谷 ･山本 )であって,専門的なものであった｡そのうち藤井,篠原は他県へも輸出していた上う
で参る｡町内各農家で朗 した蚕種はこれらの糞戚家の典進の性か,県外の後月郡近在及び他県から
入ってくるものもあった｡又.水糸会社から直鼓鹿家へ割当てられることもあったようである｡
農家へ入ってきた垂種は僻化後,桑を飼料として香車 ･初秋蚕 ･晩秋垂など.年に 5- 5回の周期
で飼育される｡桑は稲のつかない川の姫防の内外たとか,山の開墾地に主に作付けされたが,盛んな
時には水田にもあっ`たそうである｡グラフをみると,桑園反別及び饗垂戸数 も昭和の初年で最高に遵
している｡-戸当りの桑園反別はほぼ 2反 5畝前後であるが.これは作付けされたところが1記の1
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うであるから,米生産忙riほとんど彩管を与えなかった｡葦最良家は紹和5年に 1,158戸と最高で
あるれ これは苦井町全戸故の約半数を占めているB噂に英和付と専井村レ(itv,てPL 7割近 くにも
遷したこともあった｡その当時は,出家にとって垂妓粧重なもので. お`客様 -と呼ばれて屋内で飼
育されたのであるo木抜 きを持つ足根の家がこれである｡これが羅天飼育にかわっえの性昭和 22.5
年頃であるo
次に鹿家で育てあげらTLた潜.'d, 10数人の仲異人に上って兄いとられ.円外の娘糸=場に1,.くら
れた｡菅井町で代表的な避糸会社結. ｢fl滴製糸陳式会社｣であったo他に座操軸糸戸が5戸あった
が,これらは.家内=業の段階で規模も小さvlものでもった｡有終叔糸は-S井の現在曲集協同鹿合の
あるところに位威し.明治末年安本金 5万円でtMRされ 遊転原動力は蒸気,基数は 100釜で,最
盛期に壮一ケ月の生糸恥造筒 1?-□こかり(14000耳 )に遷 した｡曲晶の大部分比横浜の井上商
店から輸出されたQ有終製糸株式会社の内部各部所を.封LLせかではあるが図示すると,図 512-
2のようになる｡図中の宥橋台は福井県等よりの技術者のためのもので,彼らを招いて生産技術の指
事にもたらせ.新しV,技術を学びとろ)としたことが)かがえるO
l～●蛾食品
l○lIr 仰 T' し＼
坪･ ′ふ 可 JT 繁 ' '` ;TIH √り'f′-NJZI" 〝N'1
歯5-2-2
年)タラ7は三宅童三氏所蔵 :｢阿山妹後月胡典会四十年史｣によって作弘
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グラフより生糸製造高をみると, これも大正年間から昭和の初期にかけて息な上昇を示し, 6年を
ピー クVCLて, 8年に吐息政に減少していることがわかるo
以上から,菅井町における灘糸英仏 明治の 10年代にはじまり.大正時代が急散在発展期で'昭
和初年頃に ピー クをむかえ.以後急速に交通してい ったといえるO生糸ri明治大正を通 じ.特にアメ
リカへの輪出品として.正米独得のための中間的役割を果したのであるが.政府はその輪出向け生産
を確保するため.保顔育成策をとったOそのもとで滋糸菜紘&かいに奨励され,青井町においても著
しい発展と怠ってあらわれたoLかし零細企業が多かったことが全国的傾向であって,昭和に入って
第一次大戦後の世界恐慌がLlとるや,糸価の大暴落がかこったo政敵 まこれに ｢糸価敵埼禰族法｣で
対処しようとしたが効果なく,糸価とともに曲も当然下って,良村吐大不況におちいり.埜義肢すた
れる一方となったのである.,そうして桑園は疏薬類,果樹類にとってかわられてLJlくことになった｡
或 5-2-14 薪と生糸の相鴇
年代項生 糸 宙 項_年代 生 糸 済
IA 1占 517円 4.08 S 4 1.515円 7.06T 7t; 879 5 77 5,10
5 1,228 5.56 A 585 ま03
lO 1.592 7.00 7 898 ま53
S 17 1,580 8.55 8 7dl 5,28
2 1.375 a.05 9 552 2.28
任 1･)生糸首斤相恩 軒垂皮秋の平均-耳相場
2･)生糸相場-bt林省発表全国平均を示す｡生糸相場ノ､横浜市場現物の平均相場首斤
をもって示す｡
5･)表壮三宅萱三氏所蔵の ｢岡山脱後月都農会幽十年史｣によった.
(釜 .EB ゆき子 )
参 考 文 献
大 島 太 郎 : ｢日本地方行財政Irbヰ脱｣ 1970,未来社発刊
大 石 易一郎 : ｢日本地方財政史序説｣ 1968,御茶の水雷房発刊
的山県虚月町姓会 二｢岡山状後月都地金幽十年史｣
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第 8章 経 済 構 造
1 景 業 の 発 展
イ 耕地整理の展開
川 耕地菓理VCついて
耕地兼理とは一般に ｢不規則形状で狭少な地棟の耕地を結合し.形状を修正し1耕地の地棟を増加 _
させること｡｣と言われているo Lかし.この耕地隻理を歴史的忙見ると三つの段幡忙分れている｡
即ち我が国で綻.明治52年公布の耕地善理法においては前述の内容t,こ近い ｢不規則形状のしかも狭
少夜水田を結合して形状を催正するとと｣をB的忙している｡そして明治42年の同法の改正では
｢耕地自体の耕康的改良および拡張｣作:重点をかくものVE変化している.更に昭和期聴vc戦後にかい
て機械導入の為の1車当Dの地疎拡大のための形状修正という段階があるo
次vc耕地隻理を行 うには2つの条件が必要であるD lつER:は施行位恩の自然的条件であb.2つに
は群集を進める資本である｡自然的条件咋比,気候 .地形 ･土壌 ･地下水等の因子があるが僻に徹地
形と地下水が直接の問題になると考えられるo この点は我 が庖全体の耕地尊理地の分布を見たと
き,低地の水田が極めて多いことにも表れているO次に茨木の面で仕.耕地緊理弼 vc投下される資
本は固定資本として土地vc合体され,地力も高まるのであるが1時期(てかいて支出が搬中するととゆ
え従来の零細鹿家ycは困難をことである.そこで当然地主の力を考えねばならない｡国の行政的援助
をうけつつ地主自らの経済負粗によってなされた場合が多い｡これは全国的視野で耕地隻理の分布を
見ると.大地主が多いところほど施行頻度が高く規模も大きいということも物語っていようo
以下青井耕地養理事集vcっいてもこの2つの面から考えてゆきたho尚青井耕地整理は明治42年
から昭和5年 (=串比大正 5年まで)にかけて行なわれ.畑地を水田に地目変換し.かつ形状を修正
したものである｡
(2) 青井の自然的条件
青井耕地整理は当地では一般vc西吉井耕地整理と言われている｡即ち芳井町大字菅井の中で対魚地
域は,J､字で示すと.沢岡 .篠原 ･矢谷 ･硬木 ･追崎の各地域であD.沢岡以外は｢投に酉青井と盲わ
れているからであろう.対粂地域の地耳的条件忙ついて見ると.地形図を見ても小田川が井原以北で
かを9枚めとみ蛇行の形を示してかb各地で氾濃原が見られるのであるが.この菅井で聴vc広く凍っ
ているotた大仙山丘陵が 1つ平野の中vr_孤立しているのであるが,これは明らかにかっては小田川
は沢岡から酉青井の篠原 ･矢脊 ･追特番経て与井忙耽れていたと思える｡gL実大仙山北側で吐きわめ
て韓VTLlyルト屑が存在しており.当地での井戸湘 9托おいて仕かなDの砂簡とかシルトが見られてい
る｡.酉菅井が小田川の氾濫原であるというととは.地下水の水位がかなり高く(冬細篠原地区で-
15lc初奄鹿)耕地鮭理を行ない水田化する場合大 なる利点であったと思えるo
次vc徴地形vEついて見ると.適時 ･沢岡の′J､田川沿いの地区が襟首約 80m.坂本西都が 907Lと
平兎 という傾斜であるが坂本西部で去の傾斜が見られるが･他の地郎 ほほ忘 以下の傾斜であb
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ため泡式水田VE適 したものと言えよう｡
更に青井耕地整理は水田化をも成されたのであるがこれは肺慨用水として.傾斜地が多く小田川の
水を利用できないため.降水をもとのため泡式水田とされているD吉井の年間降水丑は 1,10O脚窄
･ブ:I:i:言 ∴宣漬 王:.'::J:.A/'l
準 .:貴 ここStTLl1-I./I:;･聾:.,;苧
? ? ?
??
? ?? ?? ? ?
?
?
? ? ? ? ? ? ? ?? ? ? ? ?
? ? ? ?
図 占-111 青井耕地亜理対象地域 (1･.25000地形図上b作図)
鹿であるが周囲を山vCかとまれ.受水面恥 ;約500haと耕地並理対森地区のi5倍広くとれるとと
も水田化の成功の挙国になったと思える｡
(5) 耕地整理前の実態
前額で述べたどとく青井耕地生理比明治 42年から行なわれたのであるが.耕地亜里を施行するま
で紘自然的条件の他VC歴史的要因も加わっている.
青井は小田川耽城で壮あるが地形上用水に乏しく.表4- 111に示すととく畑作を主とし.約
58haの水田の50haは漠汗水を唯一の用水源としていたO明治初期よDのため池は矢谷の神田池で
あった.ととろが明治16年vc大干害を受け沢岡に泉谷池を三宅粟斉が中心となb集増 したのである
が.碓漉面裸は約8haにすぎず.干害をその後も受け焼けていた｡そこで聴忙昔の多い酉吉井の用水
確保の為明治42年妹尾源治郎を中心に神田地下にため池を新設する計画をたてたのがとの事業進展
の第一歩であったといわれている｡この計画vC賛同する者多く特忙当時の村長′ト谷錬市は思hきって
耕地整理まで行なう大計画まで進めていったのであるD
耕地整理をもまで決心 したのはこの千首からのがれることが第 1であったが.他vC従来の畑作が頭
打ちの状態であったことを忘れてはならない｡即ち平均 1.5反の水田では生計はたたず他vc平均 5反
という畑作を行なっていたのであるが.作物は豆類 .いも類が主なるも0)であb.収入額として有利
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表 占- 1- 1 耕地整理前 (明治42年)の営遜
1･ 耕地の利用状況 (戻)
水田 - 毛 作 田 二 毛 作 田
乾 田 湿 田
畑也 冬 季 休 閑 畑 不 休 閑 畑- 永 年 作 物 その他 の作 畑
?. 良 薬 紐 蝕
A 鹿 家 戸 数
普 通 農 薬 を 恵むもの 他ー の 特用作物を兼ねるZ準 竪琴 瑚
B農家1戸当D平均耕地 (皮)
田 畑 計
C耕地面貌別良家戸数 (戸).
5反来弼 5反未満 1町歩未満1町歩以上
(備考 難業農家を含1ず)
I)自小作別耕地両歌 ' (句
･J､ 作 地 自 作 地 トー
防 74 502 578
畑 128 280 4D8
をものではなかった｡明治 lO年代禰花を各農家で横領的vC栽培 したが.抽入桶の増大忙つれ商品イヒ
できなくなり統vlて染料用忙藍の栽培を初め芳井の豊とVlD名tで出たが.これも外国産との頼争忙
壮勝てず明治5d年とろ上少次第に下向きとなっていた｡従って明治40年すぎの青井農薬は畑作vE
た上って比いられない菅境忙あったと育ってもよいであら5.との苦境時vc畑作を水田化しため池農
業vc轍 するととは農民VCとって現された夢とも甘えたので比充かろ9か｡息合設立の同意書VEは関
係農家 559人中274人の同意者赦がのっている｡
ちなみ忙当時の畑作忙ついての苦労を帯るものとして現在なかも規則正しく生地された水田の中作.
Tiた比蛙の位紀に野井戸が点在していることである｡軌連のエ5VE当地は小田川の氾漫原であること
からも地下水忙壮恵まれていた｡そこで水田 l畑地を問わず農葉用水として最も確かなのが地下水の
括用であ少,農民自らの手でくみ上げ耕地に与える方法で奉る.完成後dD年咋なる今日でも古い且
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家vCは底にせんのついた水たどが残っているが,これは当時の過物である｡更に昔心のあとが見られ
ることvE井戸の形状があるD周囲から見ただけではどれも小さ改野井戸VC見えるが上からのぞ くとほ
とんどのものが上部の三倍位の底面をもっているo地元の藤井翁は ｢とっくb塾井戸｣ と言われてい
る｡これも少しでも耕地を渡さず井戸をつくるくふうの例であろうo
耕地軽理鹿合の記銀vu ると次の4点を申典発足の進としてあげているD
① 吉井二於テ-兵家ノ割合二耕地少ナク
⑦ 耕地中田-滞概水乏シク早寄ヲ受ケ易ク
③ 早春ヲ受クル恐ナキ田地ノ大部-湿潤ニッチ其利用ヲ完フスルコトヲ得ズ
④ 畑-畑作ノ収利蒋ク非利用亦完カラズ
この4須目の中耳に湿潤ナEB地とあるのはおそらく,氾濃原の中でシルト層の目立つ大仙山北～西側
の位艦であったと思えるO現在忙かいても沢岡 ･篠原の低地部では湿田がみられていることからも理
解できようCそしてこの湿田が全水田の8割をしめていた (表 ムー 1- 1参府)
(4)耕地軽理事集の経過
明治42年地区民の同意で吉井耕地せ理事業が計画を進められていったのであるが.45年吐琴業
のための準備期であb種 JIの調査計画が成され.里明治44年1月8日原知群あてに耕地を理組合設
立認可申雨が出され.同年2月14日哲可され木琴集結軌道vc乗ったのである｡
畑地を水田化するとと.千客をなくすととを目的としただけに用水確保の両の計画が細かく立てら
れている.せず過去 2D年間の帝作碓糾 問 (6月10日～ 9月20日)の気象状況忙上b,蒸発丑
(大ナル年) 占DO叫 降水丑 (小ナル年) 408m.沖天連続日数 (大ナル年) 50日という実態
をとらえ.稲作において更vE葉面蒸発丑を自然蒸発丑の2.0倍.地下への最遠丑を案面蒸発丑の 0･1
倍という計井をしている｡そして地区内全用水量を約2450万立方尺と定め.当時のため池神田池.
泉他の)ち泉谷池を増鼓し.新たvC天神山池 ･大正池を新設する上)計画されている.このうち天神
山他姓.全地区の約7割の耕地を9るかすもので.降水の受水面横は 140町射てわたり.水面2･5
町歩.東大深度 dd尺.容疎 950万せ方尺とをっているqそしてこの天神池を最初忙工軒別まじめ
てし1る｡
次VC軸 路忙おいて比地形が前述の如くI0-品 の傾斜地でわ たので･志 を限度として志 士
弄 る- 1- 2 工事施行年産表
(自9E'lEl～至8即 1日)
種 別 明治44年 大正元年 2 年 5 年 4 年 度
天 神 山 地 0.25 0.55 0.55 0.5 -
大 正 池 0.1 0.4 0.55 0.15 -
泉 谷 他 OJ 0.4 0.55 0.15 -
道 路 .鞭 0.1 0.2 -刀,5 0.2 0.2
開 田 1町 2反 5町 2反 50町王反 - -
区 画 隻 理 - - - 1町5反 55町8反-
1
れている｡排蛸 の傾斜が去-面 で あるのVC比すると納
碍できるものであろう｡
耕地生理と道路の改奥はどの地区でも密接な関係で巷D.青井でもかなb当時として吐息いきった
ものであったo聴vE沢岡から坂本vc至る本道は常に車馬の往来するものとして.巾且 9尺 .僚斜5分
としている｡この本道壮現在忙卦いても魚道以上のもので交通上貴重をもので奉るbそして他に支逆
は巾1間.小支道 5尺というよ5咋_決め.各 現々在抹 トラクターが十分活用できる道路であるC
(5) 事薬後の実態
許軽費等の支払いの為排他慢理中英は昭和5年まで続いたのであるが.本=事比戸別嘗大正4年に完
了している｡事業後の地目別画餅仕舞 8- 1- 5の如 く.田 ･道路 ･ため池の面棟が増大し.畑 ･山
林が波少してかD,地目変換を目的とした耕地蛙理であったことが明らかである｡
蓑 6- 1- 5 隻理前後の面耕比軟 (対魚域)
地 目 軽 理 前 屯 理 後
田 575,9 770.a
畑 410,7 1.4
山 林 59.4 -
原 野 0.4 a.1
宅 地 ム2 0.5
た め 池 6.5 01
道 路 22.7 45.4
* # 5.4 15ー3
料 10.2 a2
娃 塘 ■ー5.8 7.8
軸 岸 - 1.2
た め 池 - (新設 )4占ー2
合 計 900.1 8?7.2
表 占- i- 4 笹理前後の地価及こ噸 教
軽 理 前 # # &
面 575_9反 770.6反
地 価 14,512円 27.021R
無 理 前 隻 理 後
面 疎 410,7反 1.4反
地 価 12.842円 54円
更に 1鋒当bの面硬を比戟すると盤理前壮田がロ･占1反,畑が0･55反であったものが ,田が0-56
皮.畑が u14反とそれぞれ平均値は淑少している｡田畑あわせての垂数が 1,555か ら1.588へ
写真 4- 1- 1 耕地整理卓れた酉青井(海原･失脊)
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と増加しているのであるから平均耕
地耐 【が城少 したのは当然と青える
のであるが.耕地鮭理を行ない 1巧
当b平均桝地面掛が渡少 したとV,)
のは不自然に思われる｡ しかし明治
期の耕地せ理事糖は.1缶当b画餅
を拡大することよD.畑地を水El化
する地目変換とか.千春を防ぐ用水
路の=軒が中心であD.不規則を形
写実 4- 1- 5 耕地整理前の境木 ･東谷 ･退職地区
(常袖寺薫)
写真 占- 1- 4 耕地整理後の同地区
-1401
状を倦正するとか1隼当D面疎を
拡大することは付随的なものであ
ったのであるO従って青井耕地条
理もこの明治期の特色を示 してい
ると考えてよかろう｡
次vc本革築後の農地の生産比較をすると衰占- 1-5の示すところである｡
表 ムー 1- 5 整理前後の生産比軟
1. 作付面凍及び収量
整 理 前 車 理 後
地 日 作 物 作付甜 反当収最 総 収 量 作付面棟 反当収丑 総 収 丑
節(上) 稲 94.0度 2.8万 2占5.2石 578.8反 2.8石 1.0占0.6石
田 (中) 潤 91.2 2.5 22aD 187.5 2.5 4da5
田m 稲 192.9 lj 527.9 182,4 2.0 584.8
田 菱 185,2 2.0 570.4 745.5 2.0 1,487｣0
畑 すV-1か 28占.0 157の 44902C)
畑 陸 稲 122.0 1.5 185_ロ
畑 衰 12_2.0 2.∩ 244.0
2. 作物別生産高及び生産額
鮮 理 前 軽 遵 後
作 物 生 産 高 生 産 街 生 産 高 生 産 額
稲 819.1石 20,47-/.5円 1.895.7石 47,542.5円
陸 稲 185,0 4,02ム8
安 占14.4 4,144.0 i.487.0 14,870.0
す い か 44,902.0貫 15,47G.占
用水網の完備vcよb地目転換され40町歩の畑が水El化され,かつ盤理前は水田中の2割 5分程度 し
かをかった上級田が整理後は 5割近いものとモ17.地力の向上をも示す如 く.稲作の収丑は約 2.4倍に
増加 しているo水田の増加率が約 2.0倍であるので田の士男とい5よb濯慨=牢の完成に伴75:う栽培
法の改良と盲!面が大きく作用している.生産額ytおいて養理後仕稲とまのみの配轟であるが, (節
の主要作物すいかはほとんど減少 したと言われている)地区総額は当時の価格で約18,000円の増
加であるo整理前の水田の地価 (上申)が反当550円であるので耕地弊理事薬 にエb約 5町歩の上
田が増 した割合になっているO間.地価の面で前後を比戟すると上級田で550円が 700円,中板田
で500円が dDO円,下級田で200円が 450円と各々2倍の急上昇となっている点も自然上昇
を含めたとしても事業の成功を示すものである｡
次vc本群集に費やした経費vcついては,土木費の約占5,000円を車両に総計約 112,000円VCか
よんでいるoLかし耕地堆理組合の教科によると事鞄 の地区内耕地の収入は畢集約vcくらべ約 19,
a00円増加 しておD.増収分のみで総計費の約 17ヰ忙及び,これを支払いVCまわすと約 6年で十
分採算がとれるものであったoLかし支払いについては県費の補助約 10.70･0円.村費補助 1,800
円も受け,諸経費の支払いを昭和2年までの 18年間FCし.地区民VCとってか75:b余裕のあるものと
されていたのであるo
最後忙青井耕地無理組合が-# t後記蘇 している間攻的利益を示 してみよう.
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(1) 勤倹の葉風及び共同心の作興
(2) 鹿野改良の促進
(5) 農村の維持
(4) 地主 と小作の馳係向上
以上 4点を間接的利益 としてあげてVAるが ,(2)について吐野菜の完成によって且民に盛典への意欲が
さらVこ高せったと説明している｡(5)紘.専姓では生活できにくく夜b他地域の職場K若年層が流出し
ていたのが地力向上vC上b減少したことである｡賢に(4)忙ついては.隻理後収狸は増 したが′J､作料は
水田VCかいては不増加 .畑地が水田化 したものは以前の水田並みとい うことであD,小作者vCとって
かなb容易をものであったことがあげらJlる｡
(6) 吉井耕地盤理の博質
青井耕地硬理の特質を示 してみると.せず.組合殴立が明治 44年ということである.行政的vEみ
ると第 1項で示 した如く明治 42年忙耕地整理法が改正され.国策として耕地自体の改良が強調され
た時期である.吉井耕地軽理も明治末の他の事例のようVCとの耕地自体の改良,即ち畑地を水田化す
る地目変換が弗 1の目的であb.当時の耕地常理の特質をそのまま示 している.しかし.当時の耕地
無理を全国的視野で見ると.地主階級が己の経済力向上を目的に行なったものが｢殻的であるの忙対
し.吉井の地区内では大地主は見 られず .表 占- 1一 占の示す如 く1町歩以上の所有老壮 15人vcす
ぎず.そのほとんどは 1.5町歩以下であったo
表 6- 1- 6 秒地整理蛾地主所有地 l
両 横 1～ 1.5 1.5一}2.0 2_0～2.5 2.5～5.0 5.0～5.5 i5～4.0 4.0-}4.5町
そして,'｣､作地の削合も水田で2割 ,畑地で5割程度であった｡従ってこの事菜の計画 も地主の利益
中心でなく地区民の意志によるところが大であったといえるCそれを示すものとして.前項で述べ7t
小作料の件 .また本組合の夢見には地主 ･小作共VC参加 しているo
Rz∫Tt
rE占- 1- 2 芳水村稲作の推移 _142_
次vc本蛸 は当時の芳井自治
体 (芳ZkW)の経済力を著 し(
向上させたことが言える｡山村
の芳水村忙とって吉井耕地世理
vcよb,図占- 1-2の示す上
うに,収狸高で2,500石が
4,000石程度に上昇 したので
あるo農村の維持 という組合の
祝vcも納得で尊るところである｡
最後に自然条件で見ると,小
EEIJflの氾濃原上での辞業で用水
は周囲の山地の降水利用のため
泡式であることも1つの特質であ9.そのため作 1つのため池塵殻忙 4年もかかる大=事を伴ったの
である｡現在,大仙LLJ山頂あるいは天神山上b衣がめた青井の水田の景観は菓vr壮観である.この現
葵に,かって先人が村をあげて取bくん走力を忘れてはならをいてあろう｡
ロ 商 品作物 の導入 とその発展
は じ め vC
わが国の作物の変賓をみてみると,明治初期ごろまで仕.米 ･蒙を吐じめとして.ヒエ･アワ･キビ
といった自給作物や綿花 ･藍といった=書作物がさかんVCつくられていたが.その後外国からの安価,
良質な鳥人商品に圧迫された9.又近代的な加工工薬に上って家内工秦を奪われて.ひきあわぬ作物
と夜D.家内工兵として成D立たなくなって茸過 した｡又El滑牧争径上れ酔家のEJ常生活vcも商品経
済のしんと)著しく.購入肥料の増大.度火用の石油.しょう油の購入.国家財政の贋請に上る専売
刺.又は消賛我の徴収のための塩 ･鹿茸 ･酒の自給の不俄 ,tたこれら購入品(r)価格の跡貴 .義務教
育奇々は.農家の現金支出を増大せしめ.米変作のみでは家計を支えるととができず,何をDとも現
金収入の遠を求める上5忙希った｡そこで綿花.盟.帝都など忙かわD.輸出産業としての救糸薬の
隆盛veとも怒って桑の栽噂や斐重美が発展 した｡又工嫌のめざせLLh発達忙よD.都市人口もふえ.
それとともに読菜作物や果樹作物とLhったものがさかん忙載壊されるよう忙なった｡それて性芳井町
蓑 8 - 1-7 普 通 物 産 哀
明 治 12 年 明 治 15 年
集 瀬 梶 江 与 井 亭 戸 川 片 寄 鍾 佐 野
栄 (石) 1占4 129 209 72 52 171 28
滞 米 25 19 19 12 - - -
大 麦 242 206 159 568 248 199 17d′J､ 資 55 17 29 51
襟 裳 45 42 59 F17 55 9.5莱 ll.4 5.4 1.9 10.7 52
秦 2.4 1.2 1.2 7.4 7 15 8
秤 - ･.- 0,8 0.9 17 25 7
大 豆 57 24 6.1 8.9 9 8 5
ノJ､ 豆 -ー - - - - 8 5
そ ば 57 25 15 51 12 8.5 a
甘 桔(斤) 57,040 59,1ム7 15.804 45,525 2占,000 5,0CIO -
馬 鈴 薯 3,392 2,578 559 65.645 8.000 5,000 -
央 綿 5,157 129 812 -■ - - -
葉 藍 1?.578 1A.924 8.849 2.8占0 - - -
葉 煙 草 1.284 728 4.4 5.880 5.000 5,ODD 800
菜 種 (石) 21 8 - I.4 2 - -
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で吐.このような全国的な背教の中でいっとろ商品作物が斗入され.どのようVC発展 していったかを
明治前期から戦前までを中心としてみてみようと思う｡なお明治初期をのぞき,明治.共和.三原村
の三村の資料がないため,主VE芳井町を中心として述べ.後月郡全体として綻,旧後月部 (井原を含
む)の賢科によb判断 したため不十分な点もあると思われるO
〔明 治 初 期〕
明治 10年代にかいて綻.表 6- 11 7のようVC各村では.食料として.米麦を中心とし.そば.
甘指.馬鈴薯.大豆.莱,秦.稗といった自給作物をつくっていたo平地部 (築瀬.梶江.与井.辛
戸川) と山間部 (片塚.軌 佐屋) とを比較してみると.平地部性山間部に比べて米,麦.大豆.そ
ばなどを多くつくっている.又巽.秦.稗といった昔からの自給的作物は山間部で多くつくられてい
る.又工芸作物の中でも兼鹿茸の生産は.山間部で圧倒的に多い｡平地部の中では,だいたいどの作
物vCおいても築瀬村が多いようである｡
明 治 中 期
明治25年の東三原 ,酉三原をみると.この地域はもっとも北部の山地部であるが.食料としては
栄.大麦をはじめとして.莱.秦.秤.馬鈴薯をつくっていた｡=芸作物として壮美塩草を多くつく
っていた｡物産輸出入をみてみると,明治 27年の芳水村では.輸出では,栄,愛.藍 .煙草などで
主に井原,笠岡.福山方面へ出している｡輪人で仕.豊岡から.緋粕 .羽餅 をどの肥料を輪入 してい
る｡明治28年では,栄.麦等披.福山.尾道を中心とし.木綿は.神戸.姫路まで輸出している｡
表 6- 1- 8 普 通 物 産 表
明 治 28 年 明 治 5 年
芳 水 足 次 束 三 原 西 三 原
米 石 975 766 225- 158
柵 米 〝 107 155 15 15
大 麦 〝 1.997 1,592 241 100
′｣､ 麦 // 174 184 ll.5 8,a
裸 麦 // 488 ト70 9.a 1.47
粟 〝 52 49 45 52
秦 ′′ 25 25 19 8
稗 〝 2 7 42 14
大 且 ′′ 118 48 17 9.4
/J､ 且 〝 55 64 a.5 5,2
そ ば 〝 118 48 - -
甘 47,250 50.boo - -
馬 鈴 薯 〟 - - 184.SOO斤 -
実 綿 〝 25 225 - -
兼 藍 ″ 15.200 10,000 800斤 540斤
r明治中期～後期〕 芳井町役晦資料
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輸入としては.肥料.葉煙草を輸入しているo明海 29年の芳水村の物産表をみてみると.莱.秦.
棉.甘藷,大根.胡揮軌 疏薬類といった作物は.自給してしまい,栄.乱 そば.小豆をどは,ほ
とんど消亜するが,次のようVC現Dのわずかを丑を近陳へ倫出しているO米 (10飾) .麦 (4%)
そば(20申)･小豆 (44飾) ,消製に比べて.帝に輸出丑の多いのは.午ほう(70帝).弼葛
(98%)であり.果樹では.軌 ぶどう夜どは村内獅襲であるが.莱 (80%),柿 (40啓),
工芸作物では.葉煙草 (9占帝)の輸出がE立っている.表 ムー 1-9をみると.この期間に著しい
変化をみせているのは菓藍である.明港29年忙比.129町あったものが.明治58年には 1町に
急激に渡っているOとの棄藍は.明治 16年には77町 5反歩,1万 5574rr(&月郡)の生産が
漸次増加の傾向をたどD.佐原が藍取引の中心であったそうだが,この時期vc衰退したのは全国的な
傾向でそのようすをみてみると.明治50年y:C頂点VE善し,その後は漸次減少をたどっていて.明治
58年もその減少期(てあるわけであるo最低は大正 2年とろの4,100町である｡その後わずかVC増
加したが.大正末期から昭和にかけてはまったく糞過しているOこれは.明治50年代にはじまるイ
ンド藍の輪入.又科学の進歩等vEエ9.57年からの^遣藍,硫化染料又は直接染料.塩基性染料等
の輸入のためますます圧倒され.価格下落し.栽培が急激に瀬じたもので.芳井町VCもその影聾が及
んでいる｡又明治59年ごろから桑畑が上昇しているのをみると,藍畑壮桑畑忙転換したことが)か
がわれる｡葉藍は.その後大正5年vc第一次世界大枚がほっばつするや染料の職人がとぜつし,漸次
舶来染料の払底とともに価格ぼ5とうし.つレ吋こ戦前の数十倍の価格yc達 し.I-時兼藍の栽培をみん
衰 6- 1- 9 農作物の推移 (明治28年～明治44年) 単位 町
栄 大麦 裸袈 ′J､麦 粟 香 稗 lそば 欄 大豆ノJ豆 実 相 蓑 藍 葉煙草 畑 ~衰 夏秋季
明28 127 - - - 18 i 0.5 57 47 24 20 64)-@う 5 14 -
29 128 2d8 70 42 14 7.50.4 54 48 25 19 C5り2 (4り129 18 63 51 -
30 129 259 74 44 15 7.2 03 54 49 24 19 (4争2¢う127 15 4.4 55 -
31 150 25d 77 45 12 8 0.1 55 49 25 19 (4928(4う124 24 &1 46 -
52 153 252 79 44 12 7.5 - 55 51 22 19 βや 2(4争124 44 62 54 -
55 15d 240 89 49 12 7.5 - 55 52 22 19 (2915(42)119 57 62 55 -
54 145 246 88 48 15 7.5 - 55 50 25 20 (2争 2(4り107 12 ム2 54 7
55 169 247 88 49 15 65 - 59 51 22 12 ¢925さら 71 14 42 51 5
56 170 248 88 49 10 d5 - 57 51 21 15ClSI25¢◎ 42 21 6.1 48 15
57 - (1今0,18 158 249 66 50 る 02 50 50 18 20 C1う 1 - 7.1 47 8
59 142 179 87 28 a5 7.3 - 45 49 55 52 0902¢う 3 - 7.5 25 -
40 158 179 占7 28 8.5 7,5 - 45 49 55 53 ¢うー (19 0.9 - 9.5 27 26
41 154 180 占7 28 8 8 - 45 49 55 55 囲 -やラ - ll 29 50
42 155 202 87 26 2 5 - 45 48 55 55 (4ゆ-Oゆ - - 15 45 55
45 154 202 47 28 2 5 - 45 48 55 50 ～ - (9) - - 15 50 58
注)()内は全臥 単位は千町 芳井町役場所蔵 ｢統計材料諸表扱｣
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とせLが戦後再び衰退したo次vEは,綿花が未退しているo この綿花･Iri明治初期vEもっとも隆盛をほ
とb.後月郡vCかいては.南部が綿花の好適地であって古来よb栽培せられ,葉豊の栽培もきわめて
盛んであb,織物の発達をきたし.需要の増加VC伴い.栽培はますます増加し.作付反別が明治1占
年にyj:150町 (後月郡)もあったoLかし,明治 42年には,9反とまったく衰退してしまってい
るo芳井町においても明治40年vcは姿をけしている｡この原因として姓.全国的vcこのころから品
質価格の点で輸入綿花に対抗できず,漸次圧迫 され .明治29年4月綿花の輪入税免除などvEよっ
て急速に衰えたものであろうと思われる｡摘花の代替作物としては,一般vc田方細作の場合は.米作,
傾斜地の場合は,秦.その他の=葺作物が選ばれたo以上の2つの特徴は.全国的にみても.明治25
年ごろからみても.大正末期まで漸淑し.枚前に比衰過してしまったことである｡これとは対称的に
後に述べているように桑が漸増 してJ･ごと恵対称をしめしているD次に増加した作物としては,明治
58年から明治 44年vcかけて.そば,大豆,′j､豆 (50町～ 50町).ごぼう,そら豆,えんどう,
こんVCやく (10町～20町)をど多くの作物が増加の状態にあるということが荘目される｡弼蔚vc
ついてみると,弗謁は.この地域で盲かん忙栽培されていたそうだO後月郡では.明治 14年vC吐,
54,585斤.価格 72Aa.5円の生産及び版売をし,鹿作物中豊玉 .葉煙草vCついで重賓産物であ
ったO交通の関係上,川上郡及び広島原産の一部も井原市場に奥まD.井原の蕗詣玉として名声を吐
くし.取引きの中心地であっ7tそDだDその後,北部地方にかいて盛んに栽培 し.産飯も激増した｡
これは.澱粉製造の発見に上るところが多い.穀粉教進の集を起こしたものは多数あったが.取掛の
技術をらび忙版路の閑童等が不十分であったためLhずれも中止したが.ひとb芳井町の藤井勘助とい
9万が明治25年とろ創業以来継続し.嗣子の糊樹氏がこれを次いだということである｡明治末期よ
b大正初年にかけて栽培がもっともさかんで.川上都とともvC県下の主産地であったが.明治 40年
とろよb芳井町方面VE白絹病が発生し,初音がはな仕だしく,北部の新産地 (三原 .共和 ･明海)vE
移動したが.ここも被等をうけたということであるO芳井町の統計をみてみると.それがはっきbと
らわれている｡すなわち明治 59年.40年を最高vcして大正 1年とろよD波少しはじめてV>るO葉
鹿茸vcついてみれば.後月郡全体をみればさかんVC栽培されていたことが統計からわかるが.しかし
芳井町vcかいては栽培は/少なく,明治58年vCは姿をけしているO
〔大正～昭和 (靴前)〕
どの作物もだいたい明治末期vE作付面横vcおいて最高vrたっし.大正に入ると,そば.大豆.小豆.
ごぼう,そら豆をはじめとして急激vc滅少しているoあわ.きびも少丑であるが淑少している｡ここ
で変化をしめしていない作物vEは.甘緒.馬鈴督.だいこん.なすなどであるo特vc甘砧をどが変化
し浸かったのは.早魅vEよくたえることなどが原因しているであろう｡大正から昭和VCかけて比軟的
同じようを変化をしている作物をあげると,そば,大豆.小豆があげられる｡その変化をみると.明
治末期から急激に減少し.大正 2-5年vcかけて最低vc達し.そして漸次増加して大正末期から昭和
にかけて頂上Kたっし.そして昭和5.4年忙減少しあとは｢定している｡大正初期の減退はおそら
く気候的葱ものが関係しているようであD,早魅などvc強い甘緒などは変化しなかったといえるD末
期は戦争費気Kエb増加し,昭和5-4年の全国的な農村不況によD波退したものであろうOこれら
一･1461
の変化が米価と対応関係にあることが江B盲れる｡大正末期から昭和vcかけて漸次刃折口の傾向をたど
った作物をみてみると.だいこん.えんど).そら豆.vCんじんといった読菜作物があげられる.そ
の間の最高.虫低をみてみると.だいこん比 120反- 180反.えんどうは5反～ 150反.そら
豆壮 50反～ 100反.にんじん 5反～50反であるBこれvc対して甘路の変イヒをみてみると,昭和
3年の450反から昭和5年VCは220反ほどに急故忙凍少 し.その後変化してL･,ない｡とれは甘辞
の在取軌間が比較的長 く.しかもそのわbK収益のあがらない陶係から.上記の上)忙他の洗薬忙交
替したためと思われるDとの時期の代表作物性桑である｡桑畑の作付状況をみてみると.芳井町で比
明治59年とろから.葉菜.突綿作かわって漸次増加し.大正 占年忙比較後恐慌vc上って兼遺したも
A A I
図6- 1-5 =著作物 (臭絹 ･兼嘉 )と鷺垂の推移
のの大正 12年vcは再び急上昇し.昭和5年を頂点とし.その後は徐々に淑少している｡兼寿戸数は
桑畑とtったく同様の変化をみせているが.放血でみてみると,桑畑は大正 1年忙20町,ピー クの
昭和5年には114町で5･'[倍の増加である｡養蚕戸数比.客車では●大正 1年は44戸.tf-クの
昭和8年vc壮559戸であb,5.4倍の増加である｡夏秋垂では,大正 1年に126戸.ピー クの昭
和5軸 Vi550戸で･2･8倍でもb.増加の耐蝕 桑畑.春車の;であるO全酢 勺な射 ヒをみてみ
ると.桑畑壮大正 1年VC454,000町,ピー クの昭和5年忙714,000町で1.占7倍の増加.春蚕で
は大正 1年vC150万戸,昭和 5年vc208万戸で1.4倍.貫秋妻は大正 1年VCli5万戸.ピー ク
の昭和 4年に208万戸で 1.5倍の増加である｡途中,大正 5年～ 8年ごろ戦争景気で増加し.大正
9年～ 11年作は戦後恐慌で減少している｡その後回なし,昭和 4年～5年とろピー クを迎えているO
こ)してみると芳井町の変化も全国的を変化と一致していることがわかるC大正 10年の重美基本調
査に上ると ｢義美は.本村飽経済上大部分を占め産帝 18万 9805円VC連する｡上って良悪がこの村
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の経済に及ぼすこと多大なる｡｣ということからみてこの時代の拳蚕の占める割合比か夜bのもので
あったようだ.このように蛮蚕が増加 したのは,｢般vcみられることで.第一次世界大戦中及び戦後
の米国の好況vc上る絹級物に対する常用の増大.それに軍詣晶としての絹放物の需要が新 しくおこわ.
宙の生産を目的とする兼香典が全国的忙普及した ものである｡芳井町では,明治28年(仁は,春轟の
飼輩が行なわれていたが,夏秋蚕の飼蛮性少しおくれて明治 54年とろからはじまってV,る｡これ壮
僻に秋素は稲作の労働と重複 しない適当走時細忙そだて得るところから.それまで稲作との関係から
表 占- 1- 10 度作物の推移 (大正 1年～昭和 14年)
栄 大 裸 ノJ､ 莱 秦 稗 そ 甘 馬鈴智 大 小 午ほラ 帝 蕗裾辛 大 秦 春 Sit秋秦i 衰 裳 ば 請 豆 豆 荷 樵 畑 秦
大正1 187210 67 2018 a,7 1 10 48 5 25 20 15 14 12 12 20 64 12占
2 149 - - 0.7 15 10 48 4 15 15 4.4 57 7.6 12 25 85 125
5 109 OJ .5 50 4 12 15 4.5 占 8 4 105 8
4 182 147 76 28 0,5 2 ll 50 4 12 15 5 5 7 12 29 116 155
5 179179 74 LIl 05 2 10 50 4 12 15 d 10 7 12 4185 150522 225
ll - 138 74 54 1 5 20 45 5 15 18 10 d 2 12 -
12 85 - - - 1 5 2 45 5 5 8 8 3.4 5 54
13 178145 81 54 7 52 50 5 15 17 9 14 5^ 15 8占 552 565
14 15占148 81 41 8 5 50 45 5 15 18 8 40 2 15 95 525 525
昭和1 155112 80 28 5 5 25 45 5 15 18 8 50 2 17 96 525 550
2 174129 111 41 6 5 50 45 6 15 18 9 50 2 17 1〔l2 525528
5 1占9 157 117 39 d 5 20 45 d 15 2一 ?,5 15 2 17 109520528
4 15ー 122 115 25 占 5 22 24 5 14 20 9 40 25 16 111525551
5 172106 94 54 5占 0.? 16 22 7.2 85 15 7 ll 5^ 16 11402 525 550
占 TTB T17 104 52 5上 1 1d 22 85 9 15 - 15 52 525 518
7 88 1ー0 1D2 6 6 1 7 85 9 27 .5 2 7 5∩ 25
8 144111 yノ 59 6 2 1d 22 85 9 15 9.545 6 17 95559 -
9 163 7一I 91 Lld 6 2 17 22 9 9 15 9 24 65 17 90 326 526
10 1占5 71118 Ad d 2 17 22 チ 9 15 9 50 47 17 占8274 276
ll - 85 150 55 a 2 17 22 10 10 14 10 54 55 18 dd 2ti5 268
12 149 dd 128 d1 6 2 17 25 10 T7 19 12 52 i2 8ー d4 285 28D
15 175 70 119 dd 占 2 23 25 9 14 15 12 14 45 18 d5 261 252
145 147 812 1212 7785 10 5 50 15 ll 18 15 14 5L] 554259196 2405
芳井町役場所蔵 ｢概新材料諸表綴｣
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表 6- 1- 11 わが国の=芸作物と尊重の推移
塞(千町) たばこ 印 綿 的 乗 回 春.義6)夏秋草 匝)はっか的
大正 1年 5.5 29 2.8 45Ll 150 1d5 A,4
2 4.1 51 2.5 452 15〔) 1d4 ll.4
5 4.d 56 2.5 450 150 1dL3 12.5
4 占.7 51 2.7 Ll5`J 143 174 12.2
56 9.2 29 2.5 Add 150 187 12.071 7 4 486 5 20 9,1
7 5.d 24 2.5 509 1(iO 209 5.8
8 4.8 51 2.5 525 1(iO 220 2.5
9 5.1 58 2.d 554 162 20(～ 4.7
10 4.5 58 2.5 555 154 1d4 5.0
ll 4,7 40 2.1 515 155 165 5.9
12 J 4.0 59 1.9 529 1(i4 1(～8 7.2
15 2.5 59 1.8 557 166 170 8.5
14 1.4 57 1.7 549 172 182 ll.占
昭和1年 1.1 57 1.5 572 180 191 ld.0
2 1,5 37 1.1 594 195 195 14.7
5 1,5 58 0,97 689 195 205 147
4 0.9 5d 0.75 d空d 200 208 15.0
5 0.5 56 D,64 714 20d 202 15.5
6 0.5 57 0.58 685 197 195 ld.2
7 0.42 54 0.d9 d55 190 192 1占,9
8 0.41 54 0.75 640 192 198 19.0
9 0.58 55 0,54 625 187 181 20_4
10 0.57 55 0.64 582 175 177 21.7
ll 0,59 55 0.72 56d 1d9 175 21,7
12 0.55 55 0.71 5d1 1d8 170 21.1
15 0.2(～ 57 0,92 550 155 158 21.9
15 0.ll 48 5.5 SSd 148 15(～ 14.1
1d 0.Dd07 46 6.8 494 156 148 ?.5
18 7.4 564 114 112 19
19 6.2 585 98 9d 4.D
20 4.9 242 85 79 3.2
21 5.8 18d 71 72 1.9
22 58 ま5 172 d4 68 1.4
254 50 5,5 ■- dd 71 0941 175 69
25 0.05 55 4.4 17.6 65 75 2.7
26 0.02 54 4.1 178 d8 75 5,8
27 0.04 5d 5,8 175 dd 72 5.4
｣28 0.08 d5 5.5 175 d7 72 4.1
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糞車をおこない得なかった農家も秋養向春をかこを)上ク忙なっていたのであるOこれが養秦普及vc
大きい役割を浪じた｡粟.黍といった作物比前期の作物と同様の変化を行なっているが.作付も80
反以下であb.自給的作物の感がある｡馬銘畢vcついてみれば.漸次増加の傾向にあるが.舟高でも
110反春慶で少なく.そつ1いもの変化忙比べて変動も少ないことが注目される｡集塵革比.古く
壮三原村.明治村で栽培さかんで著明産地であ9.都内の生産のみにては不足し.備後の豊松.川上
郡手荘高山方面上b見入れ救遺し井原煙草として名声があったそうである｡これまでは自由耕作であ
ったが.明治50年葉煙草専売法力嘆 施され栽櫓壮許可肘鹿 となった｡との明治50年とろからの変
化をみてみると.大正末期士では変化が紘げLhcその主を増演をみてみると.増加期は.明治51
年.38年.大正5年.10年.或少期は明治55年.41年,大正 7年であるCこれをみると7年
周期ぐらいに変動がみられる｡これけおそらく価格変動に影響されたものであろ5｡しかし昭和の初
め忙なると急激に淡少している｡すなわち大正18年の145町から昭和1年の25町であるOそれ
から以後はあせb変化せず40町前後である.これを全国的vcみてみると.増加期比明治52年.57
年,大正5年.9年～ 15年,昭和15年.淑少期は明治54年～ 55年.42年～ 44年.大正 7
年.昭和7年～8年となって卦b,大正15年～昭和7-8年ごろまで漸次減少しているOとれから
みると.芳井町の変化は全国的を傾向といえる｡ちがうところといえば,昭和12年～15年にかけ
て急敢vC増加しているところである.芳井町忙はそれがみられない｡薄荷についてみると.後月都に
おいて壮明治17.18年上b栽培がさかんとなb20年頃不幸vEして価格息落し裳過に傾き,明治
27年.28年頃再びほっこ)の敬と)が現われ.更に不況とを9,55.56年再び盛況を皇して
以来 5-d年を一周期として価格の変動に伴9自然銀条を皇している｡しかし昭和13年とろ上b息
汝vc就少し昭和14年に壮40町vcなっている.大正以後の全国的な変化と比べてみると.主な増加
期 (大正2年～6年.昭和1年).或少期 (大正8年)はほほにているが.ちがう点といえば.全国
で仕大正9年～昭和1年.昭和2年～昭和14年まで漸次増加をつづけているが,後月郡において紘
5-6年の周期でもって変化しているo尭煙草と沖荷を比べてみるとひじょうVC対称的な閑係VCある｡
唱和に入るとみごとを対称をしめしている｡薄荷が急上昇したのVC対 して葉煙草が急淑少している点
をみると.この時期vc瀬荷vc力を入れたことがうかがわれる｡第二次世界大戦にかけて比又急激vt減
じているaこの点そば,大豆.甘藷といった食用作物が昭和忙入って淑少したが,第二次世界大戦vc
かけて増加していることから.この薄荷とhD商品作物の増水の故は経済的背景を如実vcしめしてい
るものといえるO昭和元年から14年までの薄荷の4村の変化をみてみると.作付面棟で壮芳井町が
一醇多く.変動が款しいのVC比べ.他の三村はだいたい｢定しているのが注目される.これ吐.や壮
b多丑忙つくる所ほど価格変動の影響を)けやすいことを示したものと思われる｡
果樹栽培vcついてみると.芳井町の大正 10年の産美基本調査VC上ると.果樹栽培法の改良として
次のエ)をことo'b-かれている｡r果樹周叢は時代の推移vc伴い対抗作物の関係上漸次蓑過の非あるは辻
蟻とする所vEして之が奨励も大正 11年度VC講習会を開催セルノ外何らしせつの今後都農会vtおいて
てきざこれが奨励をなす予定をD .｣これVC上ると果樹類は大正11年とろは漸次淡少の時期にあた
っているが'この傾向は後月郡vcおける果樹作物の推移をみてもちさらかである｡桃は明治58年の
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図4- 1- 4 薄 荷 の 作 付 反 別
表 6- 1- 12 後月郡vcかける果樹作物の推移 単位 本,耳
明57年 58 59 4ロ 41 Jt2 45 44 ■大正1年 和1年 18
鶴 樹 教 4,540 12584 14,loo 21,056 24,920 59,00ロ 58716 54807 61,LI90 16372 8.912
収かく高 4.055 7.841 1285d 22Dd1 50.TOD 59.08ロ 857ロロ 24.15d 48.Odt] 51.451 21.915
葡萄 村 数 - 20 2ロ0 郎】90 7,872 日.075 1a550 5dd50 29,552 4.150 1.954
芳 井 町役場所蔵 ｢統計材料辞表凍｣
dr00,大正 1年には61,490.葡萄壮明治48年とろからさかんPC栽培され.明治44年～大正元
年ごろど-クと竜っていて,そしてそれ以徐凍少をたどっていることが柾目それるo芳井町の統計で
みてみると.反対忙梅や柿は明治.大正.昭和14年t-ろ忙かけて漸次増加している｡同じ果樹忙おいても
傾向がちかうエうであ,S｡米衷類yEついてみると,蘇-の主食である米につhて払 多少の変軌士みら
れるが,漸次増加(明治28年:125町.～昭和14年:170町)の悟向をしめしているO変類の中で壮大愛の
減少がめだつ｡明治 29年忙比 270町あったものが昭和 15年vc比 85町(仁汲少しているQ裸穿比
多少の変動をみせながらも昭和vl入ってわずか忙増加している｡′J､麦は大正5年とろから増加し,一
時奴少し.溜和5年ごろから戦前vcかけて増加 している｡ 小安の増加は.第一次大戦以後の穀物
=東D先達忙上るととろが多いDととろで糞類忙ついて周作と畑作との関係をみてみると,大麦は畑
作の方が多く.裸茨壮大正5年守では畑作の方が多いが.それ以後は逆転して田作の方が多い｡小変
vcっいて綻.大正 14年からは逆転して田作が多(なっている｡との原因としては.早生品種の改良,
施肥量の増加.脱穀鱒の発達等に上って水田薬作としての発作が稲作に大きな支障を兼吉なくなった
ことが考えられる｡又畑作vEおいて淑少した麦の蹄 はJ.秦.哉菜.果裾等忙代わったものと思われ
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図 6-1-5 ノ｣､麦vCかける田作 .畑作の推移
IJ岬 1 2515 ▲ 7 8 9 10 ll 12 151115明i859101日24514大151
7b it
町
図 811-5 /｣､麦にかける田作 ･畑作の推移
る.全国的には.昭和の初め頃よれ農作物の価格がいちじるしく下落して農村の経済壮通過し.7tた
現金収入源として大きかった重義も不況であった｡そのため換金作物としての′J､麦の増産仕,泉家の
経済に有利と考えられたので1959年VE小変増殖 5カ年計画の事業が政府vc上っておこなわれるこ
とと怒った｡このようVCLて小変はさかんに栽培されるようVCなったが.戦前における大きな変化は
をんといっても桑,孝義の衰退であるo昭和恐慌vc上る衰退をはじめ,戦争vcエ9,列vcは海列貿易
の杜絶.内には食椀.資材,労力の不足等相次ぐ社会情勢大変動の影gFをうけて衰退の一途をたどb
昭和 22年つV,て忙壌低となったo
L戦 後]
表 6丁1- 5 主な農作物の推移 (昭和13年～52年)
昭15 14 16 21 22 25 24 25 2d 50 52
薄 荷 116 101 40 1.7 5,2 ll 26 45 82 89
葉煙草 57 49 48 85 - 117 144 158 1.7二5
請謁芋 5 46 5 - - - 4.6 5.8 .5
午ほ う 52 50 51 - 52 25 54 54 57 節 (〟)
渠料 :岡山県統
計年報
薄荷についてみれば,昭和 25年以降急速に国領戦前並みvCもどったが,その後ていたいしている.
原因は.南米ブラジル等て急激を生産がかこをわれ.日本産の高価を薄荷が.海外市場からおいださ
れたためである.佐原のある芳井町においてはさかんVE栽培されていたが.上記のどとく外国の影響
を5け.せたこの平地部分では,かんばつがはげしかったこともあb.衰退してしまったO昭和に入
って減少 していた薬歴革が戦後ひじょうな勢いで増加 していることが荘目される｡又午は)はあせb
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変化していないが,蕗謁におL^ては.戦後まったく衰えていたが.芳井町VCかL^ては昭和 5D年ごろ
からはひじJ:うに増加し重要な作物となっている｡
参考文献
｢経済地理 ｣ (人文地理ゼミナール)
｢現代地理講座 7｣ (河出沓房)
｢高原の村.∫ (地域研究第4報)
｢田舎町とその周辺｣地域研究第d報)
｢日本農薬発達史｣ (中央公論社)
｢後月郡 40年典会誌｣
(矢 吹 謙 郎)
(Jt)農 民 層 分 節
芳井町VCかける農民層分解は.明治から今日までの変達を順次追ってゆく予定であったoしかし,
合併以前の較科の不足,力丑の関係上.期間を昭和以前,昭和初～第 2次大戦前.農地改革後.現在
の4期間vc大きく大別することにしたo
(11 昭和以前にかける良民層分解
昭和以前の芳井町にかける良民層分解vc入る軌乞,明治以後の日本の鼻薬の概要について述べてみ
る`明治維新によって近代画家への脱良をはかった日本性.いきかい ｢盲国強兵｣のための殖産=薬
政兼を強力vc推し進めざるをえなかった｡典薬の面忙卦Lnでも,その影響を受け,商品経済のなかVC
深 く入bこんでいった｡しかし日本の姓氏は,産業革命後のイギリスVCみられたようVC,資本家と労
働者の両極層FE徹底的vc分解し得ず,技術的vc遅れた生奮力の低い経営をかこを)小農形態を長く存
続するようVCなるのである｡ここでみてゆこうとする明治中期以後は.日本の資本主執経済の飛躍的
な発展期と1920年代以降の典薬問題の展開期となるのである｡又,日本資本主務への移行vE伴って
矢本主義経済特有の,かつ必然の現象である恐慌が起ってくるOそして.その農業外の生産vCおいて
あらわれた恐瑞が盛業面VCも彰智を与える,いわゆる ｢農業恐慌｣が起ってくるのであるo 農民層の
分解は,こ5した盛業恐慌を契機として急激に進むのである｡このような動きの中で.地主屈 ･小作
層の大きく両屑vc別れる鹿民はどのエ5な動向を示したである)かO
ここでは.直接,地主層 ･小作層の動向を知る糞科が毛かったので.大正中期とろまで財産所有の
多少によって等級に別け.その筈歓によって諌せられてVLた県税の資料を手がかよ川こして見てゆきた
いと思 うo足次村.芳水村 及び合併後の芳井村の村会許革命の中vcみられる県税戸数割決議啓に上っノ
て10等までの上層の農民を対象としてみてゆ(O
乗 6- 1- 14 足次村等離別収載賦課戸数
1等 2 5 4 5 i 7 8 9 10 膏十
lLu25 1 5 2 2 5 1 さ 4 8 2 5D
M 50 1 2 5 1 4I 2 A 5 5 7 54
江)長次村村金爵博 上b作章
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衷 占- 1- 15 芳水村等級別県税見鵡果戸数
1等 2 5 4 5 占 7 8 9 10 計
加 50 1 1 1 2 2 2 2 4 2 5 22
M55 1 1 1 1 1 2 1 3 4 5 20
軽)芳水村村会譲錦 上b作表
表 6-1- 16 芳力対等叔別保我蹴錬戸数
1等 2 5 4 5 d 7 8 9 10 計
加 40 1 1 1 1 1 2 1 5 8 5 27
M 45 1 1 1 1 5 1 1 4 5 4 27
T 5 1 1 5 1 1 1 4 2 1 1 16
T 18 1 1 5 1 1 4 1 2 1 2 17
狂)芳井村村会議碑 エb作裏
表 d- 1- 14.表 6- 1- 15,襲 6- 11 16は 1等から10等までの各村にかける賦練戸数
の変化である｡これらの蓑でみると,1- 10等の上層の鹿家仕.全体的に漸次淡少してかb,明治
50年.芳水村 ･足次村を合わせて56戸あったものが.大正 1°年vCは芳井村全体で17戸と59
戸も娩少している｡又.1等から4等までの上位の鹿家戸数はほとんど変わらず.7等から10等ま
での下位の農家戸数が溌少してきている｡この下位の魚家結.1- 4等の上位の臓 戸数作増加がみ
--､YIE氏
?
??
＼､ /
＼____/
以25 50 15 40 45 で5 日)
図6- 1- 6 各戸の等級の変遷
注) 足次付 ･芳水村 ･芳井村
村会畿串錦より作成
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られ貴いことによD.10等以下の中農,′ト農
に分解していったことが推察されるO
肴か,足次村の総鹿家戸数は明治22年の岡山
県市町村一覧によると541戸であ9.1- 10
等の農家数の全体vC占める割合は5.5年であるO
次作,各々の鹿家はどのように変遷したであ
ろうか｡図d- 1I dでみると.Y ･Ⅹ氏は常
vcl等vc属し.当時安定した大地主であったこ
とがわかるo S･K氏はL125生 ,50年vCお
いては1等vt属していたが (無料不足のため,
LH 5年の尊敬が不明であるO)Ld40年には
8専vc没落して,T5申亡は.7等と1等上った
作もかかわらず.T10年には 10等以下VC没
落している｡又.この園vc示されている上SVC
M45年からT5年vcかけて.各 等々椴が上っ
ている｡これは前のhE40年から45年の間vT.
各 等々板が上った者の割合が 18年yc軟べて
62･5帝となって大幅な増加を示している｡
明治40年を例にとって.全資産額忙対する腺税の比率をみてみると.表 6- 1- 17のようVEを
D.その全体vE対する比率は0.O9帝であD.上層の並足vtとって.県税はそれほど高いものではな
かったことがうかがえるo以上のことから.か在bの上層の農民が,明治中期から大正 10年vCかけ
て中濃以下(て没落しているといえようO では,下層の農民層忙どうで
表 6- 1- 17 1- 10専tでの賦練金額 ･史産額 あったであろうかD表 6- 1-
等 賦 課 金 敏 丑 産 額 全体vC対する割合
等 1 55円 25鎖 60,000円 aD9〆
2 57円 28銀 42.000 0.09
5 12円 64畠堅 14.DDO 0.09
4 8円61銀 9.700 A,89
5 7円17盛 8,DOU 0,09
6 5円56銀 A,500 ロー09
7 5円 15銭 5,800 a,09
8 5円 77鏡 4,ロoo 0.09
琵)芳井町村会養錦 上b作表
衰 6- 1- 18 日.小作別良家教
18VZ:上ると,明治 28年から
52年vEかけての芳水村の自･
'J､作別農家数の場合,専業の自
作鹿家が栄典の自作鹿家上91
割程高く.反対に.′J､作曲豪壮
専英の櫨･合のほうが低くそって
いる｡表 6- 1- 191衰 6-
1- 20は専業 .雅薬別鹿家教
および農人口の表であるが.ど
ちらも明治 40年を境として兼
専 弟 1 兼 業 合 計
自 作 良.小作 ′J､ 作 計 .自 作 自-J､作 ′J､ 作 雷十
M28 180 75 12 267 54 52 ll 97 564
(67.4)# (2a1) (4.5) (55.7) (5iO) (ll.5)
29 1.78 72 12 262 58 56 12 1U4 5dd
(67.9) (27.5) (4.i) (55.8) (54,i) (ll.5)
50 172 76 12 260 49 42 ll 102 5占2
(di五) (29.2) (4.6) (48.0) (41.2) (10.8)
51 176 75 12 2(～5 55 59 12 104 567
(67.a) (28.5) (4.6) (51.u)(57.5) (ll.⇒
52 175 7占 15 2d4 52 41 ll 104 5占8
(山 .5) (2 8r8) (49.2) (58.0) (59.4) (10.d)
巣の鹿家教が.著しく増加しているOつtb,明治59年洗薬の比率は 17東であったものが,40
年で壮 45車と,ほほ半数の鹿家が兼美化している｡この上DVC.経営面qtが′J､さい自･,J､作及び′｣､
作はBt菓だけでは生活を支えることができ浸いので,ど5しても良策外で労働力を硝安せねばならな
いことVCなる｡
芳井村忙かいて.この上うな兼業としてあらわれた労働力が,どういう形で農業外に消費されたか
vcっいては不明であるが.少なくともこの時期vc鹿集列の敬菜pc従事したのであろうo
-15~5--
表 6- 11 19 専藁 ･兼薬別姓家教
専 薬 兼 弟 計
MSB 572 120 692
59 572 120 692
40 400 524 724
41 4DD 55D 750
42 400 551 751
45 4DD 251 651
44 405 25d 641
T 1 406 257 645
襲 61 1- 20 専業 ･兼薬別畿薬人口
早 発 兼 業 吾十
M58 1.540 150 1,490
さ9 1,54D 150 1.490
40 1.240 972 2,212
41 1.247 985 2,252
42 1.250 988 2,258
45 2.456 1.586 5,822
44 2,4d7 1,595 5,877
T 1 2.485 1.407 5.892
江)芳井村統計諸表線上i)作表 荘)芳井村統計諸表綾上b作表
以上,明治 ･大正期における芳井町にかける農民層の動向は.おかきを変化はあらわれていないが.
多少の変動を示 しながら,昭和期に入っ年のである｡
(2) 昭和初～第 2次大戦の姓氏層分解
との時期におけるE]本の姓民層分解の動向は,昭和4年 (1929)に世界恐慌が起9,その形辞を
受けて昭和 5- 6年に起った農業恐慌で.農村は大きを打撃をと)むった｡さらに.農村は都市の失
業者の帰村をも含めて,恐慌の負担を裁量vEも負い.中小地主,自作農が没落し.中′ト地主の自作鼓
索 dl 1- 21 耕地所有広狭別鹿業人口
5反未満 5反以上 1町以上 l■2町以上 5町以上 5町以上いo町以上 合 計
昭1■ 917 占95 1□1 - 4 4 1 1.752
2 920 692 110 - 4 4 1 1.751
5 920 694 107 1 4 4 1 1,751
4 919 694 107 1 L1 4 1 1.750
5 900 692 107 1 4 4 1 1,709
d 9U4 d92 106 2 4 4 1 1.715
7 917 71d 122 5 4 4 1 1,767
8 91d 71占 122 5 4 4 1 1,766
9 867 617 121 5 4 4 1 1.722
10 908 714 119 5 4 4 1 1,7d5
ll 907 714 119 5 4 4 1 1,7d2
12 91d 715 120 5 4 4 1 1,7d5
15 1028 715 119 4 4 4 1 1,7d5
14 1022 doe 115 4 4 4 1 1,7d5
荏)芳井町統計諸表頗よb作表
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表 6 - 1- 22 日′｣､作別反別耕地面硬及び′ト作地車
田 反 別 畑 反 別
自 作 地 小 作 地 計 小作地事 自 作 地 小 作 地 計 小作地率
昭 1 1.150反 8dD 1,990 LI5.2 2,15D 551 2.501 14.0
2 1.150 845 1,995 42.5 2.150 551 2.501 14.0
5 1,125 850 1,975 45.6 2,141 560 2,5r〕1 14.4
4 1,095 858 1,955 45.9 2ー198 570 2,568 14.4
5 1,005 787 1.787 44,0 2.156 615 2,771 22.2
7 1,070 897 1,9d7 Ll5.d 2,191 445 2.654 16.8
8 1.D95 886 1.979 44.8 2ー095 458 2,551 17,5
9 1.095 886 1,979 44.8 2,095 458 2.551 17.5
10 1,090 877 1,967 Ll4.a 2,090 429 2,519 17,0
ll 1.090 88口 1.950 45.1 2.090 454 2.524 17.2
12 1,U79 850 1.929 44.1 2.111 450 21541 1占.9
15 1,058 855 1,893 44.1 2.051 408 2,459 1占.6
14 1.167 722 1,889 5a2 2.051 4D8 2.459 1占.6
15 1.175 755 1,9〔】8 5&5 2.0~29 402 2.451 1占.9
了 ｢ …
61 1J4 5 8 TFtIID 112 15 日 IJ
図6- 1- 7 日作 りJ､作 ･自′)､作別
農家戸数
-1571
芳井付統計諸表礎エ9作表
化の傾向もあらわれる上うになったO
又.その上)な状況のもとで,地主の
土地取9上げに反対し.小作権をめぐ
る小作争議も激増した｡続いて,昭和
d (1951)の満洲事変後.インフレ
ーシヲyが進み,中′J､地主への土地所
有が増加していったのであるo
表 6- 11 21は,耕地所有別の広
狭に上る農薬人口であるOこれに上る
と,5町以上の上層は.増淑がをく.
常VE安定している｡ところが.1町以
上 5町以下を多少問題があるが.中農
とみるならば.漸次増加 している｡こ
れは前述 した中小地主の自作曲イヒの傾
向と一致している｡自･′ト作鹿家と考
えられる1町以下の農業人口は,全集
美人口の90飾以上を占めておD,氏
倒的に零細経営農家が多ho叉 ,この
層が増えることVCよって,良薬人口が相対的忙増加している.
白.′｣､作別桝地面疎は衰 6--1- 22のようになっている.これでみると,FBa:)自作地比.漸次,減
少してきているが,′J､作地結.昭和 14.15年を除いて.わずかではあるが'だいたい 40- 45
頚を示 し.全体の与弱が′｣＼作地であった｡注目すべき壮･昭和 14I15卯 かけての時期であるo
この時期は自作地が増加 し./｣､作地車は40少を割っている｡畑の場合は.自作地が大部分で･小作
地は少ない｡
さらに.自作 ･小作 ･自′J､作別A家戸数の変遷壮図 6- 1- 7の上うになる｡これでみると･昭和
5年及び昭和 15年vC大きな変動を示し･他は安定 しているo昭和 5年には･自･小作農家及び/｣､作
農家が減少し.自作鹿家が増加 しているOこれは.前述した世界恐慌の影卒と思われる｡昭和15年
vcは,逆に.自′｣＼作出 家 .′ト作良家が増加し.自作姓家が減少 しているO以上のようK,この2時
期を境 として,自作 .,J､作関係の変動がみられる｡
(3) 農地改革後の農民層分解
昭和 2ロ年 (1945) .日本は第 2次世界大概vE敗れ,その領土は連合軍の占領されることに浸っ
た｡連合国比.東京に総司令部を設け.日本政府に指令.勧告を発して占領政策を行なったのである○
総司令部は日本の民主化のための 1つとして,昭和 20年農民解放の指令を発 し,又,政府も戦後の
免租不足の緩和のため.地主一小作関係の改善を図り.独自vt｢免地粥軽法｣改正法を御促 し.いわ
ゆる ｢第一次故地改革｣が射手されたOしかし.との改革は在村地主の/J､作地所有面棟を5町歩せで
認め.しかも家族への土地分散を認めるとい)地主本位の不徹底なものであったため.総司令部の容
れるところとならなかった｡そこで昭和21年 .政府は ｢盛地調軽法｣再改正法と ｢自作舶 臓 特別
措像法｣を制定し,第 2次農地改革が行なわれるvtV,たったのである｡この法律の目的仕,第 1に自
作舶 u殻を徹底的に行ない.不在地主の′ト作地全部と.在村地主の小作地を全国平均 1町歩 (北海道
4町歩)忙静振 し,他を国が強偽肋 vc安い値で買い上げ.それを/J､作人に使先的vc売b渡 した.第2
に,残る′J､作地抹耕作権をいっそ9強化し,小作料を金納とし,/J､作料も大幅Vt引き下げられたOこ
の改革がきわめで徹底 したものであD.急進的なものであっただけtで.′j＼作農家の8口車以上が自作
農家作をD.耕地の87年が自作地となった｡そして地主が大きか高手をこうむ9.没膚していった
のである｡
岡山県でも昭和 22年 4月から.第 1回農地買収を開始 し,昭和 27年 5月に終了したOとの農地
買収(a:あたったのが.農民の選挙忙上って選ばれた,′J､作.地主.自作の別vEよ9,それぞれ5人か
表 6- 1- 25 昭和 20年及び昭和 25年の自作地 ･′J､作地の内訳
昭和 20年 11月 25El現在曲地面疎 昭和 25年 8月 1E)現在点地面横
自 作 地 ′J､作 地 計 自作地率 自 作 地 小 作 地 計 自作地率
芳井町 2.d97反 1,166反 5,865反 占?.2飾 5.261反 488反 5,747反 87.05
明治村 2,095 1,518 5,415 61.7 5,205 1d9 5.572 95.0
共和村 1.498 540 2.038 75.0 1.820 210 2.O吉O 89.7
江)岡山原曲地改革監yCよる｡
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ら成る階層要点で柵成された虚地委員会であった｡
芳井町の場合.泰 d- 1- 25によると,鹿地改革前の平均自作地奉仕,702頭であD,僅地改革
後比,89.9啓が自作地となった｡これ壮前述した全匡卜平均の自作地率87帝を上回るものであるO
明漁村のように,触 改革前,自作地塵が d1.7確と低かった村は.鹿地改革後,95.0帝と急激に
自作地化し,又.義 d- 1- 24にみられる上う忙.不在地主が 288人と著 しく多いことなどもー
囲して,鹿地月収が徹底的に行患われたことを示しているO
表 6-1-24 蝕地を只収された地主の戸数
個 人 法 人 頚 体 売渡しを受けた戸数在 村 不 在 在 村 不 在
芳 井 町 197 152 71 - 597
明 治 村 25 288 16 2 409
共 和 村 59 96 14 1 220
三 原 村 50 dO 15 d 125
EE)岡山膿胞地改野誌 による
表占- 1- 25 換地を聞放した地主a)瓦別内訳
1反 呆 1 ～ 5 4 - 8 7 へ′9 1町以上 2町以上 5町以上 4町以上
157 114 55且 d 15 1 1 1
田 鹿地破買収者給東金請求宙壷付処理耕よb作表
表 6- 1- 25は昭和40年vc実施された姓地軸伽の際の農地被買収者給付金によb換算 L,た売b
渡し面横であるが,5反未満が 82.6車と大部分を占め.中小地主がほとんどであったことが9かが
える｡又.個人で最も多く土地を手離したのは5町 7反であったOこのように地主は土地を月収され.
多くの自作鹿が生まれたのであったo
r4)現在の状況
芳井町全体の現在の良家の状況を述べ上うと思う｡
表 6- 1-28 経営規模別胎 教
5反未摘 5- 5反 5～ 7反 7反-1町 1.-1.5町 1.5一2町 例外規定鹿家 総 戸 数
芳井町 255戸 195戸 146戸 155戸 155戸 5 戸 4戸 770戸
明治村 45 87 110 145 80 2 5 488
共和村 88 97 105 74 15 - - 577
三原村 21 51 55 49 20 2 - 19(～
1960年曲集センサス
表 8- 1- 2dVu ると.経営規模別面棟は,5度未満が,努井町では55･8〆.明治村では 24･6
〆.共和村では49.1〆.三原村ではSd.7年,全域では44.6年と各地区平均して.約 40帝を占め
ている｡5反から1町までの層は,芳井町で,5占･5碑,明治村で55･5帝.共和村で47･5声.三原
村で52.0帝.全故では45,6〆となっているo以上のことから芳井町では.1町以下の経営農地を
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耕作 している鹿家が大部分である｡
表 d- 1- 27 日 小 作 別 農 家 数
自 作 日.｣､作 小 .自作 ′｣､ 作 例外規定農家 総 戸 数
芳 井 町 542 185 55 ll 1 770
明 治 村 554 115 9 7 5 488
共 和 村 280 占7 20 10 - 577
≡ 原 村 147 55 9 5 - 196
19占0年 曲集センサス
表 6- 1- 27の自･'J､作別鹿家野'1.自作農が72.3帝と圧倒的に多く,小作農は 1.8帝とわず
かVCすぎない｡とのことは.姓地改革の影響がいかに大きかったかを示し.戦前の地主一小作関係と
歓べると.大きく変化している｡
以上.芳井町の農民層分解を.明治から今日せてを頓を過って∫みてきたのであるが.勿論これで十
分であるとはいえず.まだまだ不備な点が多いoLかし,日本の取木主義の発展vcともなって.農薬
もその彪書を受け,商品経済が深 く没透 し,わが国特有の良民屈分解が進んでいったことが指摘され
るであろう｡ ( 小 川 道 代 )
= 農薬構造改善専 業
(1)岡山県VCおける虚業構造改善事養
魚業補遺改単事業は. ｢他産発 との生産性の格差が是正されるようVC曲集の生産性を向上させるこ
と｣また ｢農薬従事者が,所得を増大して.他産業従申者と均衡する生活を営むことを期するこ凸の
2つを自席としている｡
岡山県においても.昭和57年度から県下各地区vcおいて構造改巷事業が実施された｡事業内容vc
は,ほ場盤備 ･交換分合 ･楚道 .草地造成らの14種が,土地基盤巷傍として.また,たばこ青首施
設 ･牛舎 ･鶏舎 ･育す)所75ど55種が経営近代化施設として尭施されたのである｡これらの事業を
地域的にみると.ほ場整備は県下全般で行われてかれ 吉備高原を中心とする地域vcは,牛舎 ･飼料
畑造成 ･草地造成等の串薬が組み合わされて行われておD,また南部では,ぷど)温垂施設.野菜ハ
ウス施設等が.都市近郊vcかいては.飽食 (採卵)などの群集が行われたのである｡
(2･)構造改尊事業の基本方針
書備高原と,南部平野の中間vr-位瀧する芳井町は.鼻薬の鍵営規模が零細であD.耕地は急峻で単
位両税が狭 く立地条件vcJqu れず.土地生産性及び労働生産性は低い｡それゆえ.盲産を基幹とする
作目を重点に.自立経営鹿家の育成とあわせて.協同化を助長するため.山林開発vcよる草地造成vc
よって生産基盤無備拡大と.重点作目の増頭羽 ･新椎を実施し.経営近代化vcよる諸施設の大型化整
備を行ない.経営の合理化をはからんとしている｡
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